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メコノプシス・ランキフォリア subsp. シーカエンシス
　

先
月
号
で
紹
介
し
た
Ｍ
・
プ
セ
ウ
ド
ヴ
ェ
ヌ
ス

タ
の
咲
く
石
卡
雪
山
に
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
か

か
っ
て
い
て
、
標
高
３
４
５
０
ｍ
の
麓
か
ら
４
４

０
０
ｍ
の
山
頂
駅
ま
で
、
わ
ず
か
２０
分
ほ
ど
で
到

達
で
き
る
。
最
も
楽
に
青
い
ケ
シ
を
観
察
で
き
る

場
所
の
一
つ
だ
。
こ
の
山
に
は
も
う
一
種
の
青
い

ケ
シ
、
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
・
ラ
ン
キ
フ
ォ
リ
ア
が
あ

る
。
こ
の
種
は
変
異
の
多
い
種
で
、
亜
種
は
５
種

に
上
る
。
分
布
も
南
は
雲
南
省
大
理
か
ら
北
は
四

川
省
稲
城
県
ま
で
と
広
い
。
石
卡
雪
山
に
あ
る
亜

種
は
こ
の
山
の
中
国
語
音
か
ら
シ
ー
カ
エ
ン
シ

ス
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
種
の
特
徴
は
基
部
葉

が
小
さ
く
て
細
い
こ
と
で
あ
る
。
学
名
の
ラ
ン
キ

フ
ォ
リ
ア
は
銛
（
モ
リ
）
の
よ
う
な
葉
の
意
味
だ
。

シ
ー
カ
エ
ン
シ
ス
に
は
そ
の
特
徴
が
顕
著
に
表

れ
て
い
る
。

　

ラ
ン
キ
フ
ォ
リ
ア
の
研
究
に
力
を
注
い
だ
の

が
、
昨
年
亡
く
な
っ
た
吉
田
斗
司
夫
氏
で
あ
る
。

晩
年
、
病
気
を
押
し
て
何
度
も
こ
の
地
を
訪
ね
、

採
集
観
察
を
行
っ
た
。
５
亜
種
の
う
ち
、
シ
ー
カ

エ
ン
シ
ス
を
含
む
２
種
を
彼
が
名
づ
け
て
い
る
。

昨
年
１０
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
グ
レ
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
で
放

映
さ
れ
た
四
姑
娘
山
の
青
い
ケ
シ
は
こ
れ
ま
で

見
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
吉
田
氏
が
存

命
で
あ
れ
ば
、
新
種
と
し
て
認
定
し
た
か
も
し
れ

な
い
。

　

次
回
か
ら
は
チ
ベ
ッ
ト
編
で
す
。

写真・文　松永秀和

─雲南省編⑪─

雲南省香格里拉市石卡（シーカー）雪山　標高 4350m
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　国内希少野生動植物種に指定されて

いる特別天然記念物のライチョウの推

定個体数は、1980 年代の 3000 羽から

2000 年代には 2000 羽弱に減少してお

り、2014 年公表の第 4次環境省レッド

リストでは「近い将来、野生での絶滅

の危険性が高い」とされる絶滅危惧種

IB 類（EN）に指定されています。また、

南アルプスの個体群が絶滅の危機に瀕

していると言われています。

　本誌はこのようなライチョウの危機

的な状況を踏まえ、ライチョウの置か

れている現状、個体数増加に向けた取

り組みなどについて、ライチョウの飼

育繁殖で知られる公益財団法人富山市

ファミリーパーク公社の村井仁志園長

にお話を伺いました。

（本誌・酒井正裕）

村井仁志（むらい・ひとし）

千葉市習志野市生まれ、3歳か

ら横浜市。東邦大学生物学科を

卒業後、1987 年からファミリー

パーク職員として郷土動物館や

「こども動物園」を担当。動物

課長などを経て現職。

（
本
誌
）
村
井
さ
ん
、
初
め

ま
し
て
。
お
忙
し
い
中
、
貴

園
の
話
を
お
聞
き
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
登
山
者

に
と
っ
て
北
ア
ル
プ
ス
な

ど
高
山
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
が
、
生
息
環
境

の
悪
化
に
伴
い
個
体
数
が
減
少
し
て
い
る

と
聞
き
、
と
て
も
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
登
山
者
と
し
て
も
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
こ
と
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
詳
し
く
知

り
、
理
解
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
ま
ず
初
め
に
貴
園
に
つ
い
て
ご

パ
ー
ク
建
設
基
本
計
画
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
基
本
計
画
で
は
、「
自
然
の

中
で
情
操
と
科
学
心
を
養
う
」「
動
物

と
親
し
む
」「
く
つ
ろ
ぎ
、
遊
び
、
楽

し
め
る
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
」
を
目

的
と
し
、
こ
れ
を
受
け
て
「
動
物
コ
ー

ナ
ー
」「
芝
生
広
場
コ
ー
ナ
ー
」「
遊
園

地
コ
ー
ナ
ー
」
の
３
区
画
が
計
画
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
建
設
基
本
計
画
に
基
づ

家
族
が
楽
し
み
、
憩
う
施
設
と
し
て

市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

─
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
動
物
」

「
里
山
」「
地
域
」
が
貴
園
の
テ
ー
マ
と
の

こ
と
で
す
が
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
保
護
増
殖

活
動
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
ど
の
よ
う
な

背
景
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
国
は
「
日
本
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ

が
自
然
状
態
で
安
定

的
に
存
続
で
き
る
状

態
と
す
る
こ
と
」
を

最
終
的
な
目
標
と
し

て
、
２
０
１
２
年
１０

月
に
「
ラ
イ
チ
ョ
ウ

保
護
増
殖
事
業
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
ラ

イ
チ
ョ
ウ
が
本
来
の

生
息
地
で
生
息
し
続

け
る
た
め
の
環
境
を

整
え
て
保
全
す
る
「
生

息
域
内
保
全
」
と
、

動
物
園
な
ど
生
息
地

以
外
で
、
飼
育
・
繁

殖
に
取
り
組
み
保
全

す
る
「
生
息
域
外
保

紹
介
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
は
富
山

県
の
中
央
部
、
南
西
か
ら
北
東
に
７
ｋ

ｍ
に
わ
た
っ
て
連
な
る
標
高
１
０
０

ｍ
前
後
の
呉
羽
丘
陵
に
あ
り
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
の
建
設
計
画
は
、

昭
和
４０
年
代
半
ば
か
ら
持
ち
上
が

り
、
１
９
８
１
年
２
月
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

い
て
、
１
９
８
４
年
に
開
園
し
ま
し

た
。

　

開
園
以
来
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク

は
地
域
の
人
に
地
域
の
動
物
や
自
然

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
中

心
に
日
本
の
動
物
の
飼
育
展
示
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
動

物
」「
里
山
」「
地
域
」
を
テ
ー
マ
に

緑
豊
か
な
里
山
の
自
然
環
境
の
中
で
、

全
」
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

当
園
で
は
、
富
山
県
を
含
む
中
部

山
岳
地
帯
に
生
息
し
、
特
別
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
絶
滅
の

危
機
に
あ
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
つ
い

て
、
そ
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
２
０
１
０
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か

ら
日
本
に
生
息
す
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
と

同
じ
種
で
あ
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産
の
ラ

イ
チ
ョ
ウ
（
ス
バ
ー
ル
バ
ル
ラ
イ
チ
ョ

ウ
）
の
飼
育
及
び
展
示
を
開
始
し
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
に
は
環
境
省

と
（
公
社
）
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ａ
）
が
「
生
物
多
様
性
保
全

の
推
進
に
関
す
る
基
本
協
定
書
」
を
締

結
し
、
絶
滅
に
瀕
し
て
い
る
野
生
動
物

の
保
全
に
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
協
定
に
基
づ

き
、
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た

野
生
動
物
の
一
種
が
ラ
イ
チ
ョ
ウ
で
、

２
０
１
５
年
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ａ
お
よ
び

環
境
省
と
連
携
し
、
複
数
の
動
物
園
や

研
究
者
と
協
力
も
あ
っ
て
、
飼
育
繁
殖

技
術
の
確
立
を
目
指
し
た
生
息
域
外

保
全
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
14
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

呉羽丘陵上空からファミリーパーク全景

ファミリーパーク東口
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ー
ク

は
地
域
の
人
に
地
域
の
動
物
や
自
然

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
中

心
に
日
本
の
動
物
の
飼
育
展
示
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
動

物
」「
里
山
」「
地
域
」
を
テ
ー
マ
に

緑
豊
か
な
里
山
の
自
然
環
境
の
中
で
、

全
」
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

当
園
で
は
、
富
山
県
を
含
む
中
部

山
岳
地
帯
に
生
息
し
、
特
別
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
絶
滅
の

危
機
に
あ
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
つ
い

て
、
そ
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
２
０
１
０
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か

ら
日
本
に
生
息
す
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
と

同
じ
種
で
あ
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産
の
ラ

イ
チ
ョ
ウ
（
ス
バ
ー
ル
バ
ル
ラ
イ
チ
ョ

ウ
）
の
飼
育
及
び
展
示
を
開
始
し
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
に
は
環
境
省

と
（
公
社
）
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ａ
）
が
「
生
物
多
様
性
保
全

の
推
進
に
関
す
る
基
本
協
定
書
」
を
締

結
し
、
絶
滅
に
瀕
し
て
い
る
野
生
動
物

の
保
全
に
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
協
定
に
基
づ

き
、
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た

野
生
動
物
の
一
種
が
ラ
イ
チ
ョ
ウ
で
、

２
０
１
５
年
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ａ
お
よ
び

環
境
省
と
連
携
し
、
複
数
の
動
物
園
や

研
究
者
と
協
力
も
あ
っ
て
、
飼
育
繁
殖

技
術
の
確
立
を
目
指
し
た
生
息
域
外

保
全
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
14
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

呉羽丘陵上空からファミリーパーク全景

ファミリーパーク東口
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レ
ン
ズ
を
使
い
こ
な
そ
う

Vol.9

写
真
・
文  

宮
本
宏
明

　

ほ
と
ん
ど
の
カ
メ
ラ
に
は
初
め
か

ら
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
が
付
い
て
お
り
、

皆
さ
ん
は
必
要
に
応
じ
て
広
角
や
望

遠
な
ど
画
角
を
変
化
さ
せ
て
撮
影
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
レ
ン
ズ
の
使
い
こ
な
し
に
つ
い
て

の
解
説
で
す
。

　
焦
点
距
離
と
は

　

皆
さ
ん
は
「
○
㎜
の
レ
ン
ズ
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
「
○
㎜
」
を
焦
点

距
離
と
い
い
、
レ
ン
ズ
の
中
心
で
あ

る
「
主
点
」
か
ら
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー

ま
で
の
距
離
を
表
す
数
値
で
す
。
こ

の
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
画
角
（
写
る

範
囲
）
が
広
く
な
り
、
大
き
い
ほ
ど

か
り
に
く
い
の
で
、
フ
ィ
ル
ム
時
代

か
ら
馴
染
み
の
あ
る
フ
ル
サ
イ
ズ
換

算
の
数
字
を
記
載
し
て
い
る
の
で
す
。

１
型
セ
ン
サ
ー
の
焦
点
距
離
に
２
・
７

を
掛
け
る
と
フ
ル
サ
イ
ズ
に
換
算
で

き
ま
す
。
同
様
に
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ー

サ
ー
ズ
は
×
２
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
─
Ｃ
は
×
１
・

６
（
キ
ヤ
ノ
ン
の
場
合
）
で
フ
ル
サ

イ
ズ
に
換
算
で
き
ま
す
。

　

以
下
の
解
説
も
、
フ
ル
サ
イ
ズ
の

画
角
が
狭
く
な
り
ま
す
。
こ
の
数
値

に
よ
り
、
広
角
レ
ン
ズ
か
、
望
遠
レ

ン
ズ
か
が
分
か
り
ま
す
。
ズ
ー
ム
レ

ン
ズ
は
焦
点
距
離
を
連
続
的
に
変
化

さ
せ
ら
れ
る
レ
ン
ズ
で
、「
○
㎜
─
○

㎜
の
ズ
ー
ム
」
と
い
う
よ
う
に
、
両

端
の
数
値
で
表
し
ま
す
。
セ
ン
サ
ー

サ
イ
ズ
が
異
な
る
と
、
同
じ
画
角
で

も
焦
点
距
離
は
変
わ
り
ま
す
。
セ
ン

サ
ー
サ
イ
ズ
が
大
き
い
ほ
ど
レ
ン
ズ

も
大
き
く
な
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

　

例
え
ば
１
型
セ
ン
サ
ー
の
カ
メ
ラ

の
カ
タ
ロ
グ
に
「
フ
ル
サ
イ
ズ
換
算

２
４
─
１
０
０
㎜
ズ
ー
ム
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

レ
ン
ズ
の
本
当
の
焦
点
距
離
は
８
・
８

─
３６
・
８
㎜
で
す
が
、
こ
の
数
字
で
は

ど
の
程
度
の
広
角
・
望
遠
な
の
か
分

数
値
で
説
明
し
ま
す
。

　
レ
ン
ズ
の
種
類

　

人
間
の
視
角
に
近
い
画
角
の
レ
ン

ズ
が
標
準
レ
ン
ズ
で
す
。
フ
ル
サ
イ

ズ
の
カ
メ
ラ
で
は
、
焦
点
距
離
５０
㎜

の
レ
ン
ズ
が
標
準
レ
ン
ズ
に
な
り
ま

す
。

　

標
準
レ
ン
ズ
よ
り
も
画
角
が
狭
い

の
が
望
遠
レ
ン
ズ
、
画
角
が
広
い
の

が
広
角
レ
ン
ズ
で
す
。
以
前
は
広
角

レ
ン
ズ
、
標
準
レ
ン
ズ
、
望
遠
レ
ン

ズ
の
最
低
３
本
の
単
レ
ン
ズ
を
付
け

替
え
な
が
ら
撮
影
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
２４
─
１
０
０
㎜
程
度
の
ズ
ー
ム

レ
ン
ズ
１
本
で
ほ
と
ん
ど
の
撮
影
を

カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
変

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

５０
㎜
標
準
を
含
む
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
は

「
標
準
ズ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
レ
ン
ズ
の
特
性

　
「
望
遠
は
遠
く
の
も
の
を
大
き
く
写

せ
る
」「
広
角
は
広
い
範
囲
を
写
せ
る
」

と
い
う
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と

表 1　　センサーサイズの違いによる焦点距離の換算表
　　　　＊ APS-C はメーカーにより若干サイズが違う

図 1　遠近感の誇張と圧縮効果

確
で
散
漫
な
印
象
の
写
真
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

以
下
に
説
明
す
る
レ
ン
ズ
の
特
性

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
訴
求
力
の
あ

る
作
品
作
り
が
で
き
ま
す
。

遠
近
感
の
変
化

表
現
や
、
周
辺
の
生
育
環
境
が
伝
わ

る
花
の
写
真
な
ど
に
利
用
し
た
い
も

の
で
す
。
広
角
を
使
う
コ
ツ
と
し
て

は
、
前
景
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
何
か

を
大
き
く
写
し
込
む
こ
と
、
そ
の
た

め
に「
も
う
１
歩
近
づ
く
」こ
と
で
す
。

　

標
準
は
、
誇
張
が
な
い
自
然
な
描

写
に
な
り
ま
す
が
、
言
い
方
を
変
え

る
と
平
凡
で
面
白
く
な
い
写
真
に
な

り
が
ち
で
す
。
構
図
の
工
夫
、
光
の

効
果
的
な
扱
い
な
ど
、
テ
ク
ニ
ッ
ク

の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
レ
ン
ズ
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
絞
り
を
駆
使
し
、

積
極
的
に
撮
影
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
変
え

る（
自
分
が
動
き
回
る
）こ
と
に
よ
り
、

望
遠
的
に
も
、
広
角
的
に
も
表
現
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

連
載
の
第
１
回
で
も
書
き
ま
し
た

が
、
あ
え
て
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
を
持
た

ず
、
標
準
の
単
レ
ン
ズ
１
本
だ
け
で
勝

負
す
る
こ
と
を
自
分
に
課
す
と
、
ズ
ー

ム
に
頼
ら
ず
自
分
自
身
が
動
き
回
る

こ
と
の
大
切
さ
を
体
で
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
レ
ン
ズ
使
い
こ
な
し

の
大
変
良
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り

ま
す
。

思
い
ま
す
が
、
単
に
遠
く
の
山
を
大

き
く
写
す
目
的
で
望
遠
を
使
っ
て
も
、

カ
メ
ラ
と
被
写
体
と
の
間
に
存
在
す

る
大
気
の
影
響
を
受
け
、
鮮
明
さ
に
欠

け
た
写
真
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、

単
に
沢
山
の
も
の
を
写
し
込
む
目
的

で
広
角
を
使
っ
て
も
、
主
題
が
不
明

　

広
角
は
遠
近
感
が
誇
張
さ
れ
遠
く

の
も
の
は
よ
り
遠
く
（
小
さ
く
）
写

り
ま
す
。
望
遠
で
は
、
遠
近
感
が
圧

縮
さ
れ
、
遠
く
の
も
の
が
ぐ
っ
と
引

き
寄
せ
ら
れ
て（
大
き
く
）写
り
ま
す
。

被
写
界
深
度
の
変
化

　

被
写
界
深
度
は
絞
り
を
開
く
と
浅

く
、
絞
り
込
む
と
深
く
な
る
こ
と
は

以
前
説
明
し
ま
し
た
が
、
同
じ
ｆ
値

で
も
、
広
角
ほ
ど
被
写
界
深
度
が
深

く
、望
遠
で
は
浅
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

被
写
体
に
近
づ
く
ほ
ど
被
写
界
深
度

が
浅
く
、
遠
ざ
か
る
ほ
ど
深
く
な
り

ま
す
。

　
特
性
を
生
か
し
て
撮
影
す
る

　

望
遠
は
、
風
景
の
一
部
を
切
り
取
っ

た
り
、
遠
近
感
を
圧
縮
し
て
背
景
を

引
き
寄
せ
た
り
、
被
写
界
深
度
の
浅

さ
を
利
用
し
て
背
景
を
大
き
く
ぼ
か

す
よ
う
な
使
い
方
を
し
た
い
も
の
で

す
。

　

広
角
は
、
被
写
界
深
度
の
深
さ
を

利
用
し
て
、
足
元
か
ら
遠
く
の
山
ま

で
ピ
ン
ト
が
合
っ
た
臨
場
感
の
あ
る
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さ
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と
と
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ま
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。
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は
レ
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ズ
の
使
い
こ
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し
に
つ
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て

の
解
説
で
す
。

　
焦
点
距
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と
は
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は
「
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の
レ
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」
と

い
う
言
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を
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い
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と
が
あ
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と

思
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ま
す
。
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「
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を
焦
点

距
離
と
い
い
、
レ
ン
ズ
の
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、
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に
く
い
の
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、
フ
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時
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か
ら
馴
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の
あ
る
フ
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サ
イ
ズ
換

算
の
数
字
を
記
載
し
て
い
る
の
で
す
。

１
型
セ
ン
サ
ー
の
焦
点
距
離
に
２
・
７

を
掛
け
る
と
フ
ル
サ
イ
ズ
に
換
算
で

き
ま
す
。
同
様
に
、
マ
イ
ク
ロ
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ォ
ー

サ
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ズ
は
×
２
、
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─
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・
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（
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の
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フ
ル
サ
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に
換
算
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以
下
の
解
説
も
、
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ル
サ
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ズ
の

画
角
が
狭
く
な
り
ま
す
。
こ
の
数
値

に
よ
り
、
広
角
レ
ン
ズ
か
、
望
遠
レ

ン
ズ
か
が
分
か
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ま
す
。
ズ
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レ
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は
焦
点
距
離
を
連
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的
に
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化

さ
せ
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れ
る
レ
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ズ
で
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の
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に
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。
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も
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が
狭
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が
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遠
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、
画
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が
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の

が
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レ
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で
す
。
以
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は
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、
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遠
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の
最
低
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の
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を
付
け
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な
が
ら
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い
ま
し
た
が
、

現
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度
の
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ム

レ
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ズ
１
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で
ほ
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ん
ど
の
撮
影
を
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る
よ
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に
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、
大
変
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に
な
り
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。
こ
の
よ
う
な

５０
㎜
標
準
を
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。
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近
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で
す
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イ
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な
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を
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近
づ
く
」こ
と
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。
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光
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テ
ク
ニ
ッ
ク

の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
レ
ン
ズ
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
絞
り
を
駆
使
し
、

積
極
的
に
撮
影
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
変
え

る（
自
分
が
動
き
回
る
）こ
と
に
よ
り
、

望
遠
的
に
も
、
広
角
的
に
も
表
現
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

連
載
の
第
１
回
で
も
書
き
ま
し
た

が
、
あ
え
て
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
を
持
た

ず
、
標
準
の
単
レ
ン
ズ
１
本
だ
け
で
勝

負
す
る
こ
と
を
自
分
に
課
す
と
、
ズ
ー

ム
に
頼
ら
ず
自
分
自
身
が
動
き
回
る

こ
と
の
大
切
さ
を
体
で
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
レ
ン
ズ
使
い
こ
な
し

の
大
変
良
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り

ま
す
。

思
い
ま
す
が
、
単
に
遠
く
の
山
を
大

き
く
写
す
目
的
で
望
遠
を
使
っ
て
も
、

カ
メ
ラ
と
被
写
体
と
の
間
に
存
在
す

る
大
気
の
影
響
を
受
け
、
鮮
明
さ
に
欠

け
た
写
真
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、

単
に
沢
山
の
も
の
を
写
し
込
む
目
的

で
広
角
を
使
っ
て
も
、
主
題
が
不
明

　

広
角
は
遠
近
感
が
誇
張
さ
れ
遠
く

の
も
の
は
よ
り
遠
く
（
小
さ
く
）
写

り
ま
す
。
望
遠
で
は
、
遠
近
感
が
圧

縮
さ
れ
、
遠
く
の
も
の
が
ぐ
っ
と
引

き
寄
せ
ら
れ
て（
大
き
く
）写
り
ま
す
。

被
写
界
深
度
の
変
化

　

被
写
界
深
度
は
絞
り
を
開
く
と
浅

く
、
絞
り
込
む
と
深
く
な
る
こ
と
は

以
前
説
明
し
ま
し
た
が
、
同
じ
ｆ
値

で
も
、
広
角
ほ
ど
被
写
界
深
度
が
深

く
、望
遠
で
は
浅
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

被
写
体
に
近
づ
く
ほ
ど
被
写
界
深
度

が
浅
く
、
遠
ざ
か
る
ほ
ど
深
く
な
り

ま
す
。

　
特
性
を
生
か
し
て
撮
影
す
る

　

望
遠
は
、
風
景
の
一
部
を
切
り
取
っ

た
り
、
遠
近
感
を
圧
縮
し
て
背
景
を

引
き
寄
せ
た
り
、
被
写
界
深
度
の
浅

さ
を
利
用
し
て
背
景
を
大
き
く
ぼ
か

す
よ
う
な
使
い
方
を
し
た
い
も
の
で

す
。

　

広
角
は
、
被
写
界
深
度
の
深
さ
を

利
用
し
て
、
足
元
か
ら
遠
く
の
山
ま

で
ピ
ン
ト
が
合
っ
た
臨
場
感
の
あ
る
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　真っ青な空に白く輝く霧氷は、冬山の魅力
的な被写体の 1つです。霧氷自体はそれほど
珍しいものではありませんが、青空をバック

に満開の花のような美しさを写すとなると、撮影のチャンスは意外に少な
いものです。
　霧氷は雪が少ない太平洋側の山でも見ることができます。霧氷を成長さ
せる悪天が過ぎ去ると美しい光景が出現しますが、日が当たるとみるみる
溶け落ちてしまいます。天気予報で天候回復のタイミングを予測して早め
に入山し、回復の瞬間に現場に居るくらいの行動が、まずは重要なポイン
トになるかと思います。
　作例は丹沢で撮影した霧氷です。質感が出るように左からのサイド光
が当たった形の良い樹木を
選択しています。露出アン
ダーだと灰色に汚くなり、
オーバーだと白飛びしてし
まうので、注意しましょう。
　作例のような樹林全体だ
けでなく、枝先のアップや
足元でキラキラ光る草な
ど、フォトジェニックな被
写体があふれています。沢
山シャッターを切りましょう。

1月 のワンポイント

　
レ
ン
ズ
の
選
び
方

　

写
真
１
は
、
私
が
最
も
使
用
頻
度

が
高
い
標
準
ズ
ー
ム
で
す
。
焦
点
距

離
は
２４
─
１
０
５
㎜
、
１
：
４
と
書
か

れ
て
い
る
の
は
、
解
放
ｆ
値
（
絞
り
）

の
ス
ケ
ー
ル
感
を
出
し
ま
し
た
。

【
作
例
４
】
望
遠
の
浅
い
被
写
界
深
度

を
利
用
し
た
作
品
で
す
。
解
放
に
近

い
絞
り
で
手
前
の
花
を
大
き
く
ぼ
か

し
て
入
れ
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
雰

囲
気
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

【
作
例
５
】
広
角
の
遠
近
感
の
誇
張
を

利
用
し
、
縦
構
図
で
手
前
の
シ
ュ
カ

ブ
ラ
の
美
し
さ
と
、
遠
景
の
山
へ
続

く
山
稜
の
奥
行
き
を
表
現
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
構
図
で
は
、
形
の
良
い

シ
ュ
カ
ブ
ラ
を
探
し
て
前
景
に
置
く

が
ｆ
４
と
い
う
意
味
で
す
。

　

私
の
実
際
の
撮
影
山
行
で
は
、
他

に
１７
─
４０
㎜
の
広
角
ズ
ー
ム
と
７０
─

２
０
０
㎜
の
望
遠
ズ
ー
ム
を
加
え
３

本
の
レ
ン
ズ
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
山
ス
キ
ー
の
よ
う
に

軽
量
化
し
た
い
山
行
で
は
標
準
ズ
ー

ム
１
本
し
か
持
ち
ま
せ
ん
。

　

本
格
的
に
写
真
に
取
り
組
む
の
で

な
い
限
り
、
標
準
ズ
ー
ム
１
本
あ
れ

ば
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。

　

何
で
も
写
せ
そ
う
な
、
た
と
え
ば
１８

─
３
０
０
㎜
の
よ
う
な
高
倍
率
の
ズ
ー

ム
レ
ン
ズ
も
あ
り
ま
す
が
、
解
放
ｆ

値
が
暗
か
っ
た
り
、
最
短
撮
影
距
離

が
遠
か
っ
た
り
、
逆
光
時
の
画
質
が

イ
マ
イ
チ
な
ど
、
使
い
に
く
さ
が
あ

る
の
で
、
あ
ま
り
お
す
す
め
し
ま
せ

ん
。

　

レ
ン
ズ
フ
ー
ド
は
半
逆
光
時
の
フ

レ
ア
や
ゴ
ー
ス
ト
の
軽
減
だ
け
で
な

く
、
レ
ン
ズ
を
ぶ
つ
け
た
時
の
保
護

に
有
効
な
の
で
、
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
作
例
と
解
説

【
作
例
１
】
標
準
で
撮
影
し
た
厳
冬
の

山
で
す
。
現
場
で
見
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
通
り
の
描
写
で
、
絵
は
が
き
的
に

整
っ
た
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

【
作
例
２
】
雲
海
と
眼
下
に
広
が
る
紅

葉
を
撮
影
（
作
例
２
─
１
）
し
た
後
、

朝
の
光
に
輝
く
紅
葉
の
部
分
を
望
遠

で
切
り
取
り
ま
し
た
。（
作
例
２
─
２
）

大
き
な
風
景
を
撮
影
し
た
だ
け
で
満

足
せ
ず
、
じ
っ
く
り
鑑
賞
（
観
察
）

す
る
こ
と
で
、
魅
力
的
な
部
分
を
発

見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
作
例
３
】
縦
走
の
途
中
で
の
ス
ナ
ッ

プ
シ
ョ
ッ
ト
で
す
。
敢
え
て
人
物
か

ら
距
離
を
取
っ
て
望
遠
で
撮
影
し
、

背
景
の
山
を
大
き
く
引
き
寄
せ
、
山

こ
と
が
大
事
で
す
。

【
作
例
６
】
広
角
レ
ン
ズ
の
被
写
界
深

度
の
深
さ
を
利
用
し
て
ど
こ
ま
で
も

続
く
お
花
畑
の
広
が
り
を
表
現
し
ま

し
た
。
綺
麗
に
咲
き
そ
ろ
っ
た
シ
ナ

ノ
キ
ン
バ
イ
を
右
手
前
に
大
き
く
入

れ
る
た
め
に
、
ｆ
２２
ま
で
絞
っ
て
花

に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
ピ
ン
ト
を
合

わ
せ
る
位
置
を
少
し
ず
つ
変
え
て
何

枚
か
撮
影
し
、
液
晶
モ
ニ
タ
ー
で
手

前
か
ら
奥
ま
で
被
写
界
深
度
内
に
収

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
（
ピ
ン
ト
が
き

て
い
る
こ
と
を
）
確
認
し
て
い
ま
す
。

写真 1
24-105mm 解放絞り F4 の標準
ズーム

作例 2-1　70mm f8 1/180 ISO200

作例 6　28mm f22 1/45 ISO200

作例 4　165mm f5.6 1/1000 ISO100

作例 5　24mm f16 1/350 ISO100

作例 1　50mm f11 1/125 ISO100

作例 2-2　138mm f8 1/180 ISO400

作例 3　146mm f8 1/180 ISO100

Canon EOS 5D Mark Ⅱ（フルサイズ）
24-105mm（35mm）f11 1/180 秒 ISO100
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で
す
。
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は
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─
１
０
５
㎜
、
１
：
４
と
書
か
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て
い
る
の
は
、
解
放
ｆ
値
（
絞
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）

の
ス
ケ
ー
ル
感
を
出
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ま
し
た
。

【
作
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】
望
遠
の
浅
い
被
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深
度

を
利
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し
た
作
品
で
す
。
解
放
に
近

い
絞
り
で
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の
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を
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。
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の
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を
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、
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で
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の
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で
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で
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し
た
厳
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の
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で
す
。
現
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で
見
て
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る
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通
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の
描
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で
、
絵
は
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に
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た
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に
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。

【
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雲
海
と
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下
に
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を
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（
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２
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後
、
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光
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の
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２
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、
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で
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を
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で
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を
取
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て
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遠
で
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、
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の
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を
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せ
、
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こ
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が
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で
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。
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が
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。
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表紙写真：宮本宏明

「快晴の奥白根山」　　
奥白根山に登頂した翌朝、山は激しく流れる雲に包まれ、なか
なか姿を見せてくれない。諦めて三脚を片づけていると、雲が
薄くなったかと思うと一気に晴れ上がり、目の前に奥白根山が
姿を現した。白い鎧をまとった迫力ある姿に息を飲んだ。

01　連載　中国の青いケシ探訪記

02　絶滅の危機に瀕するライチョウ、現状、取り組み、そして将来  
　　富山市ファミリーパークの取り組みから
04　連載　山を楽しむ写真講座
08　連載　白神便り
10　ふみあと 　第 35 期定期総会に向けて

11　連載　子づれ山さんぽ
12　第 3 回全国登山学校交流会　報告

20　連載　山の温泉講座
22　連載　アドベンチャー・トラベル
24　連載　山登りのための やさしい気象講座
26　連載　事故防止は仲間の知恵で　

28　専門委員会活動報告

31　全国連盟の活動

32　マンガ　フゥフゥ ハァハァ  

33　インタビュー  ひと　篠塚優さん

34　連載　地図読み迷人

36　連載　会・クラブ紹介　佐伯山の会

38　ミニガイド　双石山（宮崎県）

39　筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう 　／ 　あらかると

40　連載　山の自由帳

　

こ
の
日
も
同
じ
。
ち
ょ
う
ど
い
い

具
合
に
雪
が
積
も
っ
た
倒
木
か
ら

２０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に
テ
ン

ト
を
張
っ
た
。
１
時
間
、
３
時
間
と

時
が
過
ぎ
て
い
く
。
狭
い
テ
ン
ト
の

中
で
、
足
の
冷
え
と
痛
み
に
耐
え
な

が
ら
、
ひ
た
す
ら
そ
の
瞬
間
を
待

つ
。
そ
れ
か
ら
更
に
数
時
間
後
、
は

る
か
遠
く
か
ら
あ
の
声
が
聞
こ
え

　

野
鳥
も
種
類
に
よ
っ
て
個
性
が

色
々
。
餌
を
ね
だ
っ
て
手
の
ひ
ら
に

乗
る
小
鳥
（
ヤ
マ
ガ
ラ
）
も
い
れ
ば
、

１
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
て
も

逃
げ
出
し
て
し
ま
う
鳥
も
い
る
。
写

真
の
ヤ
マ
セ
ミ
は
後
者
。
だ
か
ら
、

彼
に
私
の
存
在
を
悟
ら
れ
な
い
よ

う
に
、
テ
ン
ト
に
身
を
隠
し
て
じ
っ

と
待
つ
こ
と
に
な
る
。

た
。
と
て
も
甲
高
く
、
静
寂
を
打
ち

破
る
「
キ
ャ
ッ
、
キ
ャ
ッ
」
音
だ
。

ど
ん
ど
ん
声
が
近
づ
い
て
来
る
。
私

の
鼓
動
も
高
鳴
る
。「
頼
む
か
ら
こ

こ
に
止
ま
っ
て
く
れ
」
と
祈
る
。
姿

が
見
え
て
き
た
。
水
面
す
れ
す
れ
に

真
っ
す
ぐ
飛
ぶ
ヤ
マ
セ
ミ
。
数
秒

後
、
狙
い
の
倒
木
手
前
で
羽
を
広
げ

て
急
ブ
レ
ー
キ
。
羽
音
が
止
む
と
、

目
の
前
に
は
ヤ
マ
セ
ミ
。
シ
ャ
ッ

タ
ー
音
に
最
初
は
こ
ち
ら
を
気
に

し
て
い
た
彼
も
、
し
ば
ら
く
す
る

と
気
に
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
何
を

す
る
わ
け
で
も
な
く
、
じ
っ
と
佇

む
彼
の
上
か
ら
、
静
か
に
雪
が
降
っ

て
き
た
。
遠
く
は
霞
み
、
雪
と
水
と

ヤ
マ
セ
ミ
し
か
見
え
な
い
。
あ
ま
り

の
美
し
さ
に
寒
さ
も
忘
れ
、
フ
ァ
イ

ン
ダ
ー
に
釘
付
け
に
な
る
。
１
時
間

は
経
っ
た
だ
ろ
う
か
、
雪
の
彼
方
か

ら
も
う
一
羽
の
声
が
聞
こ
え
る
と
、

彼
は
そ
の
方
向
へ
と
飛
び
立
っ
て

行
っ
た
。

　

こ
の
写
真
は
十
二
湖
の
観
光
用

ポ
ス
タ
ー
の
冬
景
色
と
し
て
使
用

さ
れ
た
思
い
出
の
一
枚
。「
十
二
湖

の
鼓
動
が
聞
こ
え
る
」
と
題
さ
れ

た
。

│第 53 回│

十
二
湖
の
鼓
動
が

聞
こ
え
る
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表紙写真：宮本宏明

「快晴の奥白根山」　　
奥白根山に登頂した翌朝、山は激しく流れる雲に包まれ、なか
なか姿を見せてくれない。諦めて三脚を片づけていると、雲が
薄くなったかと思うと一気に晴れ上がり、目の前に奥白根山が
姿を現した。白い鎧をまとった迫力ある姿に息を飲んだ。

01　連載　中国の青いケシ探訪記

02　絶滅の危機に瀕するライチョウ、現状、取り組み、そして将来  
　　富山市ファミリーパークの取り組みから
04　連載　山を楽しむ写真講座
08　連載　白神便り
10　ふみあと 　第 35 期定期総会に向けて

11　連載　子づれ山さんぽ
12　第 3 回全国登山学校交流会　報告

20　連載　山の温泉講座
22　連載　アドベンチャー・トラベル
24　連載　山登りのための やさしい気象講座
26　連載　事故防止は仲間の知恵で　

28　専門委員会活動報告

31　全国連盟の活動

32　マンガ　フゥフゥ ハァハァ  

33　インタビュー  ひと　篠塚優さん

34　連載　地図読み迷人

36　連載　会・クラブ紹介　佐伯山の会

38　ミニガイド　双石山（宮崎県）

39　筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう 　／ 　あらかると

40　連載　山の自由帳

　

こ
の
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も
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ち
ょ
う
ど
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具
合
に
雪
が
積
も
っ
た
倒
木
か
ら

２０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に
テ
ン

ト
を
張
っ
た
。
１
時
間
、
３
時
間
と

時
が
過
ぎ
て
い
く
。
狭
い
テ
ン
ト
の

中
で
、
足
の
冷
え
と
痛
み
に
耐
え
な

が
ら
、
ひ
た
す
ら
そ
の
瞬
間
を
待

つ
。
そ
れ
か
ら
更
に
数
時
間
後
、
は

る
か
遠
く
か
ら
あ
の
声
が
聞
こ
え

　

野
鳥
も
種
類
に
よ
っ
て
個
性
が

色
々
。
餌
を
ね
だ
っ
て
手
の
ひ
ら
に

乗
る
小
鳥
（
ヤ
マ
ガ
ラ
）
も
い
れ
ば
、

１
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
て
も

逃
げ
出
し
て
し
ま
う
鳥
も
い
る
。
写

真
の
ヤ
マ
セ
ミ
は
後
者
。
だ
か
ら
、

彼
に
私
の
存
在
を
悟
ら
れ
な
い
よ

う
に
、
テ
ン
ト
に
身
を
隠
し
て
じ
っ

と
待
つ
こ
と
に
な
る
。

た
。
と
て
も
甲
高
く
、
静
寂
を
打
ち

破
る
「
キ
ャ
ッ
、
キ
ャ
ッ
」
音
だ
。

ど
ん
ど
ん
声
が
近
づ
い
て
来
る
。
私

の
鼓
動
も
高
鳴
る
。「
頼
む
か
ら
こ

こ
に
止
ま
っ
て
く
れ
」
と
祈
る
。
姿

が
見
え
て
き
た
。
水
面
す
れ
す
れ
に

真
っ
す
ぐ
飛
ぶ
ヤ
マ
セ
ミ
。
数
秒

後
、
狙
い
の
倒
木
手
前
で
羽
を
広
げ

て
急
ブ
レ
ー
キ
。
羽
音
が
止
む
と
、

目
の
前
に
は
ヤ
マ
セ
ミ
。
シ
ャ
ッ

タ
ー
音
に
最
初
は
こ
ち
ら
を
気
に

し
て
い
た
彼
も
、
し
ば
ら
く
す
る

と
気
に
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
何
を

す
る
わ
け
で
も
な
く
、
じ
っ
と
佇

む
彼
の
上
か
ら
、
静
か
に
雪
が
降
っ

て
き
た
。
遠
く
は
霞
み
、
雪
と
水
と

ヤ
マ
セ
ミ
し
か
見
え
な
い
。
あ
ま
り

の
美
し
さ
に
寒
さ
も
忘
れ
、
フ
ァ
イ

ン
ダ
ー
に
釘
付
け
に
な
る
。
１
時
間

は
経
っ
た
だ
ろ
う
か
、
雪
の
彼
方
か

ら
も
う
一
羽
の
声
が
聞
こ
え
る
と
、

彼
は
そ
の
方
向
へ
と
飛
び
立
っ
て

行
っ
た
。

　

こ
の
写
真
は
十
二
湖
の
観
光
用

ポ
ス
タ
ー
の
冬
景
色
と
し
て
使
用

さ
れ
た
思
い
出
の
一
枚
。「
十
二
湖

の
鼓
動
が
聞
こ
え
る
」
と
題
さ
れ

た
。

│第 53 回│

十
二
湖
の
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第35期定期総会に向けて

（浦添嘉徳／日本勤労者山岳連盟　理事長）

　

第
３５
期
定
期
総
会
を
２
月
に
東

京
で
開
催
す
る
。
総
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
確
認
し
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
方
針
を
決
定
す
る
。

　

全
国
理
事
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
に
つ
い
て
、
方
針
通
り
に

活
動
で
き
た
か
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
次
期
の
活
動
方
針
に
つ
い

て
議
論
を
す
す
め
て
い
る
。
総
会

で
は
、
全
国
役
員
（
任
期
２
年
）

も
改
選
す
る
。
そ
の
た
め
役
員
選

考
委
員
会
も
設
置
し
て
検
討
し
て

い
る
。

　

こ
の
２
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
で
、
全
国
的
な
集
会
開
催
が
困

難
な
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
も

開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
も
あ
っ

た
。
全
国
登
山
研
究
集
会
は
、
開

催
を
断
念
し
た
が
、
組
織
部
で
議

論
す
る
中
で
、
プ
レ
集
会
と
銘
打

ち
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
た
「
課
題
別

講
演
会
」
を
８
回
開
催
、
約
５
０

０
名
が
参
加
、
好
評
だ
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
知
恵
を

出
し
た
講
演
会
、
今
後
の
集
会
、

担
当
者
・
活
動
者
会
議
の
開
催
に

つ
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
方
連

盟
か
ら
は
、
登
山
の
実
技
な
ど
に

つ
い
て
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
配
信
の

要
望
も
あ
り
、
総
会
で
の
検
討
課

題
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
総
会
で
議
論
し
方
向
性

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、

購
読
者
が
会
員
の
約
１２
％
程
度
に

な
っ
た
「
登
山
時
報
」・
機
関
誌
の

問
題
で
あ
る
。

　

第
３４
期
第
１
回
評
議
会
で
、
全

国
機
関
誌
会
議
を
開
い
て
今
後
の

機
関
誌
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。
６
月
に
地
方

連
盟
に
呼
び
掛
け
て
「
全
国
機
関

誌
会
議
」
を
開
催
し
て
議
論
し
た
。

そ
し
て
、
検
討
委
員
会
を
発
足
さ

せ
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
次
の
よ
う

な
案
が
出
て
い
る
。
①
機
関
誌
は
、

原
則
と
し
て
全
会
員
に
無
料
で
配

布
す
る
、
②
会
・
ク
ラ
ブ
の
要
望

に
応
え
て
、
紙
ベ
ー
ス
と
電
子
媒

体
で
対
応
す
る
、
③
掲
載
内
容
の

見
直
し
な
ど
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
お
り
、

理
事
会
の
議
論
を
経
て
、
総
会
に

提
案
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
趣
意

書
」
は
、
１
９
７
８
年
（
４４
年
前
）

に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、
今
日
の

情
勢
（
気
候
変
動
問
題
な
ど
）
に

対
応
で
き
る
も
の
、
会
員
が
理
解

し
や
す
い
文
章
に
改
め
る
べ
き
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
11

月
理
事
会
で
は
、
今
日
の
情
勢
に

見
合
っ
た
も
の
に
す
る
た
め
「
検
討

委
員
会
」（
仮
称
）
の
設
置
な
ど
を

総
会
に
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

カモシカスポーツ武井真理
七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.54雪遊び準備編

　サイズチェックを忘れずに
　こどもの成長は著しい。洋服や靴はあっというまにサ
イズが変わり、着られなくなってしまいます。
　スキーウェア、スノーブーツなど雪遊び系衣類ならな
おさらです。寒冷地での生活でなければ、普段はなかな
か身に着けず着る期間もごく短いので、サイズが合わな
くなっていることにも気づきにくいです。
　1 歳半の頃、「もうサイズ 90 でいいかな？」と家では
試着させず、スキー場に出かけて初めて 90 を着せたとこ
ろ、まだかなり大きかった ! ということが。よちよち歩き
の身体に、袖丈は長いし、普段着なれないスキーウェア
独特のモコモコ具合に、かなり動きにくそうで、雪の上
を歩くに歩けない、ということもありました…。
　そこで、スキー場に出かける前に、雪遊び衣類のサイ
ズ点検です。いざスキー場で着てみたら、着られない履
けない…ということにならないよう、出かける前に試着
をしてもらいます。合わなかったら買い替えを検討です。

　基本は大きめを買って 2～ 3シーズン着る
　スキーウェア上下、インナー、ブーツ、タイツ、靴下、
グローブ、帽子…とジャストサイズでないと厳しいもの
もあれば、大きめを買って着方を工夫すれば何年か着ま
わせるもの（もとから裾や袖が調整できるつくりになっ
ているものも！）もあります。
　例えばブーツはインソールを重ねて底上げしたり、靴
下の厚みを変えて調整ができます。

インナー、タイツ、
靴下、グローブ、帽子、
ゴーグル…とにかく
ひとり当たりが身に
着ける「点数」が多
い！　自宅での収納
保管期間も長いので、
何がどれだけあるの
か忘れがち…。

番外編

スキーシーズン入
り前の 11 月に、試
着してみました。
靴は小さくなって
いました…！

スキーウェア…七瀬は「サイズ 120」を、
4歳冬から着用し始め、今冬で 3シーズン
着用したことに。ズボン裾を調整できるタ
イプで、当初は調整していました。現在は
ジャストサイズ！

4歳冬
身長102cm

6 歳秋現在
身長115cm
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第35期定期総会に向けて

（浦添嘉徳／日本勤労者山岳連盟　理事長）

　

第
３５
期
定
期
総
会
を
２
月
に
東

京
で
開
催
す
る
。
総
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
確
認
し
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
方
針
を
決
定
す
る
。

　

全
国
理
事
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
に
つ
い
て
、
方
針
通
り
に

活
動
で
き
た
か
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
次
期
の
活
動
方
針
に
つ
い

て
議
論
を
す
す
め
て
い
る
。
総
会

で
は
、
全
国
役
員
（
任
期
２
年
）

も
改
選
す
る
。
そ
の
た
め
役
員
選

考
委
員
会
も
設
置
し
て
検
討
し
て

い
る
。

　

こ
の
２
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
で
、
全
国
的
な
集
会
開
催
が
困

難
な
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
も

開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
も
あ
っ

た
。
全
国
登
山
研
究
集
会
は
、
開

催
を
断
念
し
た
が
、
組
織
部
で
議

論
す
る
中
で
、
プ
レ
集
会
と
銘
打

ち
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
た
「
課
題
別

講
演
会
」
を
８
回
開
催
、
約
５
０

０
名
が
参
加
、
好
評
だ
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
知
恵
を

出
し
た
講
演
会
、
今
後
の
集
会
、

担
当
者
・
活
動
者
会
議
の
開
催
に

つ
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
方
連

盟
か
ら
は
、
登
山
の
実
技
な
ど
に

つ
い
て
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
配
信
の

要
望
も
あ
り
、
総
会
で
の
検
討
課

題
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
総
会
で
議
論
し
方
向
性

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、

購
読
者
が
会
員
の
約
１２
％
程
度
に

な
っ
た
「
登
山
時
報
」・
機
関
誌
の

問
題
で
あ
る
。

　

第
３４
期
第
１
回
評
議
会
で
、
全

国
機
関
誌
会
議
を
開
い
て
今
後
の

機
関
誌
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。
６
月
に
地
方

連
盟
に
呼
び
掛
け
て
「
全
国
機
関

誌
会
議
」
を
開
催
し
て
議
論
し
た
。

そ
し
て
、
検
討
委
員
会
を
発
足
さ

せ
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
次
の
よ
う

な
案
が
出
て
い
る
。
①
機
関
誌
は
、

原
則
と
し
て
全
会
員
に
無
料
で
配

布
す
る
、
②
会
・
ク
ラ
ブ
の
要
望

に
応
え
て
、
紙
ベ
ー
ス
と
電
子
媒

体
で
対
応
す
る
、
③
掲
載
内
容
の

見
直
し
な
ど
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
お
り
、

理
事
会
の
議
論
を
経
て
、
総
会
に

提
案
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
趣
意

書
」
は
、
１
９
７
８
年
（
４４
年
前
）

に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、
今
日
の

情
勢
（
気
候
変
動
問
題
な
ど
）
に

対
応
で
き
る
も
の
、
会
員
が
理
解

し
や
す
い
文
章
に
改
め
る
べ
き
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
11

月
理
事
会
で
は
、
今
日
の
情
勢
に

見
合
っ
た
も
の
に
す
る
た
め
「
検
討

委
員
会
」（
仮
称
）
の
設
置
な
ど
を

総
会
に
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

カモシカスポーツ武井真理
七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.54雪遊び準備編

　サイズチェックを忘れずに
　こどもの成長は著しい。洋服や靴はあっというまにサ
イズが変わり、着られなくなってしまいます。
　スキーウェア、スノーブーツなど雪遊び系衣類ならな
おさらです。寒冷地での生活でなければ、普段はなかな
か身に着けず着る期間もごく短いので、サイズが合わな
くなっていることにも気づきにくいです。
　1 歳半の頃、「もうサイズ 90 でいいかな？」と家では
試着させず、スキー場に出かけて初めて 90 を着せたとこ
ろ、まだかなり大きかった ! ということが。よちよち歩き
の身体に、袖丈は長いし、普段着なれないスキーウェア
独特のモコモコ具合に、かなり動きにくそうで、雪の上
を歩くに歩けない、ということもありました…。
　そこで、スキー場に出かける前に、雪遊び衣類のサイ
ズ点検です。いざスキー場で着てみたら、着られない履
けない…ということにならないよう、出かける前に試着
をしてもらいます。合わなかったら買い替えを検討です。

　基本は大きめを買って 2～ 3シーズン着る
　スキーウェア上下、インナー、ブーツ、タイツ、靴下、
グローブ、帽子…とジャストサイズでないと厳しいもの
もあれば、大きめを買って着方を工夫すれば何年か着ま
わせるもの（もとから裾や袖が調整できるつくりになっ
ているものも！）もあります。
　例えばブーツはインソールを重ねて底上げしたり、靴
下の厚みを変えて調整ができます。

インナー、タイツ、
靴下、グローブ、帽子、
ゴーグル…とにかく
ひとり当たりが身に
着ける「点数」が多
い！　自宅での収納
保管期間も長いので、
何がどれだけあるの
か忘れがち…。

番外編

スキーシーズン入
り前の 11 月に、試
着してみました。
靴は小さくなって
いました…！

スキーウェア…七瀬は「サイズ 120」を、
4歳冬から着用し始め、今冬で 3シーズン
着用したことに。ズボン裾を調整できるタ
イプで、当初は調整していました。現在は
ジャストサイズ！

4歳冬
身長102cm

6 歳秋現在
身長115cm
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登
山
学
校
に
お
け
る
課
題
を
共
有
し

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
親
睦
を
深
め
た
二
日
間

継
続
的
な
活
動
で
、
指
導
者
を
育
て
て
い
こ
う
！

　

一
昨
年
の
御
坂
・
三
ツ
峠
、
昨
年
の

御
在
所
岳
に
続
い
て
、
今
年
は
兵
庫
・

雪
彦
山
で
「
第
３
回
登
山
学
校
交
流

会
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
３１
名

の
登
山
学
校
関
係
者
が
集
ま
っ
た
。

　

初
日
は
、
最
初
に
久
保
典
子
組
織

部
長
か
ら
「
組
織
の
拡
大
強
化
の
た

め
に
学
校
や
講
習
会
の
開
催
が
必
要
、

各
地
の
経
験
を
全
国
に
普
及
し
て
い

き
た
い
」
と
主
催
者
を
代
表
し
て
挨

拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
参
加
者
の
自

己
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、
各
連
盟
の

登
山
学
校
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、

京
都
府
連
の
初
級
登
山
教
室
、
大
阪

府
連
の
中
級
登
山
学
校
な
ど
の
報
告
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
本
来
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
短
縮
し
て
実
施
す
る
な
ど
、
工

夫
を
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
る
様

子
を
紹
介
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ

て
も
、
登
山
学
校
で
技
術
・
経
験
を

　

２
日
目
は
、
地
蔵
岳
東
稜
周
辺
で

数
パ
ー
テ
ィ
に
分
か
れ
て
の
親
睦
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
。
大
半
の
パ
ー
テ
ィ
は

メ
ジ
ャ
ー
ル
ー
ト
で
あ
る
ノ
ー
マ
ル

ル
ー
ト
を
登
り
、
２
パ
ー
テ
ィ
の
み
凹

角
ル
ー
ト
を
登
っ
た
。
関
西
の
ク
ラ

習
得
し
た
い
要
望
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
一
方
で
、
指
導
者
役
の
人
材

不
足
は
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
、

継
続
的
な
活
動
で
指
導
者
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
ま
た
、
関
西
エ
リ
ア
で
２

年
続
け
て
同
じ
場
所
で
発
生
し
た
沢

登
り
死
亡
事
故
の
救
助
に
携
わ
っ
た

参
加
者
か
ら
、
当
日
の
状
況
や
救
助

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
リ
ー
ダ
ー
や
指
導
者
の

た
め
に
書
か
れ
て
い
る
国
際
山
岳
連

盟
「
総
合
登
山
技
術
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

の
使
い
方
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
っ

た
。

　

夕
食
お
よ
び
懇
親
会
は
、
屋
外
で

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
今
回
の
登
山
学

校
交
流
会
主
管
で
あ
る
兵
庫
県
連
の

皆
さ
ん
が
、
沢
山
の
お
肉
・
野
菜
、

お
酒
を
用
意
し
て
下
さ
り
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

例
会
や
集
会
を
リ
ア
ル
で
実

施
で
き
な
い
山
岳
会
が
少
な

く
な
い
中
、
参
加
者
全
員
が

顔
を
合
わ
せ
て
集
ま
る
こ
と

の
重
要
性
を
実
感
し
た
。

イ
マ
ー
な
ら
一
度
は
訪
れ
る
と
い
う

古
く
か
ら
の
エ
リ
ア
で
、
講
習
会
に

も
よ
く
利
用
さ
れ
る
。
地
元
ク
ラ
イ

マ
ー
が
支
点
を
整
備
し
、
新
し
い
ル
ー

ト
も
拓
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か

し
事
故
の
報
告
も
多
い
。
両
日
と
も

に
晴
天
に
恵
ま
れ
、
紅
葉
の
雪
彦
山

を
満
喫
し
な
が
ら
の
楽
し
い
登
攀
と

な
っ
た
が
、
今
回
初
め
て
登
る
全
国

連
盟
か
ら
の
参
加
者
は
、
実
際
の
事

故
現
場
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

登
山
学
校
交
流
会
も
３
回
を
数
え
、

各
連
盟
が
抱
え
る
課
題
も
見
え
て
き

た
。
人
材
不
足
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ニ
ー

ズ
に
労
山
と
し
て
ど
う
応
え
て
い
く

の
か
、
今
後
の
交
流
会
で
模
索
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

（
三
瓶
健
／
全
国
連
盟
遭
難
対
策
部
）

参
加
者
数
：
東
京
１
、
神
奈
川
１
、

京
都
２
、
岡
山
２
、
広
島
４
、
徳
島

２
、
福
岡
４
、
兵
庫
７
、
全
国
８
（
埼

玉
１
、千
葉
１
、
東
京
２
、
神
奈
川
２
、

大
阪
１
、
岡
山
１
）　
合
計
３１
名

20 名が地蔵岳東稜ノーマルルートへ

屋外で久々の懇親会（姫路市　夢さき夢のさと）

地蔵岳東稜スベリ台のコーナークラックを登る筆者
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活
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！
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開
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名
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日
は
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最
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部
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ら
「
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拡
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た
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学
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や
講
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必
要
、

各
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全
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と
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を
代
表
し
て
挨

拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
参
加
者
の
自

己
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
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中
、
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全
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の
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る
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と
も
で
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も
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を
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、
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が
抱
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る
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も
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、
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な
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に
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と
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て
ど
う
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て
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く

の
か
、
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の
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で
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て
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く
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要
が
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る
。

（
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／
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：
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２
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４
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４
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２
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２
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ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
使
用
し
て
い
る
施

設
は
展
示
室
と
繁
殖
さ
せ
な
い
ラ
イ

チ
ョ
ウ
を
飼
育
す
る
ケ
ー
ジ
飼
育
室
、

繁
殖
に
取
り
組
む
繁
殖
室
で
す
。

　

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
乗
鞍
岳
か
ら
移
植

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
飼
育
室
は
乗
鞍

岳
の
環
境
に
準
じ
て
照
明
と
室
温
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
照
明
を

つ
け
て
明
る
く
な
る
と
ラ
イ
チ
ョ
ウ

は
起
き
て
き
て
餌
を
食
べ
始
め
、
照
明

を
変
え
る
と
は
、
本
当
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な

こ
と
ま
で
気
を
遣
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
す
ね
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
保
護
増
殖
事
業

は
、
国
と
し
て
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
様
々

な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に

困
っ
た
こ
と
、
苦
労
さ
れ
た
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

（
村
井
）
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
を
開
始

が
で
き
、
母
鳥
の
も
と
４
羽
の
ヒ
ナ
が

順
調
に
成
育
し
成
鳥
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
野
生
復
帰
に
適
し
た
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
飼
育
繁
殖
技
術
の
確
立
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

─
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
人
工
繁
殖
は
、
長
野
県

大
町
市
（
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
）
が

１
９
６
３
年
か
ら
２
０
０
４
年
ま
で
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
野
生
復
帰
は
叶
い

受
け
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
で
は

２
０
１
５
年
、
２
０
１
６
年
は
、
乗
鞍

岳
で
採
取
さ
れ
た
野
生
の
ラ
イ
チ
ョ

ウ
の
卵
を
受
け
入
れ
人
工
孵
化
、
育

雛
に
取
り
組
み
、
７
羽
が
成
育
し
た

こ
と
で
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
７

年
か
ら
は
、
２
０
１
５

～
２
０
１
６
年
に
成

育
し
た
ラ
イ
チ
ョ
ウ

で
つ
が
い
を
形
成
し
、

交
尾
後
に
産
卵
し
た

卵
の
人
工
孵
卵
お
よ

び
育
雛
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
２
０
１
９

年
か
ら
は
、
母
鳥
が

卵
を
温
め
、
孵
化
し

た
ヒ
ナ
を
育
て
さ
せ

る
、
よ
り
野
生
下
に

近
い
繁
殖
方
法
の
取

り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。

　

２
０
２
１
年
は
飼

育
環
境
や
衛
生
管
理

の
改
善
を
行
い
、
７

月
に
は
６
羽
の
ヒ
ナ

を
孵
化
さ
せ
る
こ
と

─
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
飼
育
繁
殖
技
術
に
関
す
る
活
動
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
国
の
飼
育
繁
殖
技
術
の
確

立
を
目
指
し
た
生
息
域
外
保
全
の
事

業
を
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ａ
が
受
託
し
た
こ
と
を

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
知
り
た
い
の
で
す
が
、

貴
園
で
は
ど
の
よ
う
に
飼
育
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
当
園
で
は
現
在
、
２
人
の
ス

タ
ッ
フ
（
実
際
に
飼
育
を
し
て
い
る
人

数
。
獣
医
や
役
職
を
合
わ
せ
る
と
８

人
）
で
２３
羽
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
飼
育
し

て
い
ま
す
。

を
切
る
と
寝
る
と
い
う
一
日
で
す
。

　

ま
た
、
餌
は
、
小
松
菜
、
ペ
レ
ッ
ト

状
の
ウ
サ
ギ
の
飼
料
が
中
心
で
、
ビ

ル
ベ
リ
ー
（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
原
種
）

の
葉
、
リ
ン
ゴ
、
ミ
ル
ワ
ー
ム
を
与

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
１
日
１
回
、

給
餌
す
る
と
と
も
に
部
屋
を
掃
除
し

ま
す
。

─
移
植
元
の
乗
鞍
の
環
境
に
準
じ
て
照
明

し
た
こ
ろ
は
、
高
山
帯
に
生
息
す
る
こ

と
か
ら
、
低
地
の
常
在
菌
に
対
す
る
抵

抗
力
が
低
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
衛
生
管
理
に
は

と
て
も
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。
飼
育

担
当
者
は
専
用
の
防
護
服
に
着
替
え
、

キ
ャ
ッ
プ
や
手
袋
を
身
に
着
け
、
作
業

用
の
長
靴
も
履
き
替
え
ま
す
。
ま
た
、

エ
サ
と
し
て
使
用
す
る
小
松
菜
な
ど

は
薄
い
塩
素
系
の
消
毒
液
に
さ
ら
し

て
消
毒
し
て
か
ら
与
え
ま
す
。
砂
浴
び

用
の
砂
も
高
温
で
滅
菌
し
て
か
ら
使

用
し
て
い
ま
す
し
、
給
餌
用
の
食
器
類

も
全
て
消
毒
し
て
か
ら
使
用
し
ま
す
。

　

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
繁
殖
の
取
り
組
み

で
最
も
苦
労
し
て
い
る
の
は
、
孵
っ
た

ヒ
ナ
が
小
さ
い
う
ち
は
と
て
も
弱
く
、

衰
弱
し
や
す
い
と
い
う
点
で
す
。
１

か
月
以
内
に
死
亡
し
て
し
ま
う
ヒ
ナ

が
多
く
、
そ
の
多
く
は
２
週
間
以
内

で
す
。
こ
の
間
は
カ
メ
ラ
と
モ
ニ
タ
ー

を
併
用
し
な
が
ら
、
こ
ま
め
に
観
察
を

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
異
常
が

み
ら
れ
る
と
衰
弱
の
進
行
も
早
く
、
治

療
を
す
る
間
も
な
く
死
に
至
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
使
用
し
て
い
る
施

設
は
展
示
室
と
繁
殖
さ
せ
な
い
ラ
イ

チ
ョ
ウ
を
飼
育
す
る
ケ
ー
ジ
飼
育
室
、

繁
殖
に
取
り
組
む
繁
殖
室
で
す
。

　

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
乗
鞍
岳
か
ら
移
植

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
飼
育
室
は
乗
鞍

岳
の
環
境
に
準
じ
て
照
明
と
室
温
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
照
明
を

つ
け
て
明
る
く
な
る
と
ラ
イ
チ
ョ
ウ

は
起
き
て
き
て
餌
を
食
べ
始
め
、
照
明

を
変
え
る
と
は
、
本
当
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な

こ
と
ま
で
気
を
遣
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
す
ね
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
保
護
増
殖
事
業

は
、
国
と
し
て
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
様
々

な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に

困
っ
た
こ
と
、
苦
労
さ
れ
た
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

（
村
井
）
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
を
開
始

が
で
き
、
母
鳥
の
も
と
４
羽
の
ヒ
ナ
が

順
調
に
成
育
し
成
鳥
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
野
生
復
帰
に
適
し
た
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
飼
育
繁
殖
技
術
の
確
立
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

─
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
人
工
繁
殖
は
、
長
野
県

大
町
市
（
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
）
が

１
９
６
３
年
か
ら
２
０
０
４
年
ま
で
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
野
生
復
帰
は
叶
い

受
け
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
で
は

２
０
１
５
年
、
２
０
１
６
年
は
、
乗
鞍

岳
で
採
取
さ
れ
た
野
生
の
ラ
イ
チ
ョ

ウ
の
卵
を
受
け
入
れ
人
工
孵
化
、
育

雛
に
取
り
組
み
、
７
羽
が
成
育
し
た

こ
と
で
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
７

年
か
ら
は
、
２
０
１
５

～
２
０
１
６
年
に
成

育
し
た
ラ
イ
チ
ョ
ウ

で
つ
が
い
を
形
成
し
、

交
尾
後
に
産
卵
し
た

卵
の
人
工
孵
卵
お
よ

び
育
雛
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
２
０
１
９

年
か
ら
は
、
母
鳥
が

卵
を
温
め
、
孵
化
し

た
ヒ
ナ
を
育
て
さ
せ

る
、
よ
り
野
生
下
に

近
い
繁
殖
方
法
の
取

り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。

　

２
０
２
１
年
は
飼

育
環
境
や
衛
生
管
理

の
改
善
を
行
い
、
７

月
に
は
６
羽
の
ヒ
ナ

を
孵
化
さ
せ
る
こ
と

─
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
飼
育
繁
殖
技
術
に
関
す
る
活
動
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
国
の
飼
育
繁
殖
技
術
の
確

立
を
目
指
し
た
生
息
域
外
保
全
の
事

業
を
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ａ
が
受
託
し
た
こ
と
を

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
知
り
た
い
の
で
す
が
、

貴
園
で
は
ど
の
よ
う
に
飼
育
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
当
園
で
は
現
在
、
２
人
の
ス

タ
ッ
フ
（
実
際
に
飼
育
を
し
て
い
る
人

数
。
獣
医
や
役
職
を
合
わ
せ
る
と
８

人
）
で
２３
羽
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
飼
育
し

て
い
ま
す
。

を
切
る
と
寝
る
と
い
う
一
日
で
す
。

　

ま
た
、
餌
は
、
小
松
菜
、
ペ
レ
ッ
ト

状
の
ウ
サ
ギ
の
飼
料
が
中
心
で
、
ビ

ル
ベ
リ
ー
（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
原
種
）

の
葉
、
リ
ン
ゴ
、
ミ
ル
ワ
ー
ム
を
与

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
１
日
１
回
、

給
餌
す
る
と
と
も
に
部
屋
を
掃
除
し

ま
す
。

─
移
植
元
の
乗
鞍
の
環
境
に
準
じ
て
照
明

し
た
こ
ろ
は
、
高
山
帯
に
生
息
す
る
こ

と
か
ら
、
低
地
の
常
在
菌
に
対
す
る
抵

抗
力
が
低
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
衛
生
管
理
に
は

と
て
も
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。
飼
育

担
当
者
は
専
用
の
防
護
服
に
着
替
え
、

キ
ャ
ッ
プ
や
手
袋
を
身
に
着
け
、
作
業

用
の
長
靴
も
履
き
替
え
ま
す
。
ま
た
、

エ
サ
と
し
て
使
用
す
る
小
松
菜
な
ど

は
薄
い
塩
素
系
の
消
毒
液
に
さ
ら
し

て
消
毒
し
て
か
ら
与
え
ま
す
。
砂
浴
び

用
の
砂
も
高
温
で
滅
菌
し
て
か
ら
使

用
し
て
い
ま
す
し
、
給
餌
用
の
食
器
類

も
全
て
消
毒
し
て
か
ら
使
用
し
ま
す
。

　

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
繁
殖
の
取
り
組
み

で
最
も
苦
労
し
て
い
る
の
は
、
孵
っ
た

ヒ
ナ
が
小
さ
い
う
ち
は
と
て
も
弱
く
、

衰
弱
し
や
す
い
と
い
う
点
で
す
。
１

か
月
以
内
に
死
亡
し
て
し
ま
う
ヒ
ナ

が
多
く
、
そ
の
多
く
は
２
週
間
以
内

で
す
。
こ
の
間
は
カ
メ
ラ
と
モ
ニ
タ
ー

を
併
用
し
な
が
ら
、
こ
ま
め
に
観
察
を

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
異
常
が

み
ら
れ
る
と
衰
弱
の
進
行
も
早
く
、
治

療
を
す
る
間
も
な
く
死
に
至
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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配
し
、
警
戒
す
る
声
を
出
す
こ
と
で

ヒ
ナ
を
お
腹
の
下
に
抱
く
行
動
が
よ

く
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
自
然
界
で

繁
殖
し
た
と
き
に
、
ヒ
ナ
を
守
る
た

め
の
基
礎
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
今

年
は
、
大
き
な
前
進
と
考
え
て
い
ま

す
。
来
年
は
、
親
鳥
に
育
て
ら
れ
た

経
験
が
あ
る
雌
鳥
に
子
育
て
を
さ
せ

て
、
さ
ら
に
前
進
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

─
な
か
な
か
大
変
で
難
し
い
取
り
組
み
で

す
が
、
来
年
が
本
当
に
楽
し
み
で
す
ね
。

大
き
な
成
果
を
期
待
し
ま
す
。
話
は
変
わ

り
ま
す
が
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
繁
殖
以

外
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

（
村
井
）
動
物
園
は
、
老
若
男
女
問
わ

ず
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
る
施
設

で
す
。
２
０
１
９
年
３
月
か
ら
ラ

イ
チ
ョ
ウ
の
生
体
展
示
を
開
始

し
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
現
状
や
保
全

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
来

園
者
の
方
に
伝
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
展
示
室
の
照
明
時
間
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
展
示
個
体

は
季
節
に
合
わ
せ
た
体
色
に
な
る

─
飼
育
の
カ
ギ
は
病
原
菌
と
の
闘
い
な
の

で
す
ね
。
野
生
復
帰
に
適
し
た
ラ
イ
チ
ョ

ウ
の
飼
育
繁
殖
技
術
に
つ
い
て
今
後
の
具

体
的
な
取
り
組
み
方
な
ど
が
あ
れ
ば
ご
紹

介
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
本
来
の
自
然

環
境
の
も
と
に
帰
し
た
と
き
、
生
き

て
い
け
る
よ
う
な
資
質
を
身
に
着
け

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
の
繁
殖
技
術
を
確
立
さ
せ
る
に
は

大
別
し
て
二
つ
の
カ
ギ
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
腸
内
細
菌
で
す
。
ラ
イ
チ
ョ

ウ
は
採
食
し
た
高
山
植
物
の
消
化
を

助
け
る
た
め
の
細
菌
を
盲
腸
内
に

持
っ
て
い
ま
す
。
野
生
で
は
、
孵
化

し
た
ヒ
ナ
が
母
鳥
の
盲
腸
便
を
食
べ

る
こ
と
で
こ
の
細
菌
を
親
か
ら
受
け

継
ぎ
、
高
山
植
物
を
消
化
で
き
る
よ

う
に
育
ち
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
失
敗
で
は
、
免
疫
力
が
な
い
う
ち

に
ヒ
ナ
が
常
在
菌
に
よ
る
感
染
症
で

死
亡
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
こ
の
腸
内
細
菌
を
ヒ
ナ
の
う
ち

に
取
り
込
む
こ
と
で
常
在
菌
に
よ
る

感
染
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
当
園
で
は
今
年
、
大
学
の
協

力
の
も
と
、
盲
腸
糞
か
ら
培
養
し
た
生

菌
剤
を
作
っ
て
も
ら
い
、
生
後
２５
日
ま

で
に
通
常
の
餌
と
混
ぜ
て
幼
鳥
に
与

え
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ヒ
ナ
は
生
菌
剤
で
与
え

た
腸
内
細
菌
を
盲
腸
内
に
摂
取
で
き
、

感
染
症
に
な
る
ヒ
ナ
が
少
な
く
、
４
羽

が
育
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
行
動
の
学
習
で
す
。

こ
れ
ま
で
人
の
手
で
育
て
た
ラ
イ

チ
ョ
ウ
は
、
交
尾
の
時
に
攻
撃
的
に

な
っ
た
り
、
時
と
し
て
ヒ
ナ
を
突
い
た

り
し
ま
し
た
。
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
ラ
イ

チ
ョ
ウ
に
育
て
ら
れ
る
こ
と
で
ラ
イ

チ
ョ
ウ
同
士
の
関
係
を
う
ま
く
築
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。
今
回
、
４
羽
の
ラ
イ
チ
ョ

ウ
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

こ
の
親
鳥
は
孵
化
後
完
全
な
人
工
飼

育
だ
っ
た
た
め
、
親
鳥
に
育
て
ら
れ
た

経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
場
合
も

孵
化
後
、
親
鳥
が
ヒ
ナ
を
突
く
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
飼
育
環
境
に
少
し
変

化
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
突
き
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
母
鳥
が
ヒ
ナ
を
心

よ
う
に
し
て
お
り
、
展
示
室
の
背
景

も
季
節
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
ま
す
。

冬
、
高
山
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
人
は
極

僅
か
だ
と
思
い
ま
す
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
ー
ク
で
は
生
き
た
冬
の
ラ
イ
チ
ョ

ウ
を
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
保
全
の
取
り

組
み
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
金
と
労
力

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
今
着
実
に

保
全
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な

い
と
、
野
生
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
個
体

数
が
激
減
し
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
寄
付
を
募

り
、
２
０
１
７
年
に
「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
基

金
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
基
金

は
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
繁
殖
技
術
の

確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
、

多
く
の
方
に
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
現
状
や

保
全
の
取
り
組
み
を
伝
え
、
ラ
イ
チ
ョ

ウ
の
み
な
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
高
山

環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

る
た
め
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

─
と
こ
ろ
で
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
１
年
を
通

じ
て
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
４
月
か
ら
オ
ス
が
縄
張
り
を

つ
く
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
時
に
オ

ス
同
士
で
、
争
う
姿
も
み
ら
れ
ま
す
。

５
月
上
旬
に
か
け
て
メ
ス
が
オ
ス
の

縄
張
り
に
や
っ
て
き
て
ペ
ア
を
つ
く

り
ま
す
。
５
月
中
旬
か
ら
メ
ス
は
産
卵

し
、
６
～
７
個
の
卵
を
産
み
終
わ
る
と

２２
～
２３
日
卵
を
温
め
ま
す
。
孵
化
が
近

づ
く
こ
ろ
に
は
オ
ス
は
メ
ス
の
近
く

か
ら
離
れ
て
の
生
活
に
移
行
し
ま
す
。

６
月
下
旬
～
７
月
上
旬
に
ヒ
ナ
が
孵

り
、
母
鳥
は
９
月
ま
で
子
育
て
を
続
け

ま
す
。
そ
の
後
は
単
独
若
し
く
は
グ

ル
ー
プ
で
越
冬
し
ま
す
。

─
個
体
数
減
少
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
原

因
な
の
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
減
少
は
、
低

山
で
生
活
し
て
い
る
動
物
が
高
山
へ

の
分
布
を
広
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ら
の
動
物
が
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
捕
食
し

た
り
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
餌
と
な
る
高
山

植
物
を
採
食
し
た
り
す
る
こ
と
、
地
球

温
暖
化
な
ど
気
候
変
動
に
よ
る
生
息

環
境
へ
の
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
、
高

山
へ
の
病
原
菌
の
侵
入
に
よ
り
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
疾
病
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
、
ヒ
ト
の
侵
入
が
生
息
環
境
を
攪
乱

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

─
低
山
で
生
活
し
て
い
る
動
物
が
高
山
へ

生
息
域
を
広
げ
て
い
る
と
い
う
と
、
ど
の

よ
う
な
動
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

な
ぜ
生
息
域
を
広
げ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
の
よ
う
な
危
害
を
具
体
的
に
与
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
低
山
で
生
活
し
て
い
る
動
物
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配
し
、
警
戒
す
る
声
を
出
す
こ
と
で

ヒ
ナ
を
お
腹
の
下
に
抱
く
行
動
が
よ

く
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
自
然
界
で

繁
殖
し
た
と
き
に
、
ヒ
ナ
を
守
る
た

め
の
基
礎
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
今

年
は
、
大
き
な
前
進
と
考
え
て
い
ま

す
。
来
年
は
、
親
鳥
に
育
て
ら
れ
た

経
験
が
あ
る
雌
鳥
に
子
育
て
を
さ
せ

て
、
さ
ら
に
前
進
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

─
な
か
な
か
大
変
で
難
し
い
取
り
組
み
で

す
が
、
来
年
が
本
当
に
楽
し
み
で
す
ね
。

大
き
な
成
果
を
期
待
し
ま
す
。
話
は
変
わ

り
ま
す
が
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
繁
殖
以

外
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

（
村
井
）
動
物
園
は
、
老
若
男
女
問
わ

ず
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
る
施
設

で
す
。
２
０
１
９
年
３
月
か
ら
ラ

イ
チ
ョ
ウ
の
生
体
展
示
を
開
始

し
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
現
状
や
保
全

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
来

園
者
の
方
に
伝
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
展
示
室
の
照
明
時
間
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
展
示
個
体

は
季
節
に
合
わ
せ
た
体
色
に
な
る

─
飼
育
の
カ
ギ
は
病
原
菌
と
の
闘
い
な
の

で
す
ね
。
野
生
復
帰
に
適
し
た
ラ
イ
チ
ョ

ウ
の
飼
育
繁
殖
技
術
に
つ
い
て
今
後
の
具

体
的
な
取
り
組
み
方
な
ど
が
あ
れ
ば
ご
紹

介
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
本
来
の
自
然

環
境
の
も
と
に
帰
し
た
と
き
、
生
き

て
い
け
る
よ
う
な
資
質
を
身
に
着
け

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
の
繁
殖
技
術
を
確
立
さ
せ
る
に
は

大
別
し
て
二
つ
の
カ
ギ
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
腸
内
細
菌
で
す
。
ラ
イ
チ
ョ

ウ
は
採
食
し
た
高
山
植
物
の
消
化
を

助
け
る
た
め
の
細
菌
を
盲
腸
内
に

持
っ
て
い
ま
す
。
野
生
で
は
、
孵
化

し
た
ヒ
ナ
が
母
鳥
の
盲
腸
便
を
食
べ

る
こ
と
で
こ
の
細
菌
を
親
か
ら
受
け

継
ぎ
、
高
山
植
物
を
消
化
で
き
る
よ

う
に
育
ち
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
失
敗
で
は
、
免
疫
力
が
な
い
う
ち

に
ヒ
ナ
が
常
在
菌
に
よ
る
感
染
症
で

死
亡
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
こ
の
腸
内
細
菌
を
ヒ
ナ
の
う
ち

に
取
り
込
む
こ
と
で
常
在
菌
に
よ
る

感
染
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
当
園
で
は
今
年
、
大
学
の
協

力
の
も
と
、
盲
腸
糞
か
ら
培
養
し
た
生

菌
剤
を
作
っ
て
も
ら
い
、
生
後
２５
日
ま

で
に
通
常
の
餌
と
混
ぜ
て
幼
鳥
に
与

え
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ヒ
ナ
は
生
菌
剤
で
与
え

た
腸
内
細
菌
を
盲
腸
内
に
摂
取
で
き
、

感
染
症
に
な
る
ヒ
ナ
が
少
な
く
、
４
羽

が
育
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
行
動
の
学
習
で
す
。

こ
れ
ま
で
人
の
手
で
育
て
た
ラ
イ

チ
ョ
ウ
は
、
交
尾
の
時
に
攻
撃
的
に

な
っ
た
り
、
時
と
し
て
ヒ
ナ
を
突
い
た

り
し
ま
し
た
。
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
ラ
イ

チ
ョ
ウ
に
育
て
ら
れ
る
こ
と
で
ラ
イ

チ
ョ
ウ
同
士
の
関
係
を
う
ま
く
築
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。
今
回
、
４
羽
の
ラ
イ
チ
ョ

ウ
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

こ
の
親
鳥
は
孵
化
後
完
全
な
人
工
飼

育
だ
っ
た
た
め
、
親
鳥
に
育
て
ら
れ
た

経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
場
合
も

孵
化
後
、
親
鳥
が
ヒ
ナ
を
突
く
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
飼
育
環
境
に
少
し
変

化
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
突
き
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
母
鳥
が
ヒ
ナ
を
心

よ
う
に
し
て
お
り
、
展
示
室
の
背
景

も
季
節
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
ま
す
。

冬
、
高
山
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
人
は
極

僅
か
だ
と
思
い
ま
す
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
ー
ク
で
は
生
き
た
冬
の
ラ
イ
チ
ョ

ウ
を
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
保
全
の
取
り

組
み
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
金
と
労
力

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
今
着
実
に

保
全
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な

い
と
、
野
生
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
個
体

数
が
激
減
し
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
寄
付
を
募

り
、
２
０
１
７
年
に
「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
基

金
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
基
金

は
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
繁
殖
技
術
の

確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
、

多
く
の
方
に
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
現
状
や

保
全
の
取
り
組
み
を
伝
え
、
ラ
イ
チ
ョ

ウ
の
み
な
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
高
山

環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

る
た
め
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

─
と
こ
ろ
で
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
１
年
を
通

じ
て
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
４
月
か
ら
オ
ス
が
縄
張
り
を

つ
く
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
時
に
オ

ス
同
士
で
、
争
う
姿
も
み
ら
れ
ま
す
。

５
月
上
旬
に
か
け
て
メ
ス
が
オ
ス
の

縄
張
り
に
や
っ
て
き
て
ペ
ア
を
つ
く

り
ま
す
。
５
月
中
旬
か
ら
メ
ス
は
産
卵

し
、
６
～
７
個
の
卵
を
産
み
終
わ
る
と

２２
～
２３
日
卵
を
温
め
ま
す
。
孵
化
が
近

づ
く
こ
ろ
に
は
オ
ス
は
メ
ス
の
近
く

か
ら
離
れ
て
の
生
活
に
移
行
し
ま
す
。

６
月
下
旬
～
７
月
上
旬
に
ヒ
ナ
が
孵

り
、
母
鳥
は
９
月
ま
で
子
育
て
を
続
け

ま
す
。
そ
の
後
は
単
独
若
し
く
は
グ

ル
ー
プ
で
越
冬
し
ま
す
。

─
個
体
数
減
少
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
原

因
な
の
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
減
少
は
、
低

山
で
生
活
し
て
い
る
動
物
が
高
山
へ

の
分
布
を
広
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ら
の
動
物
が
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
捕
食
し

た
り
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
餌
と
な
る
高
山

植
物
を
採
食
し
た
り
す
る
こ
と
、
地
球

温
暖
化
な
ど
気
候
変
動
に
よ
る
生
息

環
境
へ
の
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
、
高

山
へ
の
病
原
菌
の
侵
入
に
よ
り
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
疾
病
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
、
ヒ
ト
の
侵
入
が
生
息
環
境
を
攪
乱

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

─
低
山
で
生
活
し
て
い
る
動
物
が
高
山
へ

生
息
域
を
広
げ
て
い
る
と
い
う
と
、
ど
の

よ
う
な
動
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

な
ぜ
生
息
域
を
広
げ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
の
よ
う
な
危
害
を
具
体
的
に
与
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
低
山
で
生
活
し
て
い
る
動
物
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─
病
原
菌
の
侵
入
に
よ
り
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の

疾
病
が
拡
大
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
な
ぜ
こ
れ
ま
で
侵
入
し
て
い
な
か
っ

た
病
原
菌
が
侵
入
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
詳
細
な
こ
と
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
人
が
簡
単
に
高
山
に
登
れ
る
よ

う
に
な
り
、
元
々
高
山
に
は
な
い
病
原

菌
が
高
山
に
侵
入
し
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

─
病
原
菌
の
侵
入
に
よ
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の

疾
病
拡
大
と
登
山
の
関
係
は
と
て
も
悩
ま

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
た
ち
登
山
者
と

し
て
は
、
少
な
く
と
も
余
計
な
病
原
菌
を

持
ち
込
ま
な
い
心
掛
け
が
必
要
で
す
ね
。

　

具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気

を
つ
け
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
と
っ
て
、
病

原
菌
の
侵
入
は
直
接
死
に
至
る
深
刻

な
問
題
で
す
。
し
か
し
、
目
に
見
え
な

い
相
手
で
す
か
ら
、
少
な
く
と
も
や
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
が
何
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
ラ
イ
チ
ョ

ウ
の
生
息
域
に
は
ペ
ッ
ト
連
れ
で
の

が
高
山
へ
生
息
域
を
広
げ
た
明
確
な

理
由
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ラ

イ
チ
ョ
ウ
を
捕
食
す
る
動
物
と
し
て

は
テ
ン
や
キ
ツ
ネ
、
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ

ス
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
餌
と
な
る

高
山
植
物
を
採
食
す
る
動
物
と
し
て

は
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
全
国
的
に
個
体
数
が
増
加

し
て
い
る
動
物
で
、
そ
の
た
め
分
布

を
広
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

─
地
球
温
暖
化
な
ど
気
候
変
動
に
よ
る
生

息
環
境
へ
の
影
響
が
出
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響

な
の
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
高
山
植
物
を

採
食
し
た
り
、
身
を
隠
す
場
所
に
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
高
山
植
物
は
寒

冷
な
土
地
に
適
応
し
て
生
き
て
い
る

植
物
で
す
。
気
温
が
高
く
な
る
と
高

山
植
物
の
生
育
に
影
響
し
、
ラ
イ
チ
ョ

ウ
が
身
を
隠
し
た
り
、
食
べ
た
り
す

る
高
山
植
物
の
減
少
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

登
山
は
し
な
い
こ
と
が
そ
の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
限
ら
ず
高
山
や
山

深
い
地
域
に
生
息
す
る
動
物
は
、
本
来

な
ら
人
や
平
地
の
動
物
と
接
す
る
機

会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

ら
の
病
原
菌
に
対
し
て
耐
性
が
な
い

の
で
す
。
ペ
ッ
ト
連
れ
の
登
山
は
例
え

て
い
う
な
ら
、
私
た
ち
の
社
会
で
の
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
以
上
の
脅
威
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

─
本
当
に
深
刻
な
問
題
で
す
ね
。
私
も
山

で
ペ
ッ
ト
連
れ
の
登
山
者
を
見
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
３
か
月
ほ
ど
前
に
も
、
奥

日
光
の
鬼
怒
沼
湿
原
で
犬
を
連
れ
て
歩
く

登
山
者
を
見
ま
し
た
。
過
去
に
は
、
八
ヶ

岳
連
峰
の
硫
黄
岳
頂
上
で
も
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
八
ヶ
岳
は
過
去
に
ラ
イ
チ
ョ

ウ
が
生
息
し
て
い
た
と
さ
れ
る
山
で
す
の

で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
す
る
と
ラ
イ
チ
ョ

ウ
の
保
護
・
増
殖
の
取
り
組
み
に
も
大
き

な
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で

す
。
し
か
も
、
最
近
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で

ペ
ッ
ト
連
れ
の
登
山
者
が
多
く
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
し
、
登
山
者
が
ペ
ッ
ト
連

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
登
山
者
に
お
願
い
し

た
い
で
す
か
。

（
村
井
）
高
山
で
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
ぜ
ひ

観
察
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
魅
力
を
感
じ
取
っ
て
い
た

だ
く
中
で
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
育
ん
で
き

た
高
山
の
環
境
も
体
感
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
ラ
イ

チ
ョ
ウ
を
守
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

普
段
の
生
活
で
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

─
私
た
ち
も
よ
り
よ
い
生
息
環
境
で
ラ
イ

チ
ョ
ウ
が
末
永
く
生
息
し
続
け
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
村
井

さ
ん
に
話
を
お
聞
き
し
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に

つ
い
て
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
登
山
者
で
あ
る
私
た
ち
も
登
山
中
だ

け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
何
が
で
き
る
か
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

れ
登
山
を
よ
く
な
い
こ
と
と
自
覚
し
て
い

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
は
と
危
惧
し
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
ヒ
ト
の
侵
入
に
よ
る
生
息

環
境
の
攪
乱
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
散
策
路
や
登
山
道
を
歩
い
て

い
る
分
に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
む

や
み
や
た
ら
に
歩
く
と
高
山
植
物
を

踏
み
荒
ら
し
て
し
ま
い
、
最
終
的
に
そ

こ
で
は
高
山
植
物
が
育
た
な
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
親
子
を
追
い

か
け
た
こ
と
が
原
因
で
幼
鳥
が
親
と

離
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
が
も
と
で
死

亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

─
昨
年
、
奥
黒
部
を
歩
い
て
い
た
と
き
、

登
山
道
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
る
ラ
イ

チ
ョ
ウ
を
見
か
け
ま
し
た
。
こ
ん
な
と
き

は
、
登
山
道
か
ら
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
離
れ
て

立
ち
去
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
見
守
っ
て
あ
げ

る
く
ら
い
の
気
遣
い
が
必
要
で
す
ね
。

　

村
井
さ
ん
に
色
々
お
聞
き
し
て
、
ラ
イ

チ
ョ
ウ
に
と
っ
て
様
々
な
点
で
昔
よ
り
住

み
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
村
井
さ
ん
は

場所・地域 活動の内容 活動の背景・成果など 
南アルプス 北岳 生息状況のモニタリング ケージ保護により平成 27 年度

から個体数が約 3.5倍まで増加 
妙高 火打山 試験区でのイネ科植物の除去 イネ科の外来植物が繁殖して

高山植物を侵食 
中央アルプス 駒ヶ岳 乗鞍岳から繁殖した親子（家

族）を移植 
絶滅したとされる山岳での個
体群復活試験 

富山市ファミリーパー
ク、那須どうぶつ王国
など（7園） 

動物園での飼育・繁殖  
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菌
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菌
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菌
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。
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、
病

原
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の
侵
入
は
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接
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に
至
る
深
刻

な
問
題
で
す
。
し
か
し
、
目
に
見
え
な

い
相
手
で
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ら
、
少
な
く
と
も
や
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
が
何
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
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る
か

も
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れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
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イ
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ウ
の
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息
域
に
は
ペ
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連
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で
の

が
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域
を
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た
明
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な

理
由
は
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が
、
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を
捕
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る
動
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と
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て

は
テ
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や
キ
ツ
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、
ハ
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ト
ガ
ラ

ス
な
ど
が
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れ
ま
す
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ま
た
、
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チ
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ウ
の
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と
な
る

高
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物
を
採
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す
る
動
物
と
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て

は
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
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ら
は
、
全
国
的
に
個
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数
が
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加

し
て
い
る
動
物
で
、
そ
の
た
め
分
布

を
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て
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と
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す
。
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地
球
温
暖
化
な
ど
気
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変
動
に
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息
環
境
へ
の
影
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が
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て
い
る
と
の
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と

で
す
が
、
具
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的
に
は
ど
の
よ
う
な
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な
の
で
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。
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は
高
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植
物
を

採
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し
た
り
、
身
を
隠
す
場
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に
し
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ま
す
。
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は
寒
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な
土
地
に
適
応
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植
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で
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気
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が
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と
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植
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の
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に
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し
、
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が
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を
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た
り
、
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た
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す

る
高
山
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物
の
減
少
が
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え
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れ
ま

す
。

登
山
は
し
な
い
こ
と
が
そ
の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
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ョ
ウ
に
限
ら
ず
高
山
や
山

深
い
地
域
に
生
息
す
る
動
物
は
、
本
来

な
ら
人
や
平
地
の
動
物
と
接
す
る
機

会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

ら
の
病
原
菌
に
対
し
て
耐
性
が
な
い

の
で
す
。
ペ
ッ
ト
連
れ
の
登
山
は
例
え

て
い
う
な
ら
、
私
た
ち
の
社
会
で
の
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
以
上
の
脅
威
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

─
本
当
に
深
刻
な
問
題
で
す
ね
。
私
も
山

で
ペ
ッ
ト
連
れ
の
登
山
者
を
見
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
３
か
月
ほ
ど
前
に
も
、
奥

日
光
の
鬼
怒
沼
湿
原
で
犬
を
連
れ
て
歩
く

登
山
者
を
見
ま
し
た
。
過
去
に
は
、
八
ヶ

岳
連
峰
の
硫
黄
岳
頂
上
で
も
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
八
ヶ
岳
は
過
去
に
ラ
イ
チ
ョ

ウ
が
生
息
し
て
い
た
と
さ
れ
る
山
で
す
の

で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
す
る
と
ラ
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チ
ョ
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の
保
護
・
増
殖
の
取
り
組
み
に
も
大
き

な
影
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が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で

す
。
し
か
も
、
最
近
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で

ペ
ッ
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連
れ
の
登
山
者
が
多
く
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た
と

感
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い
ま
す
し
、
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者
が
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連

ど
の
よ
う
な
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と
を
登
山
者
に
お
願
い
し
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い
で
す
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。

（
村
井
）
高
山
で
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
ぜ
ひ

観
察
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ラ
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チ
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ウ
の
魅
力
を
感
じ
取
っ
て
い
た

だ
く
中
で
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
育
ん
で
き

た
高
山
の
環
境
も
体
感
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
ラ
イ

チ
ョ
ウ
を
守
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

普
段
の
生
活
で
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

─
私
た
ち
も
よ
り
よ
い
生
息
環
境
で
ラ
イ

チ
ョ
ウ
が
末
永
く
生
息
し
続
け
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
村
井

さ
ん
に
話
を
お
聞
き
し
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に

つ
い
て
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
登
山
者
で
あ
る
私
た
ち
も
登
山
中
だ

け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
何
が
で
き
る
か
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

れ
登
山
を
よ
く
な
い
こ
と
と
自
覚
し
て
い

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
は
と
危
惧
し
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
ヒ
ト
の
侵
入
に
よ
る
生
息

環
境
の
攪
乱
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

（
村
井
）
散
策
路
や
登
山
道
を
歩
い
て

い
る
分
に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
む

や
み
や
た
ら
に
歩
く
と
高
山
植
物
を

踏
み
荒
ら
し
て
し
ま
い
、
最
終
的
に
そ

こ
で
は
高
山
植
物
が
育
た
な
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
親
子
を
追
い

か
け
た
こ
と
が
原
因
で
幼
鳥
が
親
と

離
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
が
も
と
で
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る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

─
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、
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部
を
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て
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た
と
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、
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山
道
を
ゆ
っ
く
り
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て
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る
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イ
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を
見
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け
ま
し
た
。
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な
と
き

は
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去
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っ
く
り
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守
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い
の
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遣
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が
必
要
で
す
ね
。
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井
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に
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お
聞
き
し
て
、
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に
と
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て
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々
な
点
で
昔
よ
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住
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に
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く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
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 （参考）全国各地のライチョウの保護・増殖活動の取り組み

立山のライチョウ
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も
う
一
つ
、
よ
く
似
た
温
熱
効
果

と
し
て
、
免
疫
機
能
を
果
た
す
ナ
チ
ュ

ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
る

働
き
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
４２
℃
で

１５
分
間
の
入
浴
（
こ
れ
も
ま
た
結
構

苦
し
い
）
で
、
一
～
二
日
後
に
ナ
チ
ュ

ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
が
活
性
化
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
山
へ
行
か
れ
る
日
程
が

決
ま
っ
た
ら
、
そ
の
二
日
前
ぐ
ら
い

に
こ
の
よ
う
な
入
浴
加
温
療
法
を
行

う
と
、
ち
ょ
う
ど
山
行
の
当
日
に
パ

ワ
ー
全
開
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
山
の
温
泉
の
効
能

　

登
山
の
途
中
に
温
泉
が
あ
れ
ば
と

て
も
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。
入
浴
に
よ
る

温
熱
作
用
に
よ
っ
て
血
流
が
盛
ん
に

な
り
、
つ
か
の
間
の
疲
労
回
復
効
果

を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

や
は
り
何
よ
り
、
大
自
然
の
中
で
ホ
ッ

と
一
息
つ
き
な
が
ら
入
浴
で
き
る
こ

の
上
な
い
幸
せ
感
が
最
高
レ
ベ
ル
の

転
地
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
で
し
ょ

う
。
転
地
効
果
は
、
神
経
系
と
ホ
ル

モ
ン
系
の
活
動
を
活
発
に
し
、
心
身

と
も
に
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て

く
れ
る
効
果
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
登
山
の
途
中
の

入
浴
は
、
気
分
は
最
高
な
の
で
す
が
、

湯
冷
め
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
入
浴
直
後
は
血
管
が
拡
張
し
、

体
温
を
発
散
し
や
す
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
外
気
温
が
低
い
山
中

で
は
特
に
湯
冷
め
が
進
行
し
、
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
登
山
の
専
門
家
の
皆
さ
ん
に

は
釈
迦
に
説
法
で
す
ね
）。

　

火
山
地
帯
に
湧
く
温
泉
に
は
、
強
酸

性
の
も
の
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
強

酸
性
の
温
泉
は
、
殺
菌
作
用
が
強
い

た
め
、
水
虫
な
ど
の
細
菌
性
の
皮
膚

疾
患
に
直
接
作
用
し
ま
す
。
こ
の
際
、

患
部
を
長
時
間
浸
す
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
の
で
、
下
山
後
に
足
湯
と
し

て
利
用
し
、
足
の
疲
労
回
復
と
併
せ

て
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

酸
性
の
温
泉
の
う
ち
特
に
酸
性
硫

黄
泉
の
殺
菌
効
果
は
、
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
の
医
学
的
治
療
に
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
国
に
は
酸
性
硫
黄
泉

以
外
に
「
ア
ト
ピ
ー
に
効
く
」
と
謳

う
温
泉
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
が
示
さ
れ
て
い
る

も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

療
養
に
際
し
て
は
、
医
師
等
の
指

導
の
下
で
長
期
に
わ
た
っ
て
計
画
的

に
治
療
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
り
、
決
意
を
も
っ
て
本
格
的
な
湯

治
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　「
美
人
の
湯
」
の
正
体

　

全
国
に
は
「
美
人
の
湯
」
と
自
称

す
る
温
泉
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

大
き
く
二
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
は
、
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
重
曹
）
や
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
主
な

成
分
と
す
る
ア
ル
カ
リ
性
の
温
泉
で
、

入
浴
す
る
と
肌
が
つ
る
つ
る
の
感
触

に
な
る
温
泉
で
す
。
炭
酸
水
素
ナ
ト

リ
ウ
ム
な
ど
の
成
分
が
、
皮
膚
の
角

質
や
皮
脂
と
反
応
し
て
乳
化
し
、
石せ

っ

鹸け
ん

の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
す
る
た
め
、

つ
る
つ
る
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
美
肌
効
果
で
す
が
、
一
回
の

入
浴
で
も
効
果
を
得
ら
れ
ま
す
。
市

販
の
入
浴
剤
の
多
く
は
、
成
分
の
ほ

と
ん
ど
が
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
重

曹
）
で
す
の
で
、
温
泉
同
様
の
美
肌

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
「
美
人
の
湯
」
は
硫

黄
泉
で
す
。
硫
黄
の
成
分
に
は
、
メ

ラ
ニ
ン
色
素
の
沈
着
を
押
さ
え
る
働

き
が
あ
り
。
何
日
も
入
浴
し
続
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
美
白
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
か
つ
て
、
硫
黄
配
合
の

石
鹸
が
販
売
さ
れ
て
い
た
の
は
そ
の

た
め
で
す
。
登
山
と
関
係
の
な
い
話

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

か
の
有
名
な
草
津
温
泉
は
、「
恋
の

病
以
外
な
ら
万
病
に
効
く
」
と
謳う

た

わ
れ

て
き
ま
し
た
。「
本
当
か
い
な
？
」
と

１
０
０
％
疑
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今

度
は
、
は
た
ま
た
「
恋
の
病
に
効
く
」

と
い
う
効
能
を
謳
っ
た
三
重
県
の
榊

原
温
泉
の
存
在
を
知
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。「
恋
の
病
に
効
く
」
と
は
、
恋

が
成
就
す
る
こ
と
な
の
か
、
き
っ
ぱ
り

と
恋
か
ら
冷
め
る
こ
と
な
の
か
、
深

く
考
え
な
い
こ
と
に
し
ま
す
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
温
泉
の
効
能
へ
の
期

待
が
大
き
い
こ
と
を
利
用
し
た
巧
み

な
宣
伝
文
句
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
通
風
に
効
く
」「
育
毛
に
効
く
」「
美

人
の
湯
」
…
。
さ
ま
ざ
ま
な
効
能
を

耳
に
し
ま
す
が
、
今
回
は
登
山
に
関

係
が
あ
り
そ
う
な
効
能
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
温
泉
の
効
能
と
は

　

温
泉
に
入
浴
す
る
と
、
体
は
温
泉

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
ま
す
。

温
泉
か
ら
受
け
る
刺
激
に
は
熱
、
成

分
、
水
圧
、
浮
力
、
粘
性
抵
抗
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
刺
激
は
体

に
直
接
作
用
し
、
そ
の
結
果
、
体
が

反
応
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
現

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
効
果
に
よ
っ

て
体
が
好
ま
し
い
方
向
に
転
じ
た
時

に
、「
効
能
が
得
ら
れ
た
」
と
判
断
し

ま
す
。
温
熱
作
用
に
よ
っ
て
「
痛
み

が
や
わ
ら
い
だ
」
と
か
「
疲
労
が
回

復
し
た
」
と
い
っ
た
直
ち
に
現
れ
る

効
能
も
あ
り
ま
す
が
、
湯
治
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
長
期
間
の
療
養
を
必

要
と
す
る
場
合
が
多
い
の
も
温
泉
の

効
能
の
特
徴
で
す
。
湯
治
は
、
入
浴

に
よ
る
外
部
か
ら
の
軽
微
な
刺
激
に

対
し
て
抵
抗
力
を
増
加
さ
せ
、
バ
ラ

ン
ス
の
崩
れ
た
生
体
機
能
を
正
常
化

さ
せ
る
総
合
的
生
体
調
整
作
用
（
非

特
異
的
変
調
効
果
）
を
期
待
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
効
果
が
現
れ
る
た
め

に
は
最
低
二
～
三
週
間
の
温
泉
療
養

が
必
要
で
す
。

　

登
山
前
に
ぜ
ひ
体
験
を

　

最
近
で
は
、
温
熱
に
よ
る
タ
ン
パ

ク
質
の
修
復
機
能
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
常
状
態
の
細
胞
内
に
広
く

分
布
す
る
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
プ
ロ
テ
イ
ン
（
Ｈ
Ｓ
Ｐ
）

は
、
温
熱
に
よ
る
刺
激
を
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
細
胞
の
中
で
増
え
、
病

気
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
構
造
が
お
か

し
く
な
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
を
修
復
す

る
働
き
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
タ
ン

パ
ク
質
が
修
復
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
疲
労
後
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
元

気
な
体
を
取
り
戻
す
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

こ
の
Ｈ
Ｓ
Ｐ
は
、
入
浴
に
よ
る
加
温

で
容
易
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
特

に
温
泉
の
場
合
、
普
通
の
お
風
呂
よ

り
も
効
率
が
よ
い
こ
と
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
入
浴
時
の
温
度
と
時
間
の

目
安
は
、
４２
℃
で
は
１０
分
間
、
４１
℃

で
は
１５
分
、
４０
℃
で
は
２０
分
程
度
で

す
（
結
構
長
く
て
苦
し
い
。
の
ぼ
せ

た
り
、
体
へ
の
負
担
も
大
き
い
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
注
意
し
て
実
施
し

ま
し
ょ
う
）。　
　

　

こ
の
よ
う
な
加
温
の
た
め
の
入
浴

療
法
は
お
お
む
ね
二
日
後
ぐ
ら
い
に

効
果
が
現
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
が
本
番

二
日
前
に
実
施
し
て
、
競
技
で
成
果

を
出
し
た
例
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

古田靖志　下呂発温泉博物館 名誉館長

第 4 回

草津温泉の美白効果の看板
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も
う
一
つ
、
よ
く
似
た
温
熱
効
果

と
し
て
、
免
疫
機
能
を
果
た
す
ナ
チ
ュ

ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
る

働
き
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
４２
℃
で

１５
分
間
の
入
浴
（
こ
れ
も
ま
た
結
構

苦
し
い
）
で
、
一
～
二
日
後
に
ナ
チ
ュ

ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
が
活
性
化
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
山
へ
行
か
れ
る
日
程
が

決
ま
っ
た
ら
、
そ
の
二
日
前
ぐ
ら
い

に
こ
の
よ
う
な
入
浴
加
温
療
法
を
行

う
と
、
ち
ょ
う
ど
山
行
の
当
日
に
パ

ワ
ー
全
開
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
山
の
温
泉
の
効
能

　

登
山
の
途
中
に
温
泉
が
あ
れ
ば
と

て
も
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。
入
浴
に
よ
る

温
熱
作
用
に
よ
っ
て
血
流
が
盛
ん
に

な
り
、
つ
か
の
間
の
疲
労
回
復
効
果

を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

や
は
り
何
よ
り
、
大
自
然
の
中
で
ホ
ッ

と
一
息
つ
き
な
が
ら
入
浴
で
き
る
こ

の
上
な
い
幸
せ
感
が
最
高
レ
ベ
ル
の

転
地
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
で
し
ょ

う
。
転
地
効
果
は
、
神
経
系
と
ホ
ル

モ
ン
系
の
活
動
を
活
発
に
し
、
心
身

と
も
に
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て

く
れ
る
効
果
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
登
山
の
途
中
の

入
浴
は
、
気
分
は
最
高
な
の
で
す
が
、

湯
冷
め
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
入
浴
直
後
は
血
管
が
拡
張
し
、

体
温
を
発
散
し
や
す
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
外
気
温
が
低
い
山
中

で
は
特
に
湯
冷
め
が
進
行
し
、
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
登
山
の
専
門
家
の
皆
さ
ん
に

は
釈
迦
に
説
法
で
す
ね
）。

　

火
山
地
帯
に
湧
く
温
泉
に
は
、
強
酸

性
の
も
の
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
強

酸
性
の
温
泉
は
、
殺
菌
作
用
が
強
い

た
め
、
水
虫
な
ど
の
細
菌
性
の
皮
膚

疾
患
に
直
接
作
用
し
ま
す
。
こ
の
際
、

患
部
を
長
時
間
浸
す
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
の
で
、
下
山
後
に
足
湯
と
し

て
利
用
し
、
足
の
疲
労
回
復
と
併
せ

て
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

酸
性
の
温
泉
の
う
ち
特
に
酸
性
硫

黄
泉
の
殺
菌
効
果
は
、
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
の
医
学
的
治
療
に
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
国
に
は
酸
性
硫
黄
泉

以
外
に
「
ア
ト
ピ
ー
に
効
く
」
と
謳

う
温
泉
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
が
示
さ
れ
て
い
る

も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

療
養
に
際
し
て
は
、
医
師
等
の
指

導
の
下
で
長
期
に
わ
た
っ
て
計
画
的

に
治
療
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
り
、
決
意
を
も
っ
て
本
格
的
な
湯

治
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　「
美
人
の
湯
」
の
正
体

　

全
国
に
は
「
美
人
の
湯
」
と
自
称

す
る
温
泉
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

大
き
く
二
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
は
、
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
重
曹
）
や
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
主
な

成
分
と
す
る
ア
ル
カ
リ
性
の
温
泉
で
、

入
浴
す
る
と
肌
が
つ
る
つ
る
の
感
触

に
な
る
温
泉
で
す
。
炭
酸
水
素
ナ
ト

リ
ウ
ム
な
ど
の
成
分
が
、
皮
膚
の
角

質
や
皮
脂
と
反
応
し
て
乳
化
し
、
石せ

っ

鹸け
ん

の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
す
る
た
め
、

つ
る
つ
る
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
美
肌
効
果
で
す
が
、
一
回
の

入
浴
で
も
効
果
を
得
ら
れ
ま
す
。
市

販
の
入
浴
剤
の
多
く
は
、
成
分
の
ほ

と
ん
ど
が
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
重

曹
）
で
す
の
で
、
温
泉
同
様
の
美
肌

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
「
美
人
の
湯
」
は
硫

黄
泉
で
す
。
硫
黄
の
成
分
に
は
、
メ

ラ
ニ
ン
色
素
の
沈
着
を
押
さ
え
る
働

き
が
あ
り
。
何
日
も
入
浴
し
続
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
美
白
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
か
つ
て
、
硫
黄
配
合
の

石
鹸
が
販
売
さ
れ
て
い
た
の
は
そ
の

た
め
で
す
。
登
山
と
関
係
の
な
い
話

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

か
の
有
名
な
草
津
温
泉
は
、「
恋
の

病
以
外
な
ら
万
病
に
効
く
」
と
謳う

た

わ
れ

て
き
ま
し
た
。「
本
当
か
い
な
？
」
と

１
０
０
％
疑
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今

度
は
、
は
た
ま
た
「
恋
の
病
に
効
く
」

と
い
う
効
能
を
謳
っ
た
三
重
県
の
榊

原
温
泉
の
存
在
を
知
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。「
恋
の
病
に
効
く
」
と
は
、
恋

が
成
就
す
る
こ
と
な
の
か
、
き
っ
ぱ
り

と
恋
か
ら
冷
め
る
こ
と
な
の
か
、
深

く
考
え
な
い
こ
と
に
し
ま
す
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
温
泉
の
効
能
へ
の
期

待
が
大
き
い
こ
と
を
利
用
し
た
巧
み

な
宣
伝
文
句
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
通
風
に
効
く
」「
育
毛
に
効
く
」「
美

人
の
湯
」
…
。
さ
ま
ざ
ま
な
効
能
を

耳
に
し
ま
す
が
、
今
回
は
登
山
に
関

係
が
あ
り
そ
う
な
効
能
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
温
泉
の
効
能
と
は

　

温
泉
に
入
浴
す
る
と
、
体
は
温
泉

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
ま
す
。

温
泉
か
ら
受
け
る
刺
激
に
は
熱
、
成

分
、
水
圧
、
浮
力
、
粘
性
抵
抗
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
刺
激
は
体

に
直
接
作
用
し
、
そ
の
結
果
、
体
が

反
応
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
現

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
効
果
に
よ
っ

て
体
が
好
ま
し
い
方
向
に
転
じ
た
時

に
、「
効
能
が
得
ら
れ
た
」
と
判
断
し

ま
す
。
温
熱
作
用
に
よ
っ
て
「
痛
み

が
や
わ
ら
い
だ
」
と
か
「
疲
労
が
回

復
し
た
」
と
い
っ
た
直
ち
に
現
れ
る

効
能
も
あ
り
ま
す
が
、
湯
治
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
長
期
間
の
療
養
を
必

要
と
す
る
場
合
が
多
い
の
も
温
泉
の

効
能
の
特
徴
で
す
。
湯
治
は
、
入
浴

に
よ
る
外
部
か
ら
の
軽
微
な
刺
激
に

対
し
て
抵
抗
力
を
増
加
さ
せ
、
バ
ラ

ン
ス
の
崩
れ
た
生
体
機
能
を
正
常
化

さ
せ
る
総
合
的
生
体
調
整
作
用
（
非

特
異
的
変
調
効
果
）
を
期
待
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
効
果
が
現
れ
る
た
め

に
は
最
低
二
～
三
週
間
の
温
泉
療
養

が
必
要
で
す
。

　

登
山
前
に
ぜ
ひ
体
験
を

　

最
近
で
は
、
温
熱
に
よ
る
タ
ン
パ

ク
質
の
修
復
機
能
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
常
状
態
の
細
胞
内
に
広
く

分
布
す
る
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
プ
ロ
テ
イ
ン
（
Ｈ
Ｓ
Ｐ
）

は
、
温
熱
に
よ
る
刺
激
を
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
細
胞
の
中
で
増
え
、
病

気
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
構
造
が
お
か

し
く
な
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
を
修
復
す

る
働
き
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
タ
ン

パ
ク
質
が
修
復
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
疲
労
後
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
元

気
な
体
を
取
り
戻
す
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

こ
の
Ｈ
Ｓ
Ｐ
は
、
入
浴
に
よ
る
加
温

で
容
易
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
特

に
温
泉
の
場
合
、
普
通
の
お
風
呂
よ

り
も
効
率
が
よ
い
こ
と
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
入
浴
時
の
温
度
と
時
間
の

目
安
は
、
４２
℃
で
は
１０
分
間
、
４１
℃

で
は
１５
分
、
４０
℃
で
は
２０
分
程
度
で

す
（
結
構
長
く
て
苦
し
い
。
の
ぼ
せ

た
り
、
体
へ
の
負
担
も
大
き
い
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
注
意
し
て
実
施
し

ま
し
ょ
う
）。　
　

　

こ
の
よ
う
な
加
温
の
た
め
の
入
浴

療
法
は
お
お
む
ね
二
日
後
ぐ
ら
い
に

効
果
が
現
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
が
本
番

二
日
前
に
実
施
し
て
、
競
技
で
成
果

を
出
し
た
例
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

古田靖志　下呂発温泉博物館 名誉館長

第 4 回

草津温泉の美白効果の看板
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て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
稼
ぐ
の
は
、

レ
ン
タ
ル
テ
ン
ト
を
利
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
ガ
イ
ド
さ
ん
等
で
あ
る
。

こ
の
ス
キ
ー
ム
で
飯
田
下
伊
那
地
域

以
外
の
ガ
イ
ド
さ
ん
ポ
ー
タ
ー
さ
ん

も
含
め
、
延
べ
３０
人
程
の
登
山
ガ
イ

ド
さ
ん
が
コ
ロ
ナ
禍
に
活
躍
し
、
逆

に
感
謝
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
東
京
か

ら
の
ツ
ア
ー
価
格
は
光
岳
２
泊
３
日

で
一
人
約
１０
万
円
で
あ
る
（
聖
岳
は

来
年
度
か
ら
）。
個
人
ガ
イ
ド
は
公
表

が
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
ツ
ア
ー

以
上
の
費
用
負
担
と
思
わ
れ
る
。
本

来
な
ら
、
地
域
観
光
で
あ
る
か
ら
地

元
の
若
者
等
の
中
か
ら
ガ
イ
ド
業
を

し
て
く
れ
る
人
が
現
れ
る
と
一
番
い

教
育
関
係
団
体
を
中
心
と
し
た
地
区

の
方
々
に
対
し
、
地
域
に
つ
い
て
考

え
る
講
演
会
と
い
う
こ
と
で
、
地
元

の
豊
か
な
自
然
環
境
を
観
光
資
源
と

し
て
ど
う
生
か
す
か
、
一
方
で
将
来

に
渡
っ
て
そ
れ
ら
を
守
っ
て
い
く
こ

と
も
同
時
に
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
現
状
を
と
ら
え
「
エ
コ
登
山
と
は

～
持
続
可
能
な
地
域
観
光
を
目
指
し

て
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
し
た
。

こ
の
と
き
主
に
次
の
こ
と
を
強
調
し

た
。
持
続
可
能
と
い
う
意
味
は
、（
大

き
な
）
お
金
を
か
け
ず
に
出
来
る
こ

と
を
探
す
と
い
う
こ
と
。
コ
ロ
ナ
終

息
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
向
け
て
は
、

観
光
視
点
を
変
え
て
い
け
る
目
線
を

養
う
こ
と
、
こ
の
２
点
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

で
き
る
こ
と
。
仔
細
に
地
域
循
環
型

経
済
の
あ
り
方
や
そ
の
方
法
な
ど
。

地
産
地
消
の
特
産
物
や
食
べ
物
、
お

土
産
物
…
。
着
地
型
ツ
ア
ー
と
思
う

所
を
披
露
し
た
。
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
で
来
る
欧
米
人
は
、
人
や
暮
ら
し

に
興
味
津
々
で
観
光
と
し
て
人
の
家

を
覗
き
見
た
い
よ
う
で
あ
る
。
あ
る

意
味
体
験
宿
泊
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

い
状
況
と
い
え
る
の
だ
が
、
登
山
関

係
者
は
高
齢
者
が
多
く
、
若
者
は
ま

れ
で
登
山
好
き
は
一
人
も
い
な
い
の

で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
地
元
限
定

の
ガ
イ
ド
組
織
を
作
り
、
地
域
振
興

に
役
立
て
ば
幸
せ
で
あ
る
。
し
ば
ら

く
は
仕
事
場
と
し
て
季
節
単
位
で
滞

在
し
て
く
れ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
を
増
や

し
た
い
の
で
、
勧
誘
を
充
実
さ
せ
ガ

イ
ド
さ
ん
の
Ｉ
タ
ー
ン
を
望
ん
で
い

る
。
地
元
ガ
イ
ド
の
養
成
は
焦
ら
ず

淡
々
と
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
月
末
、
隣
村
だ
っ
た
（
今
同
じ

飯
田
市
内
）
千
代
公
民
館
よ
り

「
ふ
る
さ
と
講
演
会
」
の
講
師
依
頼
が

私
に
あ
っ
た
。
地
区
の
役
員
、
社
会

で
は
１
１
０
０
を
記
録
し
た
。
年
間

で
推
測
す
る
と
、
通
行
止
お
よ
び
コ

ロ
ナ
の
影
響
下
以
前
の
入
山
者
数
を

は
る
か
に
超
え
る
回
復
ぶ
り
で
あ
る
。

　

た
だ
驚
い
た
こ
と
が
一
つ
、
面
平

の
レ
ン
タ
ル
テ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
プ
場

に
つ
い
て
、
常
設
の
５
月
１
日
か
ら

１１
月
２３
日
ま
で
７
か
月
間
、
リ
ス
ク

と
し
て
想
定
し
て
い
た
獣
害
に
よ
る

テ
ン
ト
へ
の
損
傷
被
害
、
人
に
よ
る

い
た
ず
ら
や
盗
難
、
携
帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の
汚
れ
や
排
せ
つ
物
投
棄
な
ど
が

全
く
起
こ
ら
ず
、
テ
ン
ト
の
破
れ
な

ど
１
か
所
も
認
め
な
か
っ
た
。
こ
の

う
れ
し
い
現
状
は　
“
エ
コ
登
山
”
研

修
を
受
け
た
登
山
ガ
イ
ド
さ
ん
が
、

キ
ャ
ン
プ
装
備
を
自
分
の
モ
ノ
の
よ

う
に
大
切
に
扱
い
、
し
っ
か
り
と
管

理
を
し
て
く
れ
た
結
果
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
排
せ
つ
物
の
持
ち
下
し
も
、

家
ま
で
の
持
ち
帰
り
を
実
践
し
て
く

れ
る
登
山
者
も
増
え
頭
が
下
が
っ
た
。

最
初
は
臭
い
の
漏
れ
を
気
に
す
る
人

も
い
た
が
、
１
～
２
度
の
経
験
で
気

に
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
言
葉
を

受
け
安
堵
し
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
光
岳
も
聖
岳
に
し

る
。
何
を
食
べ
て
い
る
の
か
、
ど
ん

な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
、
本
来
の

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
楽
し
む
。
そ
ん

な
時
は
普
段
食
が
彼
ら
に
は
ご
ち
そ

う
に
な
り
、
人
の
や
さ
し
さ
や
思
い

や
り
が
感
動
で
あ
る
。
だ
か
ら
人
そ

の
も
の
が
観
光
素
材
と
な
る
、
感
動

は
リ
ピ
ー
ト
の
核
で
あ
る
、
な
ど
を

伝
え
た
。

　

話
し
て
い
る
う
ち
も
『
エ
コ
登
山
』

に
も
ま
だ
目
線
を
変
え
ら
れ
る
こ
と

あ
る
か
な
？　

や
っ
て
な
い
こ
と
が

一
つ
あ
っ
た
。
新
し
い
登
山
観
光
そ

れ
は“
冬
山
登
山
”を
売
る
事
で
あ
る
。

幸
い
遠
山
郷
の
雪
は
少
な
い
。
登
山

口
ま
で
は
問
題
な
く
入
れ
る
。
雪
の

あ
る
山
ま
で
雪
道
を
行
か
ず
に
済
む
。

積
雪
は
少
な
く
体
力
は
必
要
だ
が
技

術
的
に
は
難
易
度
は
低
い
。
冬
山
入

門
に
最
適
な
光
岳
、
３
０
０
０
ｍ
登

竜
門
に
聖
岳
を
と
な
っ
た
ら
、
年
間

を
通
し
て
持
続
可
能
な
登
山
観
光
が

生
ま
れ
る
。
南
ア
ル
プ
ス
の
夏
は
雨

量
は
多
い
し
、
ヤ
マ
ビ
ル
は
出
る
し
、

秋
・
冬
・
春
を
中
心
に
し
よ
う
と
、

新
し
い
年
に
向
か
っ
て
気
持
ち
は
昂

る
。

コ
ロ
ナ
禍
猛
威
の
令
和
２
年
春

「
何
も
な
い
を
生
か
す
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
、
人
工
物
が
全

く
無
い
地
元
南
ア
ル
プ
ス
に
ふ
さ
わ

し
い
『
エ
コ
登
山
』
を
構
築
し
、
そ

の
枠
組
み
を
利
し
て
ガ
イ
ド
登
山
に

よ
る
ツ
ア
ー
と
個
人
ガ
イ
ド
登
山
ビ

ジ
ネ
ス
の
ス
タ
イ
ル
を
立
ち
上
げ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る
中
、
一
人

１
テ
ン
ト
に
限
定
す
る
と
予
想
外
の

反
応
が
あ
り
、
レ
ン
タ
ル
テ
ン
ト
の

予
約
が
順
調
に
２
０
０
近
く
入
っ
た
。

な
お
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
キ
ャ
ン

セ
ル
が
あ
っ
て
結
果
的
に
年
間
１
４

０
人
（
取
材
や
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
等

も
含
む
）
の
宿
泊
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
活
動
が
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
、
地
元
観
光
協
会
の
登
山
、

道
路
情
報
の
発
信
が
功
を
奏
し
た
の

か
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
拘
わ
ら
ず
登
山

人
口
が
急
増
し
た
。
４
年
間
通
行
止

で
あ
っ
た
林
道
の
復
旧
も
大
き
か
っ

た
。
７
～
９
月
の
３
か
月
の
み
だ
が
、

光
岳
方
面
へ
の
易
老
渡
登
山
口
計
数

カ
ウ
ン
タ
ー
は
入
山
者
数
１
３
０
０

を
、
聖
岳
方
面
へ
の
便
ヶ
島
登
山
口

97

視線を変える、冬山登山で持続可能な地域観光を ‼
　“遠山郷”で提唱し実践している『エコ登山』新機　“遠山郷”で提唱し実践している『エコ登山』新機
軸の登山観光は、その発想が斬新と多くのメディア軸の登山観光は、その発想が斬新と多くのメディア
に紹介され、多様な方々から賛同を得て、順調に展に紹介され、多様な方々から賛同を得て、順調に展
開している。森林鉄道軌道敷を登山道として復元、開している。森林鉄道軌道敷を登山道として復元、
さらに既存登山道の整備に倒木処理、そして光岳へさらに既存登山道の整備に倒木処理、そして光岳へ
の易老尾根面平に山小屋代わりのレンタルテント・の易老尾根面平に山小屋代わりのレンタルテント・
キャンプ場を、また聖岳登り口西沢渡へのレンタルキャンプ場を、また聖岳登り口西沢渡へのレンタル
テント・キャンプ場と相次いで予定通りの進捗を見テント・キャンプ場と相次いで予定通りの進捗を見
ている。しかし現地遠山の人々には、私たちの行動ている。しかし現地遠山の人々には、私たちの行動
に少なからず違和感があるようで、登山観光そのもに少なからず違和感があるようで、登山観光そのも
のにも理解が及ばない人もある。高齢者には山小屋のにも理解が及ばない人もある。高齢者には山小屋
やロープウェイのない " 登山”に、何一つビジネスやロープウェイのない " 登山”に、何一つビジネス
スキームを見いだせないようである。スキームを見いだせないようである。

初冬のイザルヶ岳と富士山

堂々たる山容の聖岳の冠雪
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て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
稼
ぐ
の
は
、

レ
ン
タ
ル
テ
ン
ト
を
利
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
ガ
イ
ド
さ
ん
等
で
あ
る
。

こ
の
ス
キ
ー
ム
で
飯
田
下
伊
那
地
域

以
外
の
ガ
イ
ド
さ
ん
ポ
ー
タ
ー
さ
ん

も
含
め
、
延
べ
３０
人
程
の
登
山
ガ
イ

ド
さ
ん
が
コ
ロ
ナ
禍
に
活
躍
し
、
逆

に
感
謝
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
東
京
か

ら
の
ツ
ア
ー
価
格
は
光
岳
２
泊
３
日

で
一
人
約
１０
万
円
で
あ
る
（
聖
岳
は

来
年
度
か
ら
）。
個
人
ガ
イ
ド
は
公
表

が
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
ツ
ア
ー

以
上
の
費
用
負
担
と
思
わ
れ
る
。
本

来
な
ら
、
地
域
観
光
で
あ
る
か
ら
地

元
の
若
者
等
の
中
か
ら
ガ
イ
ド
業
を

し
て
く
れ
る
人
が
現
れ
る
と
一
番
い

教
育
関
係
団
体
を
中
心
と
し
た
地
区

の
方
々
に
対
し
、
地
域
に
つ
い
て
考

え
る
講
演
会
と
い
う
こ
と
で
、
地
元

の
豊
か
な
自
然
環
境
を
観
光
資
源
と

し
て
ど
う
生
か
す
か
、
一
方
で
将
来

に
渡
っ
て
そ
れ
ら
を
守
っ
て
い
く
こ

と
も
同
時
に
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
現
状
を
と
ら
え
「
エ
コ
登
山
と
は

～
持
続
可
能
な
地
域
観
光
を
目
指
し

て
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
し
た
。

こ
の
と
き
主
に
次
の
こ
と
を
強
調
し

た
。
持
続
可
能
と
い
う
意
味
は
、（
大

き
な
）
お
金
を
か
け
ず
に
出
来
る
こ

と
を
探
す
と
い
う
こ
と
。
コ
ロ
ナ
終

息
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
向
け
て
は
、

観
光
視
点
を
変
え
て
い
け
る
目
線
を

養
う
こ
と
、
こ
の
２
点
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

で
き
る
こ
と
。
仔
細
に
地
域
循
環
型

経
済
の
あ
り
方
や
そ
の
方
法
な
ど
。

地
産
地
消
の
特
産
物
や
食
べ
物
、
お

土
産
物
…
。
着
地
型
ツ
ア
ー
と
思
う

所
を
披
露
し
た
。
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
で
来
る
欧
米
人
は
、
人
や
暮
ら
し

に
興
味
津
々
で
観
光
と
し
て
人
の
家

を
覗
き
見
た
い
よ
う
で
あ
る
。
あ
る

意
味
体
験
宿
泊
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

い
状
況
と
い
え
る
の
だ
が
、
登
山
関

係
者
は
高
齢
者
が
多
く
、
若
者
は
ま

れ
で
登
山
好
き
は
一
人
も
い
な
い
の

で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
地
元
限
定

の
ガ
イ
ド
組
織
を
作
り
、
地
域
振
興

に
役
立
て
ば
幸
せ
で
あ
る
。
し
ば
ら

く
は
仕
事
場
と
し
て
季
節
単
位
で
滞

在
し
て
く
れ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
を
増
や

し
た
い
の
で
、
勧
誘
を
充
実
さ
せ
ガ

イ
ド
さ
ん
の
Ｉ
タ
ー
ン
を
望
ん
で
い

る
。
地
元
ガ
イ
ド
の
養
成
は
焦
ら
ず

淡
々
と
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
月
末
、
隣
村
だ
っ
た
（
今
同
じ

飯
田
市
内
）
千
代
公
民
館
よ
り

「
ふ
る
さ
と
講
演
会
」
の
講
師
依
頼
が

私
に
あ
っ
た
。
地
区
の
役
員
、
社
会

で
は
１
１
０
０
を
記
録
し
た
。
年
間

で
推
測
す
る
と
、
通
行
止
お
よ
び
コ

ロ
ナ
の
影
響
下
以
前
の
入
山
者
数
を

は
る
か
に
超
え
る
回
復
ぶ
り
で
あ
る
。

　

た
だ
驚
い
た
こ
と
が
一
つ
、
面
平

の
レ
ン
タ
ル
テ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
プ
場

に
つ
い
て
、
常
設
の
５
月
１
日
か
ら

１１
月
２３
日
ま
で
７
か
月
間
、
リ
ス
ク

と
し
て
想
定
し
て
い
た
獣
害
に
よ
る

テ
ン
ト
へ
の
損
傷
被
害
、
人
に
よ
る

い
た
ず
ら
や
盗
難
、
携
帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の
汚
れ
や
排
せ
つ
物
投
棄
な
ど
が

全
く
起
こ
ら
ず
、
テ
ン
ト
の
破
れ
な

ど
１
か
所
も
認
め
な
か
っ
た
。
こ
の

う
れ
し
い
現
状
は　
“
エ
コ
登
山
”
研

修
を
受
け
た
登
山
ガ
イ
ド
さ
ん
が
、

キ
ャ
ン
プ
装
備
を
自
分
の
モ
ノ
の
よ

う
に
大
切
に
扱
い
、
し
っ
か
り
と
管

理
を
し
て
く
れ
た
結
果
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
排
せ
つ
物
の
持
ち
下
し
も
、

家
ま
で
の
持
ち
帰
り
を
実
践
し
て
く

れ
る
登
山
者
も
増
え
頭
が
下
が
っ
た
。

最
初
は
臭
い
の
漏
れ
を
気
に
す
る
人

も
い
た
が
、
１
～
２
度
の
経
験
で
気

に
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
言
葉
を

受
け
安
堵
し
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
光
岳
も
聖
岳
に
し

る
。
何
を
食
べ
て
い
る
の
か
、
ど
ん

な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
、
本
来
の

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
楽
し
む
。
そ
ん

な
時
は
普
段
食
が
彼
ら
に
は
ご
ち
そ

う
に
な
り
、
人
の
や
さ
し
さ
や
思
い

や
り
が
感
動
で
あ
る
。
だ
か
ら
人
そ

の
も
の
が
観
光
素
材
と
な
る
、
感
動

は
リ
ピ
ー
ト
の
核
で
あ
る
、
な
ど
を

伝
え
た
。

　

話
し
て
い
る
う
ち
も
『
エ
コ
登
山
』

に
も
ま
だ
目
線
を
変
え
ら
れ
る
こ
と

あ
る
か
な
？　

や
っ
て
な
い
こ
と
が

一
つ
あ
っ
た
。
新
し
い
登
山
観
光
そ

れ
は“
冬
山
登
山
”を
売
る
事
で
あ
る
。

幸
い
遠
山
郷
の
雪
は
少
な
い
。
登
山

口
ま
で
は
問
題
な
く
入
れ
る
。
雪
の

あ
る
山
ま
で
雪
道
を
行
か
ず
に
済
む
。

積
雪
は
少
な
く
体
力
は
必
要
だ
が
技

術
的
に
は
難
易
度
は
低
い
。
冬
山
入

門
に
最
適
な
光
岳
、
３
０
０
０
ｍ
登

竜
門
に
聖
岳
を
と
な
っ
た
ら
、
年
間

を
通
し
て
持
続
可
能
な
登
山
観
光
が

生
ま
れ
る
。
南
ア
ル
プ
ス
の
夏
は
雨

量
は
多
い
し
、
ヤ
マ
ビ
ル
は
出
る
し
、

秋
・
冬
・
春
を
中
心
に
し
よ
う
と
、

新
し
い
年
に
向
か
っ
て
気
持
ち
は
昂

る
。

コ
ロ
ナ
禍
猛
威
の
令
和
２
年
春

「
何
も
な
い
を
生
か
す
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
、
人
工
物
が
全

く
無
い
地
元
南
ア
ル
プ
ス
に
ふ
さ
わ

し
い
『
エ
コ
登
山
』
を
構
築
し
、
そ

の
枠
組
み
を
利
し
て
ガ
イ
ド
登
山
に

よ
る
ツ
ア
ー
と
個
人
ガ
イ
ド
登
山
ビ

ジ
ネ
ス
の
ス
タ
イ
ル
を
立
ち
上
げ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る
中
、
一
人

１
テ
ン
ト
に
限
定
す
る
と
予
想
外
の

反
応
が
あ
り
、
レ
ン
タ
ル
テ
ン
ト
の

予
約
が
順
調
に
２
０
０
近
く
入
っ
た
。

な
お
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
キ
ャ
ン

セ
ル
が
あ
っ
て
結
果
的
に
年
間
１
４

０
人
（
取
材
や
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
等

も
含
む
）
の
宿
泊
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
活
動
が
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
、
地
元
観
光
協
会
の
登
山
、

道
路
情
報
の
発
信
が
功
を
奏
し
た
の

か
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
拘
わ
ら
ず
登
山

人
口
が
急
増
し
た
。
４
年
間
通
行
止

で
あ
っ
た
林
道
の
復
旧
も
大
き
か
っ

た
。
７
～
９
月
の
３
か
月
の
み
だ
が
、

光
岳
方
面
へ
の
易
老
渡
登
山
口
計
数

カ
ウ
ン
タ
ー
は
入
山
者
数
１
３
０
０

を
、
聖
岳
方
面
へ
の
便
ヶ
島
登
山
口

97

視線を変える、冬山登山で持続可能な地域観光を ‼
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高
東
低
気
圧
配
置
時
の
降
雪
量
と
寒
気

の
関
係
グ
ラ
フ
だ
。
寒
気
が
強
い
時
に

降
雪
が
多
い
傾
向
が
あ
る
が
、
寒
気
が

強
く
な
く
て
も
雪
が
降
る
と
き
が
あ

る
。
こ
れ
に
は
風
向
き
が
関
係
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
地
形
的
に
御
嶽
は
南

北
に
延ほ

ど
こ

る
北
ア
ル
プ
ス
の
南
方
に
位
置

す
る
の
で
北
風
の
時
は
北
ア
ル
プ
ス
の

風
下
に
な
る
が
、
西
側
に
は
高
い
山
が

無
い
の
で
発
達
し
た
雪
雲
が
西
か
ら
流

れ
て
く
る
時
は
雪
に
な
る
だ
ろ
う
。
地

形
的
に
み
て
中
央
ア
ル
プ
ス
や
八
ヶ
岳

も
同
様
の
傾
向
が
あ
り
そ
う
だ
。
一
例

　

グ
ラ
フ
を
さ
ら
に
細
か
く

見
て
み
よ
う
。
厳
冬
期
に
各
地

方
で
的
中
率
が
下
が
る
中
で

関
東
甲
信
と
北
陸
は
的
中
率

が
逆
に
上
が
っ
て
い
る
。
西

高
東
低
気
圧
配
置
の
と
き
は

北
西
季
節
風
が
吹
き
、
日
本

海
側
は
雪
か
雨
、
太
平
洋
側

は
晴
天
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に

な
る
の
が
一
般
的
な
理
解
だ
。

こ
れ
は
日
本
海
や
東
シ
ナ
海

の
上
で
発
生
し
た
雪
雲
が
日

本
列
島
の
山
々
に
ぶ
つ
か
り

雪
を
降
ら
せ
、
降
ら
せ
終
わ

る
と
乾
い
た
風
に
な
っ
て
太

平
洋
側
に
吹
き
降
り
る
た
め
だ
が
、
関

東
の
周
り
に
は
北
ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
、

奥
秩
父
、
関
東
山
地
、
谷
川
連
峰
な
ど

高
い
山
が
山
脈
を
成
し
て
、
且
つ
幾
重

も
連
な
っ
て
い
る
の
で
雪
が
降
り
終
え

て
し
ま
う
た
め
西
高
東
低
な
ら
ほ
と
ん

ど
晴
天
に
な
る
。
北
陸
地
方
は
日
本
海

か
ら
直
接
雪
雲
が
入
る
の
で
西
高
東
低

な
ら
ほ
と
ん
ど
雪
や
雨
だ
。
つ
ま
り
、

関
東
と
北
陸
は
気
圧
配
置
と
実
際
の
天

気
の
対
応
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
日
本
列
島
の
地
形
に
あ
る
と

い
う
わ
け
だ
。

と
し
て
開
田
高
原
ア
メ
ダ
ス
で
降
雪
の

あ
っ
た
西
高
東
低
の
あ
る
日
の
天
気
図

を
図
４
に
掲
げ
た
。

　

冬
の
天
気
変
化
は
シ
ン
プ
ル
だ
が
、

実
際
の
天
気
に
は
こ
ん
な
難
し
い
面
も

あ
る
。
私
た
ち
は
日
本
列
島
の
冬
の
天

気
の
か
ら
く
り
を
理
解
し
つ
つ
天
気
予

報
を
聞
き
、
現
地
の
実
況
も
踏
ま
え
て

最
善
の
気
象
判
断
を
し
て
い
く
し
か
な

い
。

　
東
海
は
静
岡
と
名
古
屋
、

　
岐
阜
で
傾
向
が
違
う

　

図
２
で
日
本
列
島
の
地
形
を
概
観
し

よ
う
。
関
東
、
中
部
に
は
２
０
０
０
ｍ

級
を
超
え
る
高
い
山
が
集
ま
っ
て
い
る

が
、
中
京
か
ら
近
畿
以
西
や
東
北
は
山

が
低
く
雪
雲
が
ま
だ
降
雪
パ
ワ
ー
を
維

持
し
た
状
態
で
太
平
洋
方
面
に
流
れ
て

く
る
。
も
ち
ろ
ん
い
つ
も
そ
う
な
の
で

は
な
く
、
上
空
の
寒
気
の
強
さ
や
季
節

風
の
風
向
き
に
よ
っ
て
雪
雲
の
強
さ
や

流
れ
が
変
わ
り
、
降
る
場
合
も
晴
れ
る

場
合
も
あ
っ
て
一
概
で
は
な
く
予
報
が

難
し
い
。
そ
の
こ
と
は
例
え
ば
図
２
左

上
隅
の
東
海
地
方
の
予
報
的
中
率
を
み

て
も
わ
か
る
。
静
岡
は
南
ア
ル
プ
ス
の

陰
で
、
南
ア
ル
プ
ス
の
向
こ
う
に
は
中

央
、
北
の
両
ア
ル
プ
ス
も
あ
り
、
標
高

の
高
い
山
脈
が
幾
重
も
並
ぶ
関
東
と
同

じ
よ
う
な
条
件
に
あ
る
が
、
名
古
屋
や

岐
阜
は
日
本
海
と
の
間
に
あ
る
奥
美
濃

や
鈴
鹿
、
北
近
江
の
山
々
は
標
高
が
低

く
、
お
ま
け
に
伊
吹
山
と
鈴
鹿
山
脈
の

間
に
は
関
ヶ
原
の
低
地
が
あ
っ
て
雪
雲

の
抜
け
道
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

西
高
東
低
の
時
の
天
気
の
予
想
が
難
し

く
厳
冬
期
は
予
報
の
的
中
率
が
下
が
る

国
の
山
は
中
国
山
地
を
越
え
た
季
節
風

が
瀬
戸
内
海
の
上
を
通
る
時
に
海
か
ら

水
蒸
発
が
補
給
さ
れ
る
た
め
雪
に
な
り

や
す
い
、
と
い
う
話
も
あ
る
。

　
木
曽
御
岳
・
中
央
ア
ル
プ
ス
・

　
八
ケ
岳
　
複
雑
な
山
脈
の
影
響

　

日
本
海
か
ら
離
れ
た
山
で
風
雪
に
な

る
の
は
上
空
に
強
い
寒
気
が
入
っ
て
冬

型
が
強
ま
る
時
だ
が
、
実
は
そ
う
簡
単

で
も
な
い
。
図
３
が
木
曾
御
嶽
山
麓
の

ア
メ
ダ
ス
（
開
田
高
原
）
に
お
け
る
西

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
山
で
も
同
じ
で
白
山
や
立
山

な
ど
日
本
海
に
面
す
る
山
は
西
高
東
低

な
ら
風
雪
模
様
だ
が
、
日
本
海
か
ら
離

れ
た
木
曾
御
嶽
、
中
ア
、
南
ア
、
八
ヶ

岳
、
近
畿
中
南
部
、
四
国
な
ど
の
山
は

西
高
東
低
で
雪
に
な
る
か
微
妙
な
要
素

が
あ
る
。
季
節
風
の
雪
雲
が
山
を
越
え

て
い
っ
た
ん
消
え
て
も
、
次
の
山
に
ぶ

つ
か
っ
て
上
昇
す
る
と
再
び
雪
雲
に
な

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
日
本
海
に
直
接

面
し
て
い
な
く
て
も
山
で
は
霧
や
雪
に

な
り
や
す
い
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
四 冬は天気予報が当たる季節

　

１１
月
号
か
ら
連
続
で
冬
の
天
気
を
取

り
上
げ
、
今
回
で
３
回
目
。
先
々
月
は

冬
の
天
気
パ
タ
ー
ン
、
先
月
は
冬
の
低

気
圧
の
特
徴
を
取
り
上
げ
た
が
、
そ
の

中
で
「
冬
の
天
気
変
化
の
構
図
は
実
は

シ
ン
プ
ル
」「
現
在
の
予
報
技
術
で
低

気
圧
の
発
生
と
通
過
は
ほ
と
ん
ど
予
報

で
き
る
」
と
述
べ
た
。
な
の
で
、
実
は

冬
は
天
気
予
報
が
当
た
る
季
節
で
も
あ

る
。

　

図
１
に
毎
月
の
天
気
予
報
の
的
中
率

を
グ
ラ
フ
に
し
た
が
、
冬
は
夏
よ
り
予

報
の
的
中
率
が
平
均
的
に
み
て
高
い
こ

と
が
一
見
し
て
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て

冬
山
で
は
天
気
予
報
を
聞
き
登
山
行
動

に
活
か
す
こ
と
が
一
般
的
に
有
効
な
の

だ
が
、
１２
～
１
月
の
厳
冬
期
に
な
る
と

的
中
率
が
や
や
下
が
っ
て
い
る
こ
と
に

も
気
付
く
。
私
は
そ
こ
に
冬
の
天
気
の

難
し
さ
が
あ
り
、
そ
れ
は
西
高
東
低
気

圧
配
置
の
と
き
の
天
気
の
難
し
さ
と
考

え
て
い
る
。

　
西
高
東
低
な
ら

　
関
東
は
ほ
と
ん
ど
晴
天
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気象予報士・野尻英一

山登りのための山登りのための

図 1：天気予報の的中率の季節変化

図 2：日本列島の地形の概略

図 4：開田高原で雪になった時
　　   （2020 年 1 月 4 日）の天気図

図 3：西高東低気圧配置の時の開田高原アメダスの
　　   降雪量と寒気の強さとの関係

このときの富士山の気
温は -19.5℃で寒気は特
に強くはなかった。天気
図ではわかりにくいが、
高層天気図などからみ
て当日は上空 3000m 付
近は西風が吹いていた
と考えられる。
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高
東
低
気
圧
配
置
時
の
降
雪
量
と
寒
気

の
関
係
グ
ラ
フ
だ
。
寒
気
が
強
い
時
に

降
雪
が
多
い
傾
向
が
あ
る
が
、
寒
気
が

強
く
な
く
て
も
雪
が
降
る
と
き
が
あ

る
。
こ
れ
に
は
風
向
き
が
関
係
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
地
形
的
に
御
嶽
は
南

北
に
延ほ

ど
こ

る
北
ア
ル
プ
ス
の
南
方
に
位
置

す
る
の
で
北
風
の
時
は
北
ア
ル
プ
ス
の

風
下
に
な
る
が
、
西
側
に
は
高
い
山
が

無
い
の
で
発
達
し
た
雪
雲
が
西
か
ら
流

れ
て
く
る
時
は
雪
に
な
る
だ
ろ
う
。
地

形
的
に
み
て
中
央
ア
ル
プ
ス
や
八
ヶ
岳

も
同
様
の
傾
向
が
あ
り
そ
う
だ
。
一
例

　

グ
ラ
フ
を
さ
ら
に
細
か
く

見
て
み
よ
う
。
厳
冬
期
に
各
地

方
で
的
中
率
が
下
が
る
中
で

関
東
甲
信
と
北
陸
は
的
中
率

が
逆
に
上
が
っ
て
い
る
。
西

高
東
低
気
圧
配
置
の
と
き
は

北
西
季
節
風
が
吹
き
、
日
本

海
側
は
雪
か
雨
、
太
平
洋
側

は
晴
天
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に

な
る
の
が
一
般
的
な
理
解
だ
。

こ
れ
は
日
本
海
や
東
シ
ナ
海

の
上
で
発
生
し
た
雪
雲
が
日

本
列
島
の
山
々
に
ぶ
つ
か
り

雪
を
降
ら
せ
、
降
ら
せ
終
わ

る
と
乾
い
た
風
に
な
っ
て
太

平
洋
側
に
吹
き
降
り
る
た
め
だ
が
、
関

東
の
周
り
に
は
北
ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
、

奥
秩
父
、
関
東
山
地
、
谷
川
連
峰
な
ど

高
い
山
が
山
脈
を
成
し
て
、
且
つ
幾
重

も
連
な
っ
て
い
る
の
で
雪
が
降
り
終
え

て
し
ま
う
た
め
西
高
東
低
な
ら
ほ
と
ん

ど
晴
天
に
な
る
。
北
陸
地
方
は
日
本
海

か
ら
直
接
雪
雲
が
入
る
の
で
西
高
東
低

な
ら
ほ
と
ん
ど
雪
や
雨
だ
。
つ
ま
り
、

関
東
と
北
陸
は
気
圧
配
置
と
実
際
の
天

気
の
対
応
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
日
本
列
島
の
地
形
に
あ
る
と

い
う
わ
け
だ
。

と
し
て
開
田
高
原
ア
メ
ダ
ス
で
降
雪
の

あ
っ
た
西
高
東
低
の
あ
る
日
の
天
気
図

を
図
４
に
掲
げ
た
。

　

冬
の
天
気
変
化
は
シ
ン
プ
ル
だ
が
、

実
際
の
天
気
に
は
こ
ん
な
難
し
い
面
も

あ
る
。
私
た
ち
は
日
本
列
島
の
冬
の
天

気
の
か
ら
く
り
を
理
解
し
つ
つ
天
気
予

報
を
聞
き
、
現
地
の
実
況
も
踏
ま
え
て

最
善
の
気
象
判
断
を
し
て
い
く
し
か
な

い
。

　
東
海
は
静
岡
と
名
古
屋
、

　
岐
阜
で
傾
向
が
違
う

　

図
２
で
日
本
列
島
の
地
形
を
概
観
し

よ
う
。
関
東
、
中
部
に
は
２
０
０
０
ｍ

級
を
超
え
る
高
い
山
が
集
ま
っ
て
い
る

が
、
中
京
か
ら
近
畿
以
西
や
東
北
は
山

が
低
く
雪
雲
が
ま
だ
降
雪
パ
ワ
ー
を
維

持
し
た
状
態
で
太
平
洋
方
面
に
流
れ
て

く
る
。
も
ち
ろ
ん
い
つ
も
そ
う
な
の
で

は
な
く
、
上
空
の
寒
気
の
強
さ
や
季
節

風
の
風
向
き
に
よ
っ
て
雪
雲
の
強
さ
や

流
れ
が
変
わ
り
、
降
る
場
合
も
晴
れ
る

場
合
も
あ
っ
て
一
概
で
は
な
く
予
報
が

難
し
い
。
そ
の
こ
と
は
例
え
ば
図
２
左

上
隅
の
東
海
地
方
の
予
報
的
中
率
を
み

て
も
わ
か
る
。
静
岡
は
南
ア
ル
プ
ス
の

陰
で
、
南
ア
ル
プ
ス
の
向
こ
う
に
は
中

央
、
北
の
両
ア
ル
プ
ス
も
あ
り
、
標
高

の
高
い
山
脈
が
幾
重
も
並
ぶ
関
東
と
同

じ
よ
う
な
条
件
に
あ
る
が
、
名
古
屋
や

岐
阜
は
日
本
海
と
の
間
に
あ
る
奥
美
濃

や
鈴
鹿
、
北
近
江
の
山
々
は
標
高
が
低

く
、
お
ま
け
に
伊
吹
山
と
鈴
鹿
山
脈
の

間
に
は
関
ヶ
原
の
低
地
が
あ
っ
て
雪
雲

の
抜
け
道
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

西
高
東
低
の
時
の
天
気
の
予
想
が
難
し

く
厳
冬
期
は
予
報
の
的
中
率
が
下
が
る

国
の
山
は
中
国
山
地
を
越
え
た
季
節
風

が
瀬
戸
内
海
の
上
を
通
る
時
に
海
か
ら

水
蒸
発
が
補
給
さ
れ
る
た
め
雪
に
な
り

や
す
い
、
と
い
う
話
も
あ
る
。

　
木
曽
御
岳
・
中
央
ア
ル
プ
ス
・

　
八
ケ
岳
　
複
雑
な
山
脈
の
影
響

　

日
本
海
か
ら
離
れ
た
山
で
風
雪
に
な

る
の
は
上
空
に
強
い
寒
気
が
入
っ
て
冬

型
が
強
ま
る
時
だ
が
、
実
は
そ
う
簡
単

で
も
な
い
。
図
３
が
木
曾
御
嶽
山
麓
の

ア
メ
ダ
ス
（
開
田
高
原
）
に
お
け
る
西

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
山
で
も
同
じ
で
白
山
や
立
山

な
ど
日
本
海
に
面
す
る
山
は
西
高
東
低

な
ら
風
雪
模
様
だ
が
、
日
本
海
か
ら
離

れ
た
木
曾
御
嶽
、
中
ア
、
南
ア
、
八
ヶ

岳
、
近
畿
中
南
部
、
四
国
な
ど
の
山
は

西
高
東
低
で
雪
に
な
る
か
微
妙
な
要
素

が
あ
る
。
季
節
風
の
雪
雲
が
山
を
越
え

て
い
っ
た
ん
消
え
て
も
、
次
の
山
に
ぶ

つ
か
っ
て
上
昇
す
る
と
再
び
雪
雲
に
な

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
日
本
海
に
直
接

面
し
て
い
な
く
て
も
山
で
は
霧
や
雪
に

な
り
や
す
い
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
四 冬は天気予報が当たる季節

　

１１
月
号
か
ら
連
続
で
冬
の
天
気
を
取

り
上
げ
、
今
回
で
３
回
目
。
先
々
月
は

冬
の
天
気
パ
タ
ー
ン
、
先
月
は
冬
の
低

気
圧
の
特
徴
を
取
り
上
げ
た
が
、
そ
の

中
で
「
冬
の
天
気
変
化
の
構
図
は
実
は

シ
ン
プ
ル
」「
現
在
の
予
報
技
術
で
低

気
圧
の
発
生
と
通
過
は
ほ
と
ん
ど
予
報

で
き
る
」
と
述
べ
た
。
な
の
で
、
実
は

冬
は
天
気
予
報
が
当
た
る
季
節
で
も
あ

る
。

　

図
１
に
毎
月
の
天
気
予
報
の
的
中
率

を
グ
ラ
フ
に
し
た
が
、
冬
は
夏
よ
り
予

報
の
的
中
率
が
平
均
的
に
み
て
高
い
こ

と
が
一
見
し
て
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て

冬
山
で
は
天
気
予
報
を
聞
き
登
山
行
動

に
活
か
す
こ
と
が
一
般
的
に
有
効
な
の

だ
が
、
１２
～
１
月
の
厳
冬
期
に
な
る
と

的
中
率
が
や
や
下
が
っ
て
い
る
こ
と
に

も
気
付
く
。
私
は
そ
こ
に
冬
の
天
気
の

難
し
さ
が
あ
り
、
そ
れ
は
西
高
東
低
気

圧
配
置
の
と
き
の
天
気
の
難
し
さ
と
考

え
て
い
る
。

　
西
高
東
低
な
ら

　
関
東
は
ほ
と
ん
ど
晴
天
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図 1：天気予報の的中率の季節変化

図 2：日本列島の地形の概略

図 4：開田高原で雪になった時
　　   （2020 年 1 月 4 日）の天気図

図 3：西高東低気圧配置の時の開田高原アメダスの
　　   降雪量と寒気の強さとの関係

このときの富士山の気
温は -19.5℃で寒気は特
に強くはなかった。天気
図ではわかりにくいが、
高層天気図などからみ
て当日は上空 3000m 付
近は西風が吹いていた
と考えられる。
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疋
田
吉
継
・
中
川
和
道  

大
阪
府
勤
労
者
山
岳
連
盟 

教
育
遭
対
部

　

事
故
の
要
因
を
推
定
し
、
再
現
す
る　

　

ま
ず
一
つ
目
の
仮
説
は
「
振
り
分
け

ミ
ス
に
よ
る
す
っ
ぽ
抜
け
」。
ロ
ー
プ

の
中
間
点
を
大
き
く
外
れ
１５
ｍ
と
４５
ｍ

の
場
所
に
下
降
器
を
セ
ッ
ト
。
１５
ｍ
側

の
末
端
が
結
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め

に
、
２０
ｍ
下
の
中
間
テ
ラ
ス
に
届
く
前

に
下
降
器
か
ら
ロ
ー
プ
が
す
っ
ぽ
抜
け

た
。
下
降
器
が
末
端
か
ら
２７
ｍ
の
と
こ

ろ
に
残
っ
て
い
る
の
で
、
１３
・
５
ｍ

ん
と
ほ
ぼ
同
体
重
の
女
性
）
は
、
傾
斜

が
緩
い
う
ち
は
恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
も

ゆ
っ
く
り
と
降
り
て
行
っ
た
が
、
傾
斜

が
強
く
な
る
と
確
保
手
で
は
制
動
が
効

か
ず
、
ス
ル
ス
ル
ス
ル
と
ロ
ー
プ
が

す
っ
ぽ
抜
け
た
。
下
降
器
に
通
し
た
側

の
ロ
ー
プ
は
下
降
器
の
制
動
が
効
い
て

ロ
ッ
ク
さ
れ
、
下
降
器
に
通
し
て
な
い

側
の
ロ
ー
プ
が
確
保
手
の
中
で
滑
っ

た
。

　

す
っ
ぽ
抜
け
た
時
の
下
降
器
の
位

置
は
、
事
故
時
の
位
置
と
ほ
ぼ
同
じ

で
、
半
分
で
折
り
返
し
た
ロ
ー
プ
は
懸

垂
支
点
で
４
分
の
１
の
と
こ
ろ
ま
で

動
い
た
。
墜
落
し
た
位
置
は
中
間
テ

ラ
ス
か
ら
１
ｍ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
。
確
保

手
を
し
っ
か
り
握
っ
て
下
降
器
の
制
動

が
効
き
、
下
降
器
に
通
し
た
側
の
ロ
ー

プ
が
下
降
器
に
ロ
ッ
ク
さ
れ
、
も
う
一

方
の
ロ
ー
プ
が
滑
っ
て
い
る
と
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
て
い
る

手
を
放
し
て
も
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
内
で

ロ
ー
プ
が
滑
っ
て
ロ
ッ
ク
は
効
か
な

い
。
確
保
手
を
放
し
て
下
降
器
の
制
動

が
緩
く
な
れ
ば
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
効

い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
確
保
手
を
放

す
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

（
６０
ｍ
ロ
ー
プ
の
約
４
分
の
１
）
の
位

置
で
折
り
返
し
て
い
た
た
め
に
、
登
攀

終
了
点
か
ら
１３
・
５
ｍ
降
り
た
と
こ
ろ

で
墜
落
。

　

仮
説
二
つ
目
は
「
下
降
器
へ
の
ロ
ー

プ
の
一
本
か
け
」。
ロ
ー
プ
の
振
り
分

け
は
正
し
く
半
分
で
行
っ
て
い
た
が
、

下
降
時
に
１
本
の
ロ
ー
プ
し
か
下
降
器

に
通
っ
て
い
な
か
っ
た
。
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
取
っ
て
い
た
た
め
に
懸
垂
開
始
の

時
点
で
は
、
２
本
の
ロ
ー
プ
と
も
下
降

器
に
正
し
く
通
っ
て
い
る
と
錯
覚
し
懸

垂
を
始
め
た
。
実
際
に
懸
垂
に
入
り
、

体
重
を
傾
け
る
と
、
下
降
器
を
通
っ
て

い
な
い
ロ
ー
プ
が
流
れ
は
じ
め
た
。
あ

る
い
は
２
本
と
も
下
降
器
に
通
し
て
片

方
だ
け
を
握
っ
て
い
た
と
し
て
も
同
じ

こ
と
が
起
き
る
。

　

そ
の
後
、
Ｐ
Ｐ
会
で
は
、
こ
の
仮
説

を
も
と
に
現
場
で
実
際
に
事
故
を
再
現

　

懸
垂
下
降
の
標
準
手
順
を
作
成

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｐ
会
は
「
と

も
に
複
数
の
ミ
ス
が
重
な
っ
て
い
る
」

と
考
え
、
会
と
し
て
以
下
の
事
故
防
止

策
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

●
会
と
し
て
懸
垂
の
標
準
手
順
を
作
成

す
る
。

●
安
全
な
場
所
で
懸
垂
の
練
習
を
繰
り

返
し
行
う
。

●
不
要
な
懸
垂
は
し
な
い
。

●
懸
垂
に
限
ら
ず
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
相

互
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
指
摘
す
る
癖
、

指
摘
さ
れ
る
癖
を
、
会
の
風
土
と
し
て

定
着
さ
せ
る
。

　

上
記
の
懸
垂
の
標
準
手
順
（
実
際
は

状
況
に
応
じ
て
対
応
方
法
は
多
々
あ
る

が
、
あ
く
ま
で
も
標
準
手
順
と
す
る
）

と
は
ど
ん
な
内
容
か
。
筆
者
が
読
み
解

い
た
も
の
を
以
下
に
記
す
。

▼
自
己
ビ
レ
イ
を
Ｐ
Ａ
Ｓ
と
ス
リ
ン
グ

の
２
つ
で
と
る
。

▼
２
つ
以
上
の
支
点
を
使
い
懸
垂
支
点

を
構
築
す
る
。

▼
懸
垂
支
点
に
ロ
ー
プ
を
通
し
、
２
本

の
ロ
ー
プ
を
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
ノ
ッ
ト

で
結
束
。
さ
ら
に
互
い
の
ロ
ー
プ
に
止

め
結
び
を
行
っ
て
懸
垂
支
点
側
の
末
端

処
理
の
確
実
を
期
す
る
。

▼
地
上
側
の
末
端
処
理
は
、
２
本
の

ロ
ー
プ
の
１
本
ず
つ
に
、
二
重
止
め
結

び（
ダ
ブ
ル
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
ノ
ッ
ト
）

で
行
う
。

▼
末
端
の
結
束
を
お
互
い
で
確
認
す

る
。

▼
懸
垂
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
ビ
レ
イ

ル
ー
プ
か
ら
と
り
、
正
し
く
効
い
て
解

除
も
容
易
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
。

▼
下
降
器
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
よ
り
上
で

Ｐ
Ａ
Ｓ
を
使
っ
て
ロ
ー
プ
に
セ
ッ
ト
す

る
。

▼
懸
垂
支
点
へ
の
ロ
ー
プ
の
セ
ッ
ト
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、下
降
器
の
セ
ッ
ト
を
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
確
認
す
る

　

な
ど
１６
の
手
順
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を

決
め
、
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
写
真
入

り
の
手
引
書
を
作
成
し
た
。

　

Ｐ
Ｐ
会
で
は
、
こ
の
事
故
か
ら
約
３

週
間
た
っ
た
６
月
１
日
、
こ
の
懸
垂
の

標
準
手
順
に
基
づ
い
た
練
習
を
実
施

（
出
席
者
２２
人
）。
同
時
に
こ
の
日
か
ら

外
岩
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
自
粛
を
解
除

し
た
。

　

ま
た
ロ
ー
プ
の
す
っ
ぽ
抜
け
…

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
故
防
止
の

努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
さ
ん
の
事

故
か
ら
４
か
月
半
後
、
同
じ
Ｐ
Ｐ
会
の

会
員
が
再
び
事
故
を
起
こ
し
た
。
ま

た
し
て
も
懸
垂
下
降
時
の
ロ
ー
プ
の

す
っ
ぽ
抜
け
事
故
だ
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
９
月
２１
日
午
後
、
三
重

県
の
名
張
第
一
岩
壁
。
ス
ネ
ー
ク
マ
ン

と
い
う
ル
ー
ト
で
事
故
は
起
こ
っ
た
。

　

ス
ネ
ー
ク
マ
ン
は
中
間
バ
ン
ド
か
ら

始
ま
る
本
ル
ー
ト
３０
ｍ
、
そ
の
下
に
下

部
岩
壁
１３
ｍ（
垂
壁
８
ｍ
＋
斜
面
５
ｍ
）

で
、
ビ
レ
イ
ヤ
ー
は
下
部
岩
壁
の
下
で

ビ
レ
イ
し
て
い
た
。

　

Ｐ
Ｐ
会
の
男
性
会
員
の
Ｄ
さ
ん
（
３０

歳
）
が
リ
ー
ド
で
完
登
後
、
中
間
バ

ン
ド
ま
で
の
懸
垂
中
に
事
故
は
起
き

た
。
中
間
バ
ン
ド
か
ら
２
～
３
ｍ
上
で

ロ
ー
プ
が
す
っ
ぽ
抜
け
、約
１５
ｍ
墜
落
。

中
間
バ
ン
ド
に
衝
突
後
、
横
転
す
る
よ

う
に
し
て
下
部
岩
壁
ま
で
墜
落
し
た
。

Ｄ
さ
ん
は
ヘ
リ
で
伊
勢
赤
十
字
病
院
に

搬
入
さ
れ
、
脊
椎
や
骨
盤
な
ど
骨
折
の

重
傷
と
診
断
さ
れ
た
。

（
続
く
）

し
た
。

　

仮
説
①
の
場
合
。
ロ
ー
プ
を
４
分
の

１
で
折
り
返
し
て
懸
垂
す
る
と
、
中

間
テ
ラ
ス
の
上
３
ｍ
ほ
ど
の
地
点
で

す
っ
ぽ
抜
け
を
起
こ
し
た
。
Ｃ
さ
ん
の

証
言
と
位
置
が
一
致
す
る
。
確
保
の
手

が
ロ
ー
プ
か
ら
す
っ
ぽ
抜
け
て
し
ま

う
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
効
か
な
い
。
末

端
が
届
い
て
な
い
こ
と
に
ま
っ
た
く

気
が
付
い
て
な
い
と
、「
あ
っ
」か
ら「
あ

～
っ
」
ま
で
は
時
間
が
短
い
。

　

仮
説
②
の
場
合
。
再
現
者
（
Ａ
さ

第3回

　前号では、ロープすっぽ抜
けによる転落事故の現場検証
を 2回と事故に関する会議を
6、7回行い、事故の要因をあ
る程度特定するに至ったこと
まで紹介した。本号では、現
場検証の結果から二つの事故
要因を推定するに至ったこと、
それの事故防止策について記
述する。
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疋
田
吉
継
・
中
川
和
道  

大
阪
府
勤
労
者
山
岳
連
盟 

教
育
遭
対
部

　

事
故
の
要
因
を
推
定
し
、
再
現
す
る　

　

ま
ず
一
つ
目
の
仮
説
は
「
振
り
分
け

ミ
ス
に
よ
る
す
っ
ぽ
抜
け
」。
ロ
ー
プ

の
中
間
点
を
大
き
く
外
れ
１５
ｍ
と
４５
ｍ

の
場
所
に
下
降
器
を
セ
ッ
ト
。
１５
ｍ
側

の
末
端
が
結
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め

に
、
２０
ｍ
下
の
中
間
テ
ラ
ス
に
届
く
前

に
下
降
器
か
ら
ロ
ー
プ
が
す
っ
ぽ
抜
け

た
。
下
降
器
が
末
端
か
ら
２７
ｍ
の
と
こ

ろ
に
残
っ
て
い
る
の
で
、
１３
・
５
ｍ

ん
と
ほ
ぼ
同
体
重
の
女
性
）
は
、
傾
斜

が
緩
い
う
ち
は
恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
も

ゆ
っ
く
り
と
降
り
て
行
っ
た
が
、
傾
斜

が
強
く
な
る
と
確
保
手
で
は
制
動
が
効

か
ず
、
ス
ル
ス
ル
ス
ル
と
ロ
ー
プ
が

す
っ
ぽ
抜
け
た
。
下
降
器
に
通
し
た
側

の
ロ
ー
プ
は
下
降
器
の
制
動
が
効
い
て

ロ
ッ
ク
さ
れ
、
下
降
器
に
通
し
て
な
い

側
の
ロ
ー
プ
が
確
保
手
の
中
で
滑
っ

た
。

　

す
っ
ぽ
抜
け
た
時
の
下
降
器
の
位

置
は
、
事
故
時
の
位
置
と
ほ
ぼ
同
じ

で
、
半
分
で
折
り
返
し
た
ロ
ー
プ
は
懸

垂
支
点
で
４
分
の
１
の
と
こ
ろ
ま
で

動
い
た
。
墜
落
し
た
位
置
は
中
間
テ

ラ
ス
か
ら
１
ｍ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
。
確
保

手
を
し
っ
か
り
握
っ
て
下
降
器
の
制
動

が
効
き
、
下
降
器
に
通
し
た
側
の
ロ
ー

プ
が
下
降
器
に
ロ
ッ
ク
さ
れ
、
も
う
一

方
の
ロ
ー
プ
が
滑
っ
て
い
る
と
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
て
い
る

手
を
放
し
て
も
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
内
で

ロ
ー
プ
が
滑
っ
て
ロ
ッ
ク
は
効
か
な

い
。
確
保
手
を
放
し
て
下
降
器
の
制
動

が
緩
く
な
れ
ば
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
効

い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
確
保
手
を
放

す
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

（
６０
ｍ
ロ
ー
プ
の
約
４
分
の
１
）
の
位

置
で
折
り
返
し
て
い
た
た
め
に
、
登
攀

終
了
点
か
ら
１３
・
５
ｍ
降
り
た
と
こ
ろ

で
墜
落
。

　

仮
説
二
つ
目
は
「
下
降
器
へ
の
ロ
ー

プ
の
一
本
か
け
」。
ロ
ー
プ
の
振
り
分

け
は
正
し
く
半
分
で
行
っ
て
い
た
が
、

下
降
時
に
１
本
の
ロ
ー
プ
し
か
下
降
器

に
通
っ
て
い
な
か
っ
た
。
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
取
っ
て
い
た
た
め
に
懸
垂
開
始
の

時
点
で
は
、
２
本
の
ロ
ー
プ
と
も
下
降

器
に
正
し
く
通
っ
て
い
る
と
錯
覚
し
懸

垂
を
始
め
た
。
実
際
に
懸
垂
に
入
り
、

体
重
を
傾
け
る
と
、
下
降
器
を
通
っ
て

い
な
い
ロ
ー
プ
が
流
れ
は
じ
め
た
。
あ

る
い
は
２
本
と
も
下
降
器
に
通
し
て
片

方
だ
け
を
握
っ
て
い
た
と
し
て
も
同
じ

こ
と
が
起
き
る
。

　

そ
の
後
、
Ｐ
Ｐ
会
で
は
、
こ
の
仮
説

を
も
と
に
現
場
で
実
際
に
事
故
を
再
現

　

懸
垂
下
降
の
標
準
手
順
を
作
成

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｐ
会
は
「
と

も
に
複
数
の
ミ
ス
が
重
な
っ
て
い
る
」

と
考
え
、
会
と
し
て
以
下
の
事
故
防
止

策
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

●
会
と
し
て
懸
垂
の
標
準
手
順
を
作
成

す
る
。

●
安
全
な
場
所
で
懸
垂
の
練
習
を
繰
り

返
し
行
う
。

●
不
要
な
懸
垂
は
し
な
い
。

●
懸
垂
に
限
ら
ず
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
相

互
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
指
摘
す
る
癖
、

指
摘
さ
れ
る
癖
を
、
会
の
風
土
と
し
て

定
着
さ
せ
る
。

　

上
記
の
懸
垂
の
標
準
手
順
（
実
際
は

状
況
に
応
じ
て
対
応
方
法
は
多
々
あ
る

が
、
あ
く
ま
で
も
標
準
手
順
と
す
る
）

と
は
ど
ん
な
内
容
か
。
筆
者
が
読
み
解

い
た
も
の
を
以
下
に
記
す
。

▼
自
己
ビ
レ
イ
を
Ｐ
Ａ
Ｓ
と
ス
リ
ン
グ

の
２
つ
で
と
る
。

▼
２
つ
以
上
の
支
点
を
使
い
懸
垂
支
点

を
構
築
す
る
。

▼
懸
垂
支
点
に
ロ
ー
プ
を
通
し
、
２
本

の
ロ
ー
プ
を
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
ノ
ッ
ト

で
結
束
。
さ
ら
に
互
い
の
ロ
ー
プ
に
止

め
結
び
を
行
っ
て
懸
垂
支
点
側
の
末
端

処
理
の
確
実
を
期
す
る
。

▼
地
上
側
の
末
端
処
理
は
、
２
本
の

ロ
ー
プ
の
１
本
ず
つ
に
、
二
重
止
め
結

び（
ダ
ブ
ル
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
ノ
ッ
ト
）

で
行
う
。

▼
末
端
の
結
束
を
お
互
い
で
確
認
す

る
。

▼
懸
垂
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
ビ
レ
イ

ル
ー
プ
か
ら
と
り
、
正
し
く
効
い
て
解

除
も
容
易
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
。

▼
下
降
器
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
よ
り
上
で

Ｐ
Ａ
Ｓ
を
使
っ
て
ロ
ー
プ
に
セ
ッ
ト
す

る
。

▼
懸
垂
支
点
へ
の
ロ
ー
プ
の
セ
ッ
ト
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、下
降
器
の
セ
ッ
ト
を
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
確
認
す
る

　

な
ど
１６
の
手
順
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を

決
め
、
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
写
真
入

り
の
手
引
書
を
作
成
し
た
。

　

Ｐ
Ｐ
会
で
は
、
こ
の
事
故
か
ら
約
３

週
間
た
っ
た
６
月
１
日
、
こ
の
懸
垂
の

標
準
手
順
に
基
づ
い
た
練
習
を
実
施

（
出
席
者
２２
人
）。
同
時
に
こ
の
日
か
ら

外
岩
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
自
粛
を
解
除

し
た
。

　

ま
た
ロ
ー
プ
の
す
っ
ぽ
抜
け
…

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
故
防
止
の

努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
さ
ん
の
事

故
か
ら
４
か
月
半
後
、
同
じ
Ｐ
Ｐ
会
の

会
員
が
再
び
事
故
を
起
こ
し
た
。
ま

た
し
て
も
懸
垂
下
降
時
の
ロ
ー
プ
の

す
っ
ぽ
抜
け
事
故
だ
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
９
月
２１
日
午
後
、
三
重

県
の
名
張
第
一
岩
壁
。
ス
ネ
ー
ク
マ
ン

と
い
う
ル
ー
ト
で
事
故
は
起
こ
っ
た
。

　

ス
ネ
ー
ク
マ
ン
は
中
間
バ
ン
ド
か
ら

始
ま
る
本
ル
ー
ト
３０
ｍ
、
そ
の
下
に
下

部
岩
壁
１３
ｍ（
垂
壁
８
ｍ
＋
斜
面
５
ｍ
）

で
、
ビ
レ
イ
ヤ
ー
は
下
部
岩
壁
の
下
で

ビ
レ
イ
し
て
い
た
。

　

Ｐ
Ｐ
会
の
男
性
会
員
の
Ｄ
さ
ん
（
３０

歳
）
が
リ
ー
ド
で
完
登
後
、
中
間
バ

ン
ド
ま
で
の
懸
垂
中
に
事
故
は
起
き

た
。
中
間
バ
ン
ド
か
ら
２
～
３
ｍ
上
で

ロ
ー
プ
が
す
っ
ぽ
抜
け
、約
１５
ｍ
墜
落
。

中
間
バ
ン
ド
に
衝
突
後
、
横
転
す
る
よ

う
に
し
て
下
部
岩
壁
ま
で
墜
落
し
た
。

Ｄ
さ
ん
は
ヘ
リ
で
伊
勢
赤
十
字
病
院
に

搬
入
さ
れ
、
脊
椎
や
骨
盤
な
ど
骨
折
の

重
傷
と
診
断
さ
れ
た
。

（
続
く
）

し
た
。

　

仮
説
①
の
場
合
。
ロ
ー
プ
を
４
分
の

１
で
折
り
返
し
て
懸
垂
す
る
と
、
中

間
テ
ラ
ス
の
上
３
ｍ
ほ
ど
の
地
点
で

す
っ
ぽ
抜
け
を
起
こ
し
た
。
Ｃ
さ
ん
の

証
言
と
位
置
が
一
致
す
る
。
確
保
の
手

が
ロ
ー
プ
か
ら
す
っ
ぽ
抜
け
て
し
ま

う
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
効
か
な
い
。
末

端
が
届
い
て
な
い
こ
と
に
ま
っ
た
く

気
が
付
い
て
な
い
と
、「
あ
っ
」か
ら「
あ

～
っ
」
ま
で
は
時
間
が
短
い
。

　

仮
説
②
の
場
合
。
再
現
者
（
Ａ
さ

第3回

　前号では、ロープすっぽ抜
けによる転落事故の現場検証
を 2回と事故に関する会議を
6、7回行い、事故の要因をあ
る程度特定するに至ったこと
まで紹介した。本号では、現
場検証の結果から二つの事故
要因を推定するに至ったこと、
それの事故防止策について記
述する。
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タ
ー
資
格
を
取
る
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
。

（
久
保
典
子
／

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
長
）

○
遭
難
対
策
部

　
死
亡
事
故
が
2
件
発
生

　

１０
月
６
日
か
ら
１１
月
１０
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
３１
件
３３
名
。
７
名
が

転
倒
（
無
雪
期
６
名
、
沢
登
り
１
名
）。

転
倒
は
し
な
か
っ
た
が
、
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
て
足
を
捻
る
・
手
を
付
く
と
い
う

「
体
勢
」
が
５
名
（
無
雪
期
４
名
、
登

攀
１
名
）。
墜
落
２
名
（
登
攀
）。
転
落

５
名
（
無
雪
期
３
名
、
登
攀
１
名
、
沢

登
り
１
名
）。
滑
落
６
名（
無
雪
期
３
名
、

登
攀
２
名
、
人
工
壁
１
名
）。
蜂
に
刺

さ
れ
た
事
故
５
名
。
落
石
２
名
（
登
攀

１
名
、
沢
登
り
１
名
）。
そ
の
他
１
名
。

男
性
１４
名
、
女
性
１９
名
。

　

所
属
連
盟
は
、
埼
玉
４
名
、
兵
庫
・

長
崎
が
各
３
名
、
道
央
・
宮
城
・
群
馬
・

東
京
・
千
葉
・
神
奈
川
・
岐
阜
・
大
阪
・

福
岡
が
各
２
名
、
岩
手
・
京
都
・
島
根
・

岡
山
・
徳
島
が
各
１
名
。
年
齢
は
、
８０

代
１
名
。
７０
代
１０
名
、
６０
代
１３
名
、
５０

代
５
名
、
４０
代
２
名
、
３０
代
２
名
。

　

大
変
残
念
な
こ
と
だ
が
、
１０
月
に
続

い
て
１１
月
も
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
。

東
京
都
連
６０
歳
の
男
性
が
北
ア
ル
プ
ス

で
岩
と
共
に
滑
落
し
た
事
故
、
そ
し
て
、

岐
阜
県
連
８０
歳
の
男
性
が
蜂
に
遭
遇
し

刺
さ
れ
な
か
っ
た
が
心
筋
梗
塞
を
発
症

し
た
事
例
だ
。
１
件
は
、
地
震
が
多
発

し
て
い
る
槍
ヶ
岳
周
辺
の
崩
壊
し
て
い

る
登
山
道
で
発
生
し
た
。
も
う
１
件
は
、

８
名
パ
ー
テ
ィ
の
一
人
で
、
同
パ
ー

テ
ィ
の
平
均
年
齢
は
７６
歳
、
３
名
が
蜂

の
被
害
に
あ
っ
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
か
ら
登
山
活
動

も
徐
々
に
拡
大
し
て
い
く
中
で
事
故
が

増
加
し
て
い
る
。
登
攀
（
人
口
壁
も
含

む
）・
沢
登
り
の
事
故
で
は
、
自
分
だ

け
は
大
丈
夫
と
い
っ
た
思
い
込
み
や
都

合
の
良
い
方
向
に
考
え
を
変
え
て
の
事

故
事
例
も
散
見
す
る
。
最
悪
の
場
合
を

考
え
た
り
、
普
段
の
状
況
と
変
化
が
無

い
の
か
を
感
じ
取
っ
た
り
す
る
取
り
組

み
も
必
要
で
あ
る
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

○
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

　
新
た
な
委
員
が
着
任

　

①
新
委
員
が
１０
月
理
事
会
で
承
認
さ

れ
た
、
②
１２
月
実
施
「
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー

体
操
講
習
会
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

の
開
催
に
つ
い
て
。

　

①
の
議
題
に
つ
い
て
、
新
委
員
は
宇

田
川
道
恵
さ
ん
（
大
宮
勤
労
者
山
岳
会

／
埼
玉
）。
世
代
交
代
も
視
野
に
入
れ

た
年
代
の
委
員
で
あ
る
。
ど
の
役
員
も

任
期
は
総
会
か
ら
総
会
ま
で
の
２
年
間

で
、
途
中
で
着
任
さ
れ
る
と
来
年
２
月

総
会
ま
で
の
期
間
が
任
期
と
な
る
。

　

②
の
議
題
に
つ
い
て
は
以
下
の
通

り
。

募
集
講
座
名
：
「
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

期
日
：
１２
月
１１
日
（
土
）
～
１２
日
（
日
）

場
所
：
労
山
事
務
所

主
催
：
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟

　

当
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て
、
本
誌

で
は
２
か
月
に
１
回
し
か
掲
載
が
な

い
の
で
残
念
だ
が
、
こ
の
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座
は
本
号
発
行
の
時
に
は
終
了
し
て

い
る
。
１７
の
地
方
連
盟
で
サ
ポ
ー
タ
ー

資
格
保
持
者
が
い
る
。
ま
だ
資
格
保
持

者
の
い
な
い
地
方
連
盟
は
是
非
サ
ポ
ー

2021 11

ペ
ー
ジ
で
の
案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

製
な
ど
の
広
報
活
動
も
重
要
で
あ
る
。

　

会
員
皆
の
基
金
制
度
で
あ
り
、
委
員

は
皆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
活
動
で
あ

る
。
金
銭
関
連
の
作
業
の
た
め
慎
重
な

対
応
が
重
要
に
な
り
、
委
員
個
人
へ
の

心
身
の
負
担
は
少
な
く
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

（
沼
田
久
美
子
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
組
織
部
会

　
１１
月
組
織
部
会
報
告

　

１１
月
は
、
①
地
方
連
盟
送
付
の
会
・

ク
ラ
ブ
調
査
に
つ
い
て
、
②
プ
レ
全
国

登
山
研
究
集
会
課
題
別
講
演
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
反
省
、
評
価
、
ま
と

め
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

　

①
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
は

着
々
と
集
計
が
進
ん
で
い
る
。
会
員
拡

大
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
ま
と
め
て
分
析
し
、
可
視
化

も
含
め
て
、
分
か
り
や
す
く
役
立
つ
資

料
作
り
を
目
指
す
。

　

②
は
全
８
回
の
講
演
会
を
振
り
返
っ

た
。

第
１
回 

労
山
基
金
の
魅
力

第
２
回 

遭
難
対
策　

夏
山
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
、
緊
急
ア
ピ
ー
ル
！　

第
３
回 

自
然
保
護　

登
山
者
の
安
全
と

命
・
山
の
動
植
物
を
守
る
避
難
小
屋
！

第
４
回 

平
和
と
登
山

第
５
回 

わ
か
り
や
す
い
文
章
の
書
き
方

第
６
回 

第
１
部
還
暦
か
ら
の
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
、
第
２
部
コ
ロ
ナ
禍
で
も
会
員
を

増
や
す
総
合
山
岳
会

第
７
回 

楽
ち
ん
、
楽
々
！　

Ｈ
Ｐ
を
活

用
し
た
組
織
拡
大
！

第
８
回 

第
1
部
釜
石
労
山
は
大
津
波
か

ら
い
か
に
し
て
復
活
し
た
か
、
第
2
部

災
害
支
援
の
新
た
な
取
組
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活

用
し
た
集
会
に
多
く
の
会
員
の
参
加
を

得
る
こ
と
が
出
来
た
。
労
山
内
の
人
材

を
活
用
す
る
こ
と
を
基
本
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
労
山
の
人
材
力
は
大
き
く
幅

広
く
、
労
山
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
と

皆
で
確
認
し
た
。

　

２
０
２
２
年
「
全
国
登
山
研
究
集
会
」

は
東
京
で
１０
月
～
１１
月
に
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
。
大
い
に
期
待
し
て
ほ
し

い
！

（
久
保
典
子
／
組
織
部
長
）

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
加
入
会
員
へ
労
山
基
金
が
支
払
わ

　
れ
る
過
程
と
委
員
の
活
動
内
容

　

基
金
の
申
請
か
ら
支
給
ま
で
の
流
れ

は
、
事
故
➡
会
・
ク
ラ
ブ
か
ら
の
基
金

申
請
➡
地
方
連
盟
➡
労
山
事
務
局
基
金

担
当
➡
基
金
運
営
委
員
会
（
審
査
）
➡

全
国
理
事
会
へ
結
果
報
告
➡
申
請
者
へ

の
支
給
で
あ
る
。

　

現
在
９
人
の
委
員
と
労
山
職
員
の
事

務
局
小
池
さ
ん
で
実
務
を
担
当
し
て
い

る
。
各
月
一
回
の
基
金
運
営
委
員
会
で

提
出
さ
れ
た
申
請
書
類
の
確
認
を
行
い

基
金
交
付
の
妥
当
性
を
審
査
す
る
。
申

請
は
年
間
２
０
０
～
２
５
０
件
で
、
審

査
に
要
す
る
時
間
は
月
当
た
り
通
常
２

～
３
時
間
、
交
付
の
特
典
（
三
倍
交
付
）

事
案
が
多
い
場
合
は
情
報
収
集
が
必
要

な
た
め
作
業
時
間
は
長
く
な
る
。
こ
の

ほ
か
、
治
療
、
療
養
が
充
分
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
規
約
、
規
則
な
ど
基
金
内
容

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
メ
ー

ル
や
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
、
意
見
は

多
数
寄
せ
ら
れ
、
内
容
は
多
岐
に
亘
る

た
め
対
応
に
は
労
力
が
必
要
と
な
る
。

各
会
担
当
者
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
地
区
連
盟
へ
の
説
明
講
習
や
ホ
ー
ム

山口県連盟は 2021 年 10 月 31
日～ 11 月 1 日、全国連盟の田
上ハイキング委員長を講師とし
て安全登山ハイキング講習会を
開催。クライミングからセルフ
レスキューまで 2日間にわたり
30 名余りが参加した。
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タ
ー
資
格
を
取
る
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
。

（
久
保
典
子
／

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
長
）

○
遭
難
対
策
部

　
死
亡
事
故
が
2
件
発
生

　

１０
月
６
日
か
ら
１１
月
１０
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
３１
件
３３
名
。
７
名
が

転
倒
（
無
雪
期
６
名
、
沢
登
り
１
名
）。

転
倒
は
し
な
か
っ
た
が
、
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
て
足
を
捻
る
・
手
を
付
く
と
い
う

「
体
勢
」
が
５
名
（
無
雪
期
４
名
、
登

攀
１
名
）。
墜
落
２
名
（
登
攀
）。
転
落

５
名
（
無
雪
期
３
名
、
登
攀
１
名
、
沢

登
り
１
名
）。
滑
落
６
名（
無
雪
期
３
名
、

登
攀
２
名
、
人
工
壁
１
名
）。
蜂
に
刺

さ
れ
た
事
故
５
名
。
落
石
２
名
（
登
攀

１
名
、
沢
登
り
１
名
）。
そ
の
他
１
名
。

男
性
１４
名
、
女
性
１９
名
。

　

所
属
連
盟
は
、
埼
玉
４
名
、
兵
庫
・

長
崎
が
各
３
名
、
道
央
・
宮
城
・
群
馬
・

東
京
・
千
葉
・
神
奈
川
・
岐
阜
・
大
阪
・

福
岡
が
各
２
名
、
岩
手
・
京
都
・
島
根
・

岡
山
・
徳
島
が
各
１
名
。
年
齢
は
、
８０

代
１
名
。
７０
代
１０
名
、
６０
代
１３
名
、
５０

代
５
名
、
４０
代
２
名
、
３０
代
２
名
。

　

大
変
残
念
な
こ
と
だ
が
、
１０
月
に
続

い
て
１１
月
も
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
。

東
京
都
連
６０
歳
の
男
性
が
北
ア
ル
プ
ス

で
岩
と
共
に
滑
落
し
た
事
故
、
そ
し
て
、

岐
阜
県
連
８０
歳
の
男
性
が
蜂
に
遭
遇
し

刺
さ
れ
な
か
っ
た
が
心
筋
梗
塞
を
発
症

し
た
事
例
だ
。
１
件
は
、
地
震
が
多
発

し
て
い
る
槍
ヶ
岳
周
辺
の
崩
壊
し
て
い

る
登
山
道
で
発
生
し
た
。
も
う
１
件
は
、

８
名
パ
ー
テ
ィ
の
一
人
で
、
同
パ
ー

テ
ィ
の
平
均
年
齢
は
７６
歳
、
３
名
が
蜂

の
被
害
に
あ
っ
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
か
ら
登
山
活
動

も
徐
々
に
拡
大
し
て
い
く
中
で
事
故
が

増
加
し
て
い
る
。
登
攀
（
人
口
壁
も
含

む
）・
沢
登
り
の
事
故
で
は
、
自
分
だ

け
は
大
丈
夫
と
い
っ
た
思
い
込
み
や
都

合
の
良
い
方
向
に
考
え
を
変
え
て
の
事

故
事
例
も
散
見
す
る
。
最
悪
の
場
合
を

考
え
た
り
、
普
段
の
状
況
と
変
化
が
無

い
の
か
を
感
じ
取
っ
た
り
す
る
取
り
組

み
も
必
要
で
あ
る
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

○
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

　
新
た
な
委
員
が
着
任

　

①
新
委
員
が
１０
月
理
事
会
で
承
認
さ

れ
た
、
②
１２
月
実
施
「
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー

体
操
講
習
会
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

の
開
催
に
つ
い
て
。

　

①
の
議
題
に
つ
い
て
、
新
委
員
は
宇

田
川
道
恵
さ
ん
（
大
宮
勤
労
者
山
岳
会

／
埼
玉
）。
世
代
交
代
も
視
野
に
入
れ

た
年
代
の
委
員
で
あ
る
。
ど
の
役
員
も

任
期
は
総
会
か
ら
総
会
ま
で
の
２
年
間

で
、
途
中
で
着
任
さ
れ
る
と
来
年
２
月

総
会
ま
で
の
期
間
が
任
期
と
な
る
。

　

②
の
議
題
に
つ
い
て
は
以
下
の
通

り
。

募
集
講
座
名
：
「
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

期
日
：
１２
月
１１
日
（
土
）
～
１２
日
（
日
）

場
所
：
労
山
事
務
所

主
催
：
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟

　

当
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て
、
本
誌

で
は
２
か
月
に
１
回
し
か
掲
載
が
な

い
の
で
残
念
だ
が
、
こ
の
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座
は
本
号
発
行
の
時
に
は
終
了
し
て

い
る
。
１７
の
地
方
連
盟
で
サ
ポ
ー
タ
ー

資
格
保
持
者
が
い
る
。
ま
だ
資
格
保
持

者
の
い
な
い
地
方
連
盟
は
是
非
サ
ポ
ー
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ペ
ー
ジ
で
の
案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

製
な
ど
の
広
報
活
動
も
重
要
で
あ
る
。

　

会
員
皆
の
基
金
制
度
で
あ
り
、
委
員

は
皆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
活
動
で
あ

る
。
金
銭
関
連
の
作
業
の
た
め
慎
重
な

対
応
が
重
要
に
な
り
、
委
員
個
人
へ
の

心
身
の
負
担
は
少
な
く
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

（
沼
田
久
美
子
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
組
織
部
会

　
１１
月
組
織
部
会
報
告

　

１１
月
は
、
①
地
方
連
盟
送
付
の
会
・

ク
ラ
ブ
調
査
に
つ
い
て
、
②
プ
レ
全
国

登
山
研
究
集
会
課
題
別
講
演
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
反
省
、
評
価
、
ま
と

め
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

　

①
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
は

着
々
と
集
計
が
進
ん
で
い
る
。
会
員
拡

大
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
ま
と
め
て
分
析
し
、
可
視
化

も
含
め
て
、
分
か
り
や
す
く
役
立
つ
資

料
作
り
を
目
指
す
。

　

②
は
全
８
回
の
講
演
会
を
振
り
返
っ

た
。

第
１
回 

労
山
基
金
の
魅
力

第
２
回 

遭
難
対
策　

夏
山
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
、
緊
急
ア
ピ
ー
ル
！　

第
３
回 

自
然
保
護　

登
山
者
の
安
全
と

命
・
山
の
動
植
物
を
守
る
避
難
小
屋
！

第
４
回 

平
和
と
登
山

第
５
回 

わ
か
り
や
す
い
文
章
の
書
き
方

第
６
回 

第
１
部
還
暦
か
ら
の
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
、
第
２
部
コ
ロ
ナ
禍
で
も
会
員
を

増
や
す
総
合
山
岳
会

第
７
回 

楽
ち
ん
、
楽
々
！　

Ｈ
Ｐ
を
活

用
し
た
組
織
拡
大
！

第
８
回 

第
1
部
釜
石
労
山
は
大
津
波
か

ら
い
か
に
し
て
復
活
し
た
か
、
第
2
部

災
害
支
援
の
新
た
な
取
組
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活

用
し
た
集
会
に
多
く
の
会
員
の
参
加
を

得
る
こ
と
が
出
来
た
。
労
山
内
の
人
材

を
活
用
す
る
こ
と
を
基
本
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
労
山
の
人
材
力
は
大
き
く
幅

広
く
、
労
山
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
と

皆
で
確
認
し
た
。

　

２
０
２
２
年
「
全
国
登
山
研
究
集
会
」

は
東
京
で
１０
月
～
１１
月
に
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
。
大
い
に
期
待
し
て
ほ
し

い
！

（
久
保
典
子
／
組
織
部
長
）

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
加
入
会
員
へ
労
山
基
金
が
支
払
わ

　
れ
る
過
程
と
委
員
の
活
動
内
容

　

基
金
の
申
請
か
ら
支
給
ま
で
の
流
れ

は
、
事
故
➡
会
・
ク
ラ
ブ
か
ら
の
基
金

申
請
➡
地
方
連
盟
➡
労
山
事
務
局
基
金

担
当
➡
基
金
運
営
委
員
会
（
審
査
）
➡

全
国
理
事
会
へ
結
果
報
告
➡
申
請
者
へ

の
支
給
で
あ
る
。

　

現
在
９
人
の
委
員
と
労
山
職
員
の
事

務
局
小
池
さ
ん
で
実
務
を
担
当
し
て
い

る
。
各
月
一
回
の
基
金
運
営
委
員
会
で

提
出
さ
れ
た
申
請
書
類
の
確
認
を
行
い

基
金
交
付
の
妥
当
性
を
審
査
す
る
。
申

請
は
年
間
２
０
０
～
２
５
０
件
で
、
審

査
に
要
す
る
時
間
は
月
当
た
り
通
常
２

～
３
時
間
、
交
付
の
特
典
（
三
倍
交
付
）

事
案
が
多
い
場
合
は
情
報
収
集
が
必
要

な
た
め
作
業
時
間
は
長
く
な
る
。
こ
の

ほ
か
、
治
療
、
療
養
が
充
分
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
規
約
、
規
則
な
ど
基
金
内
容

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
メ
ー

ル
や
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
、
意
見
は

多
数
寄
せ
ら
れ
、
内
容
は
多
岐
に
亘
る

た
め
対
応
に
は
労
力
が
必
要
と
な
る
。

各
会
担
当
者
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
地
区
連
盟
へ
の
説
明
講
習
や
ホ
ー
ム

山口県連盟は 2021 年 10 月 31
日～ 11 月 1 日、全国連盟の田
上ハイキング委員長を講師とし
て安全登山ハイキング講習会を
開催。クライミングからセルフ
レスキューまで 2日間にわたり
30 名余りが参加した。

29 28登山時報 2022 年 1月号 登山時報 2022 年 1月号



6
～
7
日　

全
国
登
山
学
校
交
流
会
（
兵
庫

県
姫
路
市
・
雪
彦
山
）　　

臼
井
・
久

保
副
理
事
長
、川
嶋
事
務
局
長
、石
川
・

三
瓶
・
早
川
理
事
、
参
加

8
日　

自
然
保
護
委
員
会

9
日　

組
織
部
会

10
日　

遭
難
対
策
部
会

15
日　

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

16
日　

三
役
会
議

同
日　

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

同
日　

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
と
の
懇
談
会

（
東
京
都
北
区
田
端
・
新
日
本
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
の
新
事
務
所　
　

浦
添
理
事

長
、
石
川
・
臼
井
・
久
保
・
今
野
副

理
事
長
、
川
嶋
事
務
局
長
、
出
席

17
日　

第
2
回
役
員
選
考
委
員
会

18
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会

23
日　

Ｍ
Ｆ
Ａ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
養
成
講
座　

25
日　

第
21
回
理
事
会

30
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

第
21
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
第
35
回
全
国
総
会
議
案
書
作
成
に
つ
い
て

　

議
案
書
の
執
筆
責
任
者
を
確
認
、
12
月
14

日
の
三
役
会
議
ま
で
に
素
案
を
作
り
18
日
の

拡
大
理
事
会
で
検
討
し
、
年
内
に
第
1
次
案

を
地
方
連
盟
に
発
送
す
る
。

②
12
月
拡
大
理
事
会
に
つ
い
て

　

2
年
ぶ
り
に
全
国
連
盟
事
務
所
で
開
催
予

定
。
Z
o
o
m
で
参
加
も
可
能
と
す
る
。
交

通
手
段
な
ど
は
早
め
に
手
配
し
経
費
削
減
に

努
め
る
。

③
一
般
財
団
法
人
の
設
立
に
つ
い
て

　

現
在
、
弁
護
士
を
通
じ
て
定
款
（
案
）
を

確
認
中
。
監
事
に
外
部
の
専
門
家
（
税
理
士
）

を
依
頼
。法
人
の
名
称
に
つ
い
て
、検
討
す
る
。

10 月 6 日から 11 月 10 日までに届いた事故一報

事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 傷病名
大阪 女 竜王山 無雪期 転倒 雨上がり、少し下り坂で転倒 左手薬指脱臼
埼玉 男 栗駒山 無雪期 転倒 姿勢を崩してバランスがとれなくなる 左手薬指脱臼

千葉 女 西丹沢 沢登り 落石 高巻道で待機中に落石が複数当たる
高エネルギー外傷、多発
肋骨骨折

岐阜 男 恵那笠置山 登攀 体勢 クライミング中、足をついた際に膝を痛めた 内側側副靭帯損傷
埼玉 女 三ッ石山 無雪期 体勢 段差に着地した時に滑り、足に体重がかかる 捻挫
兵庫 女 瑞牆山 登攀 墜落 墜落し１-２m下の岩に激突 右足関節外果骨折
京都 女 三十三間山 無雪期 転落 木の根に躓き、持った木が揺れて振り落とされた 頸椎損傷
埼玉 女 奈良倉山 無雪期 転倒 下山中、足を滑らせて尻を強打 むち打ち症
宮城 男 鳴虫沢 沢登り 転落 滝をリード中、掴んだ岩が剥がれて６m転落 左踵裂傷
千葉 女 燧ヶ岳 無雪期 体勢 下山中、石に躓いて手を地面についた 橈骨遠位端骨折
群馬 女 尾瀬 無雪期 転倒 下り、濡れている木道で滑って転倒 右橈骨遠位端骨折
福岡 男 宮之浦岳 無雪期 滑落 急な丸太階段を下っている時にスリップした 左第五中手骨骨幹部骨折
兵庫 女 四阿山 無雪期 滑落 下山中、斜面で足を滑らせ1m程滑落した 左足首の剥離骨折
長崎 男 城山 無雪期 虫 下山中、オオスズメバチに襲われた 蜂刺症
長崎 女 城山 無雪期 虫 〃 〃
長崎 女 城山 無雪期 虫 〃 〃
群馬 男 有笠山 登攀 墜落 保持していた右手が滑って墜落 右手第五指開放骨折
埼玉 女 乗鞍岳 無雪期 転倒 雨に濡れた落ち葉で滑り転倒 右橈骨遠位端骨折

兵庫 男 大台ケ原 登攀 落石
取り付きに向けて下降中、１m程の岩が左手甲部に当
たる

左多指不全切断（ヘリ搬
送）

徳島 女 西三子山 無雪期 滑落 下山中、転倒し数m滑落して頭部を打った 頭部裂傷・脊椎損傷
東京 男 八幡平 沢登り 転倒 登山道で滑って転倒し捻挫した 右手首捻挫、ギックリ腰
宮城 男 御番所山 無雪期 虫 登山道整備のため草刈り中、スズメバチに刺される 蜂刺症

東京 男 三俣蓮華 無雪期 転落
崩壊地の巻道でプロテクションを掛けた大岩と共に
転落

死亡

島根 女 下蒜山 無雪期 転落 登山道で足を滑らせ転倒し、手首を強打した 左橈骨遠位端骨折
道央 男 赤岩 登攀 滑落 マントリングの際に右手の石が浮いていて外れた 裂傷・打撲
福岡 女 矢岳 無雪期 虫 登山中、突然スズメバチが現れて刺された 蜂刺症
岡山 男 中蒜山 無雪期 転倒 下山中、3回スリップし転倒 左膝内側側副靭帯損傷
神奈川 女 谷川岳 登攀 滑落 １ピッチのリードで足を滑らせ、6m程滑落 左足首骨折
大阪 女 多紀連山 無雪期 体勢 石に置いた足が滑り、転倒はしなかったが捻った 左足首の捻挫
道央 女 銭函天狗山 登攀 転落 クライミング中に1０m転落 橈尺骨遠位端開放骨折
神奈川 女 （室内） 人工壁 滑落 スラブ壁から2m程滑り落ちた 左足アキレス腱完全断裂
岩手 男 片羽山 無雪期 体勢 急登で右足を痛め、下りで痛みが激しくなった 筋肉断裂
岐阜 男 大平八滝 無雪期 病気 急に座り込み、仲間が呼びかけたが反応が無かった 死亡（心筋梗塞）

事故原因

30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計
男性 0 2 2 5 4 1 14
女性 2 0 3 8 6 0 19
合計 2 2 5 13 10 1 33 表-1

無雪期 沢登り 登攀 人工壁 合計
男性 8 2 4 0 14
女性 14 1 3 1 19
合計 22 3 7 1 33 表-2

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 病気 落石 蜂 合計
男性 1 2 2 3 2 1 1 2 14
女性 1 3 4 4 3 0 1 3 19
合計 2 5 6 7 5 1 2 5 33 表-3

骨折 損傷 断裂 捻挫 虫(蜂) 打撲 病気 合計
男性 2 5 2 1 2 1 1 14
女性 9 4 1 2 3 0 0 19
合計 11 9 3 3 5 1 1 33 表-4

30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計
男性 0 2 2 5 4 1 14
女性 2 0 3 8 6 0 19
合計 2 2 5 13 10 1 33 表-1

無雪期 沢登り 登攀 人工壁 合計
男性 8 2 4 0 14
女性 14 1 3 1 19
合計 22 3 7 1 33 表-2

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 病気 落石 蜂 合計
男性 1 2 2 3 2 1 1 2 14
女性 1 3 4 4 3 0 1 3 19
合計 2 5 6 7 5 1 2 5 33 表-3

骨折 損傷 断裂 捻挫 虫(蜂) 打撲 病気 合計
男性 2 5 2 1 2 1 1 14
女性 9 4 1 2 3 0 0 19
合計 11 9 3 3 5 1 1 33 表-4

30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計
男性 0 2 2 5 4 1 14
女性 2 0 3 8 6 0 19
合計 2 2 5 13 10 1 33 表-1

無雪期 沢登り 登攀 人工壁 合計
男性 8 2 4 0 14
女性 14 1 3 1 19
合計 22 3 7 1 33 表-2

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 病気 落石 蜂 合計
男性 1 2 2 3 2 1 1 2 14
女性 1 3 4 4 3 0 1 3 19
合計 2 5 6 7 5 1 2 5 33 表-3

骨折 損傷 断裂 捻挫 虫(蜂) 打撲 病気 合計
男性 2 5 2 1 2 1 1 14
女性 9 4 1 2 3 0 0 19
合計 11 9 3 3 5 1 1 33 表-4

30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計
男性 0 2 2 5 4 1 14
女性 2 0 3 8 6 0 19
合計 2 2 5 13 10 1 33 表-1

無雪期 沢登り 登攀 人工壁 合計
男性 8 2 4 0 14
女性 14 1 3 1 19
合計 22 3 7 1 33 表-2

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 病気 落石 蜂 合計
男性 1 2 2 3 2 1 1 2 14
女性 1 3 4 4 3 0 1 3 19
合計 2 5 6 7 5 1 2 5 33 表-3

骨折 損傷 断裂 捻挫 虫(蜂) 打撲 病気 合計
男性 2 5 2 1 2 1 1 14
女性 9 4 1 2 3 0 0 19
合計 11 9 3 3 5 1 1 33 表-4

事故一報の受領順で掲載

新しい新日本スポーツ連盟事務所での役員懇談会兵庫県、雪彦山で登攀後の臼井基金運営委員長と今西都連盟
教育安全対策委員長
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6
～
7
日　

全
国
登
山
学
校
交
流
会
（
兵
庫

県
姫
路
市
・
雪
彦
山
）　　

臼
井
・
久

保
副
理
事
長
、川
嶋
事
務
局
長
、石
川
・

三
瓶
・
早
川
理
事
、
参
加

8
日　

自
然
保
護
委
員
会

9
日　

組
織
部
会

10
日　

遭
難
対
策
部
会

15
日　

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

16
日　

三
役
会
議

同
日　

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

同
日　

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
と
の
懇
談
会

（
東
京
都
北
区
田
端
・
新
日
本
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
の
新
事
務
所　
　

浦
添
理
事

長
、
石
川
・
臼
井
・
久
保
・
今
野
副

理
事
長
、
川
嶋
事
務
局
長
、
出
席

17
日　

第
2
回
役
員
選
考
委
員
会

18
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会

23
日　

Ｍ
Ｆ
Ａ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
養
成
講
座　

25
日　

第
21
回
理
事
会

30
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

第
21
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
第
35
回
全
国
総
会
議
案
書
作
成
に
つ
い
て

　

議
案
書
の
執
筆
責
任
者
を
確
認
、
12
月
14

日
の
三
役
会
議
ま
で
に
素
案
を
作
り
18
日
の

拡
大
理
事
会
で
検
討
し
、
年
内
に
第
1
次
案

を
地
方
連
盟
に
発
送
す
る
。

②
12
月
拡
大
理
事
会
に
つ
い
て

　

2
年
ぶ
り
に
全
国
連
盟
事
務
所
で
開
催
予

定
。
Z
o
o
m
で
参
加
も
可
能
と
す
る
。
交

通
手
段
な
ど
は
早
め
に
手
配
し
経
費
削
減
に

努
め
る
。

③
一
般
財
団
法
人
の
設
立
に
つ
い
て

　

現
在
、
弁
護
士
を
通
じ
て
定
款
（
案
）
を

確
認
中
。
監
事
に
外
部
の
専
門
家
（
税
理
士
）

を
依
頼
。法
人
の
名
称
に
つ
い
て
、検
討
す
る
。

10 月 6 日から 11 月 10 日までに届いた事故一報

事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 傷病名
大阪 女 竜王山 無雪期 転倒 雨上がり、少し下り坂で転倒 左手薬指脱臼
埼玉 男 栗駒山 無雪期 転倒 姿勢を崩してバランスがとれなくなる 左手薬指脱臼

千葉 女 西丹沢 沢登り 落石 高巻道で待機中に落石が複数当たる
高エネルギー外傷、多発
肋骨骨折

岐阜 男 恵那笠置山 登攀 体勢 クライミング中、足をついた際に膝を痛めた 内側側副靭帯損傷
埼玉 女 三ッ石山 無雪期 体勢 段差に着地した時に滑り、足に体重がかかる 捻挫
兵庫 女 瑞牆山 登攀 墜落 墜落し１-２m下の岩に激突 右足関節外果骨折
京都 女 三十三間山 無雪期 転落 木の根に躓き、持った木が揺れて振り落とされた 頸椎損傷
埼玉 女 奈良倉山 無雪期 転倒 下山中、足を滑らせて尻を強打 むち打ち症
宮城 男 鳴虫沢 沢登り 転落 滝をリード中、掴んだ岩が剥がれて６m転落 左踵裂傷
千葉 女 燧ヶ岳 無雪期 体勢 下山中、石に躓いて手を地面についた 橈骨遠位端骨折
群馬 女 尾瀬 無雪期 転倒 下り、濡れている木道で滑って転倒 右橈骨遠位端骨折
福岡 男 宮之浦岳 無雪期 滑落 急な丸太階段を下っている時にスリップした 左第五中手骨骨幹部骨折
兵庫 女 四阿山 無雪期 滑落 下山中、斜面で足を滑らせ1m程滑落した 左足首の剥離骨折
長崎 男 城山 無雪期 虫 下山中、オオスズメバチに襲われた 蜂刺症
長崎 女 城山 無雪期 虫 〃 〃
長崎 女 城山 無雪期 虫 〃 〃
群馬 男 有笠山 登攀 墜落 保持していた右手が滑って墜落 右手第五指開放骨折
埼玉 女 乗鞍岳 無雪期 転倒 雨に濡れた落ち葉で滑り転倒 右橈骨遠位端骨折

兵庫 男 大台ケ原 登攀 落石
取り付きに向けて下降中、１m程の岩が左手甲部に当
たる

左多指不全切断（ヘリ搬
送）

徳島 女 西三子山 無雪期 滑落 下山中、転倒し数m滑落して頭部を打った 頭部裂傷・脊椎損傷
東京 男 八幡平 沢登り 転倒 登山道で滑って転倒し捻挫した 右手首捻挫、ギックリ腰
宮城 男 御番所山 無雪期 虫 登山道整備のため草刈り中、スズメバチに刺される 蜂刺症

東京 男 三俣蓮華 無雪期 転落
崩壊地の巻道でプロテクションを掛けた大岩と共に
転落

死亡

島根 女 下蒜山 無雪期 転落 登山道で足を滑らせ転倒し、手首を強打した 左橈骨遠位端骨折
道央 男 赤岩 登攀 滑落 マントリングの際に右手の石が浮いていて外れた 裂傷・打撲
福岡 女 矢岳 無雪期 虫 登山中、突然スズメバチが現れて刺された 蜂刺症
岡山 男 中蒜山 無雪期 転倒 下山中、3回スリップし転倒 左膝内側側副靭帯損傷
神奈川 女 谷川岳 登攀 滑落 １ピッチのリードで足を滑らせ、6m程滑落 左足首骨折
大阪 女 多紀連山 無雪期 体勢 石に置いた足が滑り、転倒はしなかったが捻った 左足首の捻挫
道央 女 銭函天狗山 登攀 転落 クライミング中に1０m転落 橈尺骨遠位端開放骨折
神奈川 女 （室内） 人工壁 滑落 スラブ壁から2m程滑り落ちた 左足アキレス腱完全断裂
岩手 男 片羽山 無雪期 体勢 急登で右足を痛め、下りで痛みが激しくなった 筋肉断裂
岐阜 男 大平八滝 無雪期 病気 急に座り込み、仲間が呼びかけたが反応が無かった 死亡（心筋梗塞）

事故原因

30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計
男性 0 2 2 5 4 1 14
女性 2 0 3 8 6 0 19
合計 2 2 5 13 10 1 33 表-1

無雪期 沢登り 登攀 人工壁 合計
男性 8 2 4 0 14
女性 14 1 3 1 19
合計 22 3 7 1 33 表-2

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 病気 落石 蜂 合計
男性 1 2 2 3 2 1 1 2 14
女性 1 3 4 4 3 0 1 3 19
合計 2 5 6 7 5 1 2 5 33 表-3

骨折 損傷 断裂 捻挫 虫(蜂) 打撲 病気 合計
男性 2 5 2 1 2 1 1 14
女性 9 4 1 2 3 0 0 19
合計 11 9 3 3 5 1 1 33 表-4

30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計
男性 0 2 2 5 4 1 14
女性 2 0 3 8 6 0 19
合計 2 2 5 13 10 1 33 表-1

無雪期 沢登り 登攀 人工壁 合計
男性 8 2 4 0 14
女性 14 1 3 1 19
合計 22 3 7 1 33 表-2

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 病気 落石 蜂 合計
男性 1 2 2 3 2 1 1 2 14
女性 1 3 4 4 3 0 1 3 19
合計 2 5 6 7 5 1 2 5 33 表-3

骨折 損傷 断裂 捻挫 虫(蜂) 打撲 病気 合計
男性 2 5 2 1 2 1 1 14
女性 9 4 1 2 3 0 0 19
合計 11 9 3 3 5 1 1 33 表-4

30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計
男性 0 2 2 5 4 1 14
女性 2 0 3 8 6 0 19
合計 2 2 5 13 10 1 33 表-1

無雪期 沢登り 登攀 人工壁 合計
男性 8 2 4 0 14
女性 14 1 3 1 19
合計 22 3 7 1 33 表-2

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 病気 落石 蜂 合計
男性 1 2 2 3 2 1 1 2 14
女性 1 3 4 4 3 0 1 3 19
合計 2 5 6 7 5 1 2 5 33 表-3

骨折 損傷 断裂 捻挫 虫(蜂) 打撲 病気 合計
男性 2 5 2 1 2 1 1 14
女性 9 4 1 2 3 0 0 19
合計 11 9 3 3 5 1 1 33 表-4

30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計
男性 0 2 2 5 4 1 14
女性 2 0 3 8 6 0 19
合計 2 2 5 13 10 1 33 表-1

無雪期 沢登り 登攀 人工壁 合計
男性 8 2 4 0 14
女性 14 1 3 1 19
合計 22 3 7 1 33 表-2

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 病気 落石 蜂 合計
男性 1 2 2 3 2 1 1 2 14
女性 1 3 4 4 3 0 1 3 19
合計 2 5 6 7 5 1 2 5 33 表-3

骨折 損傷 断裂 捻挫 虫(蜂) 打撲 病気 合計
男性 2 5 2 1 2 1 1 14
女性 9 4 1 2 3 0 0 19
合計 11 9 3 3 5 1 1 33 表-4

事故一報の受領順で掲載

新しい新日本スポーツ連盟事務所での役員懇談会兵庫県、雪彦山で登攀後の臼井基金運営委員長と今西都連盟
教育安全対策委員長
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Sh
in

oz
uk

a 
Yu

東京都生まれ。高校ではワンダーフォーゲル
部、大学では社会人山岳会に参加し、岩・沢・
雪・スキーと山遊びを謳歌する。卒業後は海
外遠征、国内外の登山・トレッキングを扱う
旅行会社勤務、山小屋バイトを経て、現在は
カモシカスポーツ勤務。山岳素行童人メ〜グ
リ家（神奈川県連）に所属。今号より山道具
紹介ページ『山の自由帳』を執筆する。

篠塚 優 さん

■
学
生
で
も
社
会
人
山
岳
会
へ

　

大
学
の
時
、
高
校
と
同
じ
く
ワ
ン

ゲ
ル
に
一
度
は
入
っ
た
の
で
す
が
、

つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り

退
部
。
そ
の
後
、
丹
沢
の
自
然
調
査

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
時
に
、

山
岳
会
を
勧
め
て
く
れ
る
方
が
い
て
、

ネ
ッ
ト
で
探
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

そ
の
会
で
海
外
遠
征
の
機
会
が
あ
り
、

一
生
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ

な
い
！
と
就
職
を
ふ
り
き
っ
て
ナ
ヤ

カ
ン
ガ
（
５
８
４
６
m
）
へ
。
２
０

０
８
年
の
こ
と
で
す
。
空
の
青
さ
が

印
象
的
で
、
宇
宙
に
近
い
色
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

■
そ
し
て
「
山
」
人
生
へ
…

　

帰
国
後
、
遠
征
前
か
ら
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
た
旅
行
会
社
へ
就
職
し
、

生
活
が
山
一
色
に
な
り
ま
し
た
。
が
、

数
年
で
退
職
し
、
２
０
１
１
年
に
は

念
願
の
６
０
０
０
m
峰
・
メ
ラ
ピ
ー

ク
へ
。
実
は
こ
の
時
、
ち
ょ
う
ど
登

頂
日
が
誕
生
日
で
最
高
の
日
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
翌
年
は
南
ア
ル
プ
ス

の
荒
川
小
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
も
。
山

上
の
生
活
は
２
ヶ
月
と
い
う
短
い
期

間
で
し
た
が
、
日
々
変
化
し
て
い
く

自
然
の
移
ろ
い
を
一
つ
も
見
逃
さ
な

い
よ
う
大
切
に
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
山
岳
会
で
交
流
の
あ
っ
た
ダ

ン
プ
さ
ん
の
会
社
で
あ
る
カ
モ
シ
カ

ス
ポ
ー
ツ
に
入
社
し
ま
し
た
。

　

仕
事
で
の
縁
あ
っ
て
２
０
１
６
年

に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ル

ズ
で
お
こ
な
わ
れ
た
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｍ

（W
om

en's International Clim
bing 

M
eet

）
に
８
日
間
の
休
暇
を
取
得
し

て
参
加
し
、
易
し
い
ト
ラ
ッ
ド
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

も
と
も
と
沢
で
滝
を
登
る
の
が
怖
く

て
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
岩

登
り
そ
の
も
の
も
気
づ
い
た
ら
好
き

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

■
２
０
２
２
年
は
転
機
の
年
？

　

山
の
近
く
で
暮
ら
し
た
く
て
異
動

願
い
を
出
し
ま
し
た
。
５
月
か
ら
松

本
店
勤
務
が
叶
い
ま
す
。
こ
の
数
年
、

冬
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
へ
行
く
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
転
勤
後
は
山

が
近
く
な
る
分
、
雪
山
へ
出
ら
れ
そ

う
で
楽
し
み
で
す
。
移
住
の
不
安
も

あ
り
ま
す
が
！

　

山
は
自
分
の
体
力
や
技
術
に
限
界

ま
で
向
か
い
合
っ
て
も
い
い
し
、
ハ

イ
キ
ン
グ
で
の
ん
び
り
し
て
も
い
い

し
、
仲
間
と
で
も
独
り
で
も
楽
し
い

し
、
同
じ
山
で
も
季
節
毎
に
楽
し
い

し
、
飽
き
る
こ
と
が
全
然
な
く
、
こ

れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
登
る
と
思
い
ま

す
。
山
に
登
り
続
け
て
、学
び
続
け
て
、

色
ん
な
こ
と
を
誌
面
で
発
信
し
た
り
、

共
有
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
！

前
号
で
終
了
し
た
「
オ
ス
ス
メ
山
道
具
」
の

笹
原
さ
ん
は
、
篠
塚
さ
ん
に
つ
い
て
「
い
ろ

ん
な
経
験
が
あ
る
か
ら
、
引
き
出
し
が
い
っ

ぱ
い
あ
っ
て
、
い
い
と
思
い
ま
す
よ
～
」
と

太
鼓
判
。
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（
聞
き
手
・
小
池
藍
）

山
道
具
店
に
勤
務
。
今
号
よ
り
「
山
の
自
由
帳
」
を
連
載

「
山
の
繋
が
り
で
生
き
て
き
た
」
自
他
と
も
に
認
め
る
大
の
山
好
き

この時期（12 月初旬）の寒さが好きではない。まだ体が寒さに慣れず、
寝ていても顔の周りに冷気を感じる。車のフロントガラスが凍るし、出
発に時間を食う。慣れるまでにひと月はかかる。早く正月が来てほしい

（笑）。北アルプスはすっかり雪化粧だ。　　　　　　　　　　　　（塩田）

今年の紅葉は例年以上に鮮やかな彩を見せているようだ。嵐山は大堰川
越しの山全体の色彩だが、天竜寺境内・常寂光寺・二尊院・厭離庵・大
覚寺・清滝や愛宕山など一面の紅葉だ。一日おきに登る愛宕山は山麓か
ら中腹が日に日に移り変わる様を堪能できた。　　　　　　　　　（小倉）

所属会ＯＧから、ＴＶで百名山などを見て「また行きたいな」と思って
いたのが「行っておいて良かった」に変わってきた、特にトレーニング
もしていないので「もう行けないな」と諦めつつある、とメール。私の
現実も同様だが、気持は山を駆け巡る。　　　　　　　　　　　　（鈴木）

昨年 11 月中旬、奥秩父縦走路の最西端・瑞牆山 2230 ｍに登った。富
士見平から右へ行くと金峰山、左が瑞牆山。最後の 1 時間元々岩のゴロゴ
ロした登山道だったが、岩の間の土壌が流されひどく歩きづらくなってい
た。最後は北側に回り込み360度の山頂。嫌な気分が一気に晴れる。（田上）

今日インフルエンザのワクチン接種を済ませた。町からの負担があるの
で 4300 円のところ 1300 円で済んだ。日本人が一年に風邪をひく回
数は 2 回位が 20%、1 回位が 34% で、ほとんど風邪をひかない人の
割合が 26% である。風邪とインフルエンザとコロナの初期症状が似て
いるので、備えあれば憂いなしということだ。　　　　　　　　（今野）
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読者感想をお寄せください！
登山時報の感想をお送りください（形式自由）。
希望者には 22 年版労山カレンダーを進呈します（合
計 10 名）。感想に「カレンダー希望」・郵便番号・住所・
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洞井孝雄さん（半田ファミ
リー山の会／愛知、元日本勤
労者山岳連盟副会長）が本誌
に 2014 年 5 月～ 2018 年 5 月
の 4 年間にわたって連載した

「私の登山ワタシと登山─ど
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東京都生まれ。高校ではワンダーフォーゲル
部、大学では社会人山岳会に参加し、岩・沢・
雪・スキーと山遊びを謳歌する。卒業後は海
外遠征、国内外の登山・トレッキングを扱う
旅行会社勤務、山小屋バイトを経て、現在は
カモシカスポーツ勤務。山岳素行童人メ〜グ
リ家（神奈川県連）に所属。今号より山道具
紹介ページ『山の自由帳』を執筆する。

篠塚 優 さん

■
学
生
で
も
社
会
人
山
岳
会
へ

　

大
学
の
時
、
高
校
と
同
じ
く
ワ
ン

ゲ
ル
に
一
度
は
入
っ
た
の
で
す
が
、

つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り

退
部
。
そ
の
後
、
丹
沢
の
自
然
調
査

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
時
に
、

山
岳
会
を
勧
め
て
く
れ
る
方
が
い
て
、

ネ
ッ
ト
で
探
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

そ
の
会
で
海
外
遠
征
の
機
会
が
あ
り
、

一
生
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ

な
い
！
と
就
職
を
ふ
り
き
っ
て
ナ
ヤ

カ
ン
ガ
（
５
８
４
６
m
）
へ
。
２
０

０
８
年
の
こ
と
で
す
。
空
の
青
さ
が

印
象
的
で
、
宇
宙
に
近
い
色
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

■
そ
し
て
「
山
」
人
生
へ
…

　

帰
国
後
、
遠
征
前
か
ら
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
た
旅
行
会
社
へ
就
職
し
、

生
活
が
山
一
色
に
な
り
ま
し
た
。
が
、

数
年
で
退
職
し
、
２
０
１
１
年
に
は

念
願
の
６
０
０
０
m
峰
・
メ
ラ
ピ
ー

ク
へ
。
実
は
こ
の
時
、
ち
ょ
う
ど
登

頂
日
が
誕
生
日
で
最
高
の
日
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
翌
年
は
南
ア
ル
プ
ス

の
荒
川
小
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
も
。
山

上
の
生
活
は
２
ヶ
月
と
い
う
短
い
期

間
で
し
た
が
、
日
々
変
化
し
て
い
く

自
然
の
移
ろ
い
を
一
つ
も
見
逃
さ
な

い
よ
う
大
切
に
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
山
岳
会
で
交
流
の
あ
っ
た
ダ

ン
プ
さ
ん
の
会
社
で
あ
る
カ
モ
シ
カ

ス
ポ
ー
ツ
に
入
社
し
ま
し
た
。

　

仕
事
で
の
縁
あ
っ
て
２
０
１
６
年

に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ル

ズ
で
お
こ
な
わ
れ
た
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｍ

（W
om

en's International Clim
bing 

M
eet

）
に
８
日
間
の
休
暇
を
取
得
し

て
参
加
し
、
易
し
い
ト
ラ
ッ
ド
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

も
と
も
と
沢
で
滝
を
登
る
の
が
怖
く

て
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
岩

登
り
そ
の
も
の
も
気
づ
い
た
ら
好
き

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

■
２
０
２
２
年
は
転
機
の
年
？

　

山
の
近
く
で
暮
ら
し
た
く
て
異
動

願
い
を
出
し
ま
し
た
。
５
月
か
ら
松

本
店
勤
務
が
叶
い
ま
す
。
こ
の
数
年
、

冬
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
へ
行
く
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
転
勤
後
は
山

が
近
く
な
る
分
、
雪
山
へ
出
ら
れ
そ

う
で
楽
し
み
で
す
。
移
住
の
不
安
も

あ
り
ま
す
が
！

　

山
は
自
分
の
体
力
や
技
術
に
限
界

ま
で
向
か
い
合
っ
て
も
い
い
し
、
ハ

イ
キ
ン
グ
で
の
ん
び
り
し
て
も
い
い

し
、
仲
間
と
で
も
独
り
で
も
楽
し
い

し
、
同
じ
山
で
も
季
節
毎
に
楽
し
い

し
、
飽
き
る
こ
と
が
全
然
な
く
、
こ

れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
登
る
と
思
い
ま

す
。
山
に
登
り
続
け
て
、学
び
続
け
て
、

色
ん
な
こ
と
を
誌
面
で
発
信
し
た
り
、

共
有
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
！

前
号
で
終
了
し
た
「
オ
ス
ス
メ
山
道
具
」
の

笹
原
さ
ん
は
、
篠
塚
さ
ん
に
つ
い
て
「
い
ろ

ん
な
経
験
が
あ
る
か
ら
、
引
き
出
し
が
い
っ

ぱ
い
あ
っ
て
、
い
い
と
思
い
ま
す
よ
～
」
と

太
鼓
判
。
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（
聞
き
手
・
小
池
藍
）

山
道
具
店
に
勤
務
。
今
号
よ
り
「
山
の
自
由
帳
」
を
連
載

「
山
の
繋
が
り
で
生
き
て
き
た
」
自
他
と
も
に
認
め
る
大
の
山
好
き

この時期（12 月初旬）の寒さが好きではない。まだ体が寒さに慣れず、
寝ていても顔の周りに冷気を感じる。車のフロントガラスが凍るし、出
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（笑）。北アルプスはすっかり雪化粧だ。　　　　　　　　　　　　（塩田）
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を
読
む
の
が
得
意
で
な
け
れ
ば
、
ス

マ
ホ
の
地
図
ア
プ
リ
を
確
実
に
使
え

る
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
こ
と
に
な

る
。

　

道
を
間
違
え
な
い
ま
で
も
、
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。

う
っ
か
り
地
図
を
見
ず
に
長
い
時
間

進
ん
で
し
ま
っ
て
、
道
を
間
違
え
た

こ
と
に
気
づ
い
た
時
に
は
も
う
戻
る

気
力
が
な
い
（
特
に
下
り
）
と
い
う

事
態
は
避
け
た
い
が
、
そ
う
か
と
言
っ

て
年
が
ら
年
中
ス
マ
ホ
と
に
ら
め
っ

こ
と
い
う
の
も
面
白
く
な
い
。
ど
う

い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
地
図
を
見
れ
ば

い
い
の
か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は

少
し
だ
け
等
高
線
が
読
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
よ
い
。

　

次
回
以
降
、
こ
こ
ま
で
の
内
容
を

掘
り
下
げ
て
紹
介
す
る
。

ぱ
っ
と
見
た
と
き
に
、「
あ
ぁ
、
あ
と

こ
れ
ぐ
ら
い
だ
な
」
と
感
覚
的
に
理
解

で
き
れ
ば
ペ
ー
ス
配
分
も
し
や
す
い

し
、
同
行
者
の
「
あ
と
ち
ょ
っ
と
だ

よ
」
と
い
う
裏
切
ら
れ
る
こ
と
の
多

い
言
葉
を
信
じ
る
必
要
も
な
く
な
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
こ
ま
め
に
止
ま
っ

て
地
図
ア
プ
リ
で
現
在
地
と
目
的
地

を
表
示
さ
せ
て
見
る
、
と
い
う
こ
と

を
日
常
的
に
し
て
い
れ
ば
感
覚
が
身

に
付
く
だ
ろ
う
。
そ
の
程
度
の
取
り

組
み
で
ま
ず
は
十
分
だ
。

　

地
図
か
ら
リ
ス
ク
を
読
み
取
る
こ

と
も
重
要
だ
。
代
表
的
な
も
の
は
、

一
気
に
覚
え
て
し
ま
う
の
が
良
い
。

ル
ー
ト
の
周
り
に
針
葉
樹
林
（
図
２

①
）
や
広
葉
樹
林
（
図
２
②
）
が
あ

れ
ば
直
射
日
光
や
風
が
や
わ
ら
ぐ
が
、

砂
礫
地
（
図
２
③
）、荒
地
（
図
２
④
）、

ハ
イ
マ
ツ
地
（
図
２
⑤
）、
笹
地
（
図

２
⑥
）
の
よ
う
に
林
が
な
い
場
所
は

そ
れ
ら
を
遮
る
も
の
が
な
い
し
、
雷

の
直
撃
を
受
け
や
す
い
場
所
で
も
あ

る
。
登
山
道
の
横
に
崖
（
図
２
⑦
、⑧
）

が
あ
れ
ば
、
転
落
や
落
石
に
注
意
が

必
要
。
砂
礫
地
（
図
２
③
）
や
周
り

に
岩
の
記
号
（
図
２
⑨
）
が
多
い
場

　

車
の
運
転
が
好
き
で
は
な
く
て
も
、

な
い
と
生
活
が
不
便
な
た
め
に
運
転

し
て
い
る
人
も
大
勢
い
る
。
同
様
に
、

山
を
歩
く
人
に
と
っ
て
地
図
は
「
あ

る
と
便
利
な
道
具
」
で
あ
る
た
め
、

好
き
で
な
く
て
も
必
要
に
迫
ら
れ
て

使
っ
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
好
き
に
な
れ
な
く
て
地
図
に
手

を
出
さ
ず
に
い
る
人
も
多
い
の
で
は

な
い
か
。
今
号
か
ら
の
３
回
は
そ
ん

な
人
に
こ
そ
読
ん
で
ほ
し
い
。

　

地
図
が
好
き
な
人
は
地
図
の
様
々

な
読
み
方
や
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う

と
し
、
山
歩
き
に
は
関
係
の
な
い
地

図
の
ト
リ
ビ
ア
に
ま
で
興
味
を
覚
え

た
り
も
す
る
が
、
地
図
が
好
き
で
も

な
い
人
は
最
低
限
の
学
習
と
練
習
で

便
利
に
使
い
た
い
と
思
う
の
で
は
な

い
か
。
で
は
、
そ
の
最
低
限
と
は
ど

の
程
度
の
も
の
だ
ろ
う
？

ス
タ
イ
ム
は
、
所
要
時
間
推
測
の
強

い
味
方
だ
。
コ
ー
ス
タ
イ
ム
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
あ

る
（
例
：https://w

w
w

.yam
akei-

online.com

）。
コ
ー
ス
タ
イ
ム
が
分

か
る
山
な
ら
、
積
極
的
に
利
用
し
た

い
。
た
だ
し
、
人
に
よ
っ
て
歩
く
速
度

や
体
力
が
違
う
の
で
、
自
分
や
同
行
者

が
普
段
コ
ー
ス
タ
イ
ム
の
何
パ
ー
セ

　

計
画
段
階
で
の
地
図
活
用

　

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
計
画

段
階
で
の
地
図
活
用
で
あ
る
。

　

設
定
し
た
コ
ー
ス
の
所
要
時
間
、

き
つ
さ
、
必
要
な
飲
食
物
の
量
な
ど

を
地
図
か
ら
推
測
す
る
こ
と
は
、
準

備
の
中
で
も
か
な
り
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
距
離
と
登
距

離
、
ま
た
は
登
山
地
図
な
ど
の
コ
ー

ス
タ
イ
ム
が
役
に
立
つ
。
距
離
と
登

距
離
は
紙
の
地
図
か
ら
読
み
取
ら
な

く
て
も
、
ア
プ
リ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
図
１
参
照
）
で
コ
ー
ス
を
設
定
し
て

求
め
て
も
よ
い
。

　

距
離
と
登
距
離
か
ら
所
要
時
間
な

ど
を
推
測
し
て
も
誤
差
は
出
る
た
め
、

余
裕
の
あ
る
計
画
を
立
て
よ
う
。
登

山
地
図
（
昭
文
社
発
行
の
「
山
と
高

原
地
図
」
な
ど
）
に
載
っ
て
い
る
コ
ー

所
は
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
歩
き
に
く

い
か
も
し
れ
な
い
＝
捻
挫
に
注
意
し

た
い
し
、
予
定
よ
り
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
急
斜
面

（
等
高
線
が
つ
ま
っ
て
い
る
場
所
）
で

は
上
り
下
り
が
大
変
か
も
し
れ
な
い
。

川
を
渡
る
ル
ー
ト
は
、
濡
れ
る
か
も

し
れ
な
い
し
、
大
雨
の
後
は
渡
れ
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
の
よ
う
な

こ
と
を
読
み
取
っ
て
対
策
や
心
の
準

備
を
し
て
お
き
た
い
。

　

今
は
ス
マ
ホ
の
地
図
ア
プ
リ
を
使

え
ば
道
に
迷
っ
て
帰
れ
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
起
き
に
く
い
。
道
を
間

違
え
た
こ
と
が
分
か
っ
た
時
に
ど
こ

を
ど
う
歩
い
て
き
た
か
覚
え
て
い
な

く
て
も
、
地
図
ア
プ
リ
で
歩
い
て
き

た
道
筋
（
ト
ラ
ッ
ク
と
呼
ぶ
）
を
表

示
さ
せ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
た
ど
っ

て
戻
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
か
ら
だ
。

と
は
言
っ
て
も
、
踏
み
跡
が
不
明
瞭

な
場
合
に
本
当
に
ス
マ
ホ
画
面
の
ト

ラ
ッ
ク
を
た
ど
っ
て
戻
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
画
面
を
見
な
が
ら
少
し

進
ん
で
み
て
、あ
、違
う
、こ
っ
ち
じ
ゃ

な
い
、
な
ど
と
繰
り
返
し
て
い
る
と

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し

ま
う
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
を
記
録
し

て
い
た
は
ず
が
記
録
で
き
て
い
な
け

れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
戻
れ
ば
良
い
か

分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
地
図

ン
ト
ぐ
ら
い
で
歩

い
て
い
る
か
計
っ

て
お
き
、
参
考
に
し

よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

友
人
が
同
じ
コ
ー

ス
を
歩
い
た
こ
と

が
あ
れ
ば
話
を
聞

く
の
も
有
効
だ
。
ヤ

マ
レ
コ
（https://

w
w

w
.yam

areco.
com

/

）
の
よ
う

な
山
行
記
録
の
投

稿
サ
イ
ト
で
同
じ

ル
ー
ト
を
歩
い
た

記
録
を
見
つ
け
て

参
考
に
し
て
も
良

い
。
た
だ
し
、
投

稿
さ
れ
た
記
録
が

正
し
い
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
複
数

の
人
の
投
稿
を
確
認
す
る
。
所
要
時

間
を
推
測
で
き
れ
ば
、
き
つ
さ
や
必

要
な
水
、
食
料
も
推
測
し
や
す
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
コ
ー

ス
全
体
の
距
離
や
登
距
離
を
地
図
か

ら
正
確
に
読
み
取
る
こ
と
は
必
ず
し

も
出
来
な
く
て
も
よ
い
。
一
方
で
、

現
在
地
か
ら
目
的
地
ま
で
地
図
上
で

地
図
嫌
い
は
ど
こ
ま
で
地
図
を
読
め
ば
い
い
の
か 
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を
読
む
の
が
得
意
で
な
け
れ
ば
、
ス

マ
ホ
の
地
図
ア
プ
リ
を
確
実
に
使
え

る
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
こ
と
に
な

る
。

　

道
を
間
違
え
な
い
ま
で
も
、
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。

う
っ
か
り
地
図
を
見
ず
に
長
い
時
間

進
ん
で
し
ま
っ
て
、
道
を
間
違
え
た

こ
と
に
気
づ
い
た
時
に
は
も
う
戻
る

気
力
が
な
い
（
特
に
下
り
）
と
い
う

事
態
は
避
け
た
い
が
、
そ
う
か
と
言
っ

て
年
が
ら
年
中
ス
マ
ホ
と
に
ら
め
っ

こ
と
い
う
の
も
面
白
く
な
い
。
ど
う

い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
地
図
を
見
れ
ば

い
い
の
か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は

少
し
だ
け
等
高
線
が
読
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
よ
い
。

　

次
回
以
降
、
こ
こ
ま
で
の
内
容
を

掘
り
下
げ
て
紹
介
す
る
。

ぱ
っ
と
見
た
と
き
に
、「
あ
ぁ
、
あ
と

こ
れ
ぐ
ら
い
だ
な
」
と
感
覚
的
に
理
解

で
き
れ
ば
ペ
ー
ス
配
分
も
し
や
す
い

し
、
同
行
者
の
「
あ
と
ち
ょ
っ
と
だ

よ
」
と
い
う
裏
切
ら
れ
る
こ
と
の
多

い
言
葉
を
信
じ
る
必
要
も
な
く
な
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
こ
ま
め
に
止
ま
っ

て
地
図
ア
プ
リ
で
現
在
地
と
目
的
地

を
表
示
さ
せ
て
見
る
、
と
い
う
こ
と

を
日
常
的
に
し
て
い
れ
ば
感
覚
が
身

に
付
く
だ
ろ
う
。
そ
の
程
度
の
取
り

組
み
で
ま
ず
は
十
分
だ
。

　

地
図
か
ら
リ
ス
ク
を
読
み
取
る
こ

と
も
重
要
だ
。
代
表
的
な
も
の
は
、

一
気
に
覚
え
て
し
ま
う
の
が
良
い
。

ル
ー
ト
の
周
り
に
針
葉
樹
林
（
図
２

①
）
や
広
葉
樹
林
（
図
２
②
）
が
あ

れ
ば
直
射
日
光
や
風
が
や
わ
ら
ぐ
が
、

砂
礫
地
（
図
２
③
）、荒
地
（
図
２
④
）、

ハ
イ
マ
ツ
地
（
図
２
⑤
）、
笹
地
（
図

２
⑥
）
の
よ
う
に
林
が
な
い
場
所
は

そ
れ
ら
を
遮
る
も
の
が
な
い
し
、
雷

の
直
撃
を
受
け
や
す
い
場
所
で
も
あ

る
。
登
山
道
の
横
に
崖
（
図
２
⑦
、⑧
）

が
あ
れ
ば
、
転
落
や
落
石
に
注
意
が

必
要
。
砂
礫
地
（
図
２
③
）
や
周
り

に
岩
の
記
号
（
図
２
⑨
）
が
多
い
場

　

車
の
運
転
が
好
き
で
は
な
く
て
も
、

な
い
と
生
活
が
不
便
な
た
め
に
運
転

し
て
い
る
人
も
大
勢
い
る
。
同
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に
、

山
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歩
く
人
に
と
っ
て
地
図
は
「
あ

る
と
便
利
な
道
具
」
で
あ
る
た
め
、

好
き
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な
く
て
も
必
要
に
迫
ら
れ
て

使
っ
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
好
き
に
な
れ
な
く
て
地
図
に
手

を
出
さ
ず
に
い
る
人
も
多
い
の
で
は

な
い
か
。
今
号
か
ら
の
３
回
は
そ
ん

な
人
に
こ
そ
読
ん
で
ほ
し
い
。

　

地
図
が
好
き
な
人
は
地
図
の
様
々

な
読
み
方
や
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う

と
し
、
山
歩
き
に
は
関
係
の
な
い
地

図
の
ト
リ
ビ
ア
に
ま
で
興
味
を
覚
え

た
り
も
す
る
が
、
地
図
が
好
き
で
も

な
い
人
は
最
低
限
の
学
習
と
練
習
で

便
利
に
使
い
た
い
と
思
う
の
で
は
な

い
か
。
で
は
、
そ
の
最
低
限
と
は
ど

の
程
度
の
も
の
だ
ろ
う
？

ス
タ
イ
ム
は
、
所
要
時
間
推
測
の
強

い
味
方
だ
。
コ
ー
ス
タ
イ
ム
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
あ

る
（
例
：https://w

w
w

.yam
akei-

online.com

）。
コ
ー
ス
タ
イ
ム
が
分

か
る
山
な
ら
、
積
極
的
に
利
用
し
た

い
。
た
だ
し
、
人
に
よ
っ
て
歩
く
速
度

や
体
力
が
違
う
の
で
、
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分
や
同
行
者
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段
コ
ー
ス
タ
イ
ム
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何
パ
ー
セ

　

計
画
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階
で
の
地
図
活
用
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。
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。
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距
離
は
紙
の
地
図
か
ら
読
み
取
ら
な

く
て
も
、
ア
プ
リ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
図
１
参
照
）
で
コ
ー
ス
を
設
定
し
て

求
め
て
も
よ
い
。

　

距
離
と
登
距
離
か
ら
所
要
時
間
な

ど
を
推
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て
も
誤
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出
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、
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線
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が
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、
濡
れ
る
か
も

し
れ
な
い
し
、
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後
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い
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も
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な

こ
と
を
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っ
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対
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や
心
の
準
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お
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た
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。

　

今
は
ス
マ
ホ
の
地
図
ア
プ
リ
を
使

え
ば
道
に
迷
っ
て
帰
れ
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
起
き
に
く
い
。
道
を
間

違
え
た
こ
と
が
分
か
っ
た
時
に
ど
こ

を
ど
う
歩
い
て
き
た
か
覚
え
て
い
な

く
て
も
、
地
図
ア
プ
リ
で
歩
い
て
き

た
道
筋
（
ト
ラ
ッ
ク
と
呼
ぶ
）
を
表

示
さ
せ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
た
ど
っ

て
戻
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
か
ら
だ
。

と
は
言
っ
て
も
、
踏
み
跡
が
不
明
瞭

な
場
合
に
本
当
に
ス
マ
ホ
画
面
の
ト

ラ
ッ
ク
を
た
ど
っ
て
戻
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
画
面
を
見
な
が
ら
少
し

進
ん
で
み
て
、あ
、違
う
、こ
っ
ち
じ
ゃ

な
い
、
な
ど
と
繰
り
返
し
て
い
る
と

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し

ま
う
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
を
記
録
し

て
い
た
は
ず
が
記
録
で
き
て
い
な
け

れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
戻
れ
ば
良
い
か

分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
地
図

ン
ト
ぐ
ら
い
で
歩

い
て
い
る
か
計
っ

て
お
き
、
参
考
に
し

よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

友
人
が
同
じ
コ
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ス
を
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い
た
こ
と

が
あ
れ
ば
話
を
聞

く
の
も
有
効
だ
。
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レ
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areco.
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の
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な
山
行
記
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の
投

稿
サ
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ト
で
同
じ

ル
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ト
を
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い
た

記
録
を
見
つ
け
て

参
考
に
し
て
も
良

い
。
た
だ
し
、
投

稿
さ
れ
た
記
録
が

正
し
い
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
複
数

の
人
の
投
稿
を
確
認
す
る
。
所
要
時

間
を
推
測
で
き
れ
ば
、
き
つ
さ
や
必

要
な
水
、
食
料
も
推
測
し
や
す
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
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ー

ス
全
体
の
距
離
や
登
距
離
を
地
図
か

ら
正
確
に
読
み
取
る
こ
と
は
必
ず
し

も
出
来
な
く
て
も
よ
い
。
一
方
で
、

現
在
地
か
ら
目
的
地
ま
で
地
図
上
で

地
図
嫌
い
は
ど
こ
ま
で
地
図
を
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今
冬
は
八
ヶ
岳
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
メ
ン
バ
ー

は
中
高
年
が
主
体
で
体
力
・
技
術
面

で
限
界
が
あ
り
、
若
返
り
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
体
力
・
技

術
面
で
限
界
を
感
じ
て
い
る
「
ジ
ジ

バ
バ
」
に
合
っ
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
略

し
て
Ｊ
Ｂ
Ｃ
）
を
す
る
動
き
も
出
て

き
て
い
ま
す
。

　

海
外
登
山
で
は
、
２
０
１
８
年
に

ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
、

ア
イ
ガ
ー
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
ピ
ッ

ツ
・
ベ
ル
ニ
ナ
の
４
座
に
３
名
が
登

頂
、
２
０
１
９
年
に
は
韓
国
の
イ
ン

ス
ボ
ン
に
２
名
が
遠
征
し
ま
し
た
。

の
例
会
山
行
と
月
数
回
の
平
日
ハ
イ

キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
キ

ン
グ
部
門
で
は
、
現
在
、
百
名
山
巡

り
が
密
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。
最
近
２
年
続
け
て
百
名
山
達
成

者
が
出
て
、
さ
ら
に
火
が
広
が
っ
た

よ
う
で
、
新
た
に
数
名
が
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
廿
日

市
観
光
協
会
の
廿
日
市
２０
名
山
選
定

に
地
元
の
山
岳
会
と
し
て
参
加
し
、

そ
の
う
ち
の
一
座
「
十
方
山
」
の
登

山
ツ
ア
ー
に
は
ガ
イ
ド
と
し
て
協
力

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
現
在
は
、
廿

日
市
２０
名
山
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
門
で
は
、
平

日
を
含
め
三
倉
岳
・
窓
が
山
・
天
応

烏
帽
子
岩
山
の
３
つ
の
岩
場
で
月
４

回
の
岩
ト
レ
、
四
季
を
通
じ
て
の
県

外
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
年
３
回
の
沢
登

り
、
さ
ら
に
年
９
回
の
山
域
研
究
を

行
い
地
元
の
山
々
を
踏
査
・
研
究
し

て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
を
受
け
ま
し
た

が
、
県
外
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は

５
月
に
７
名
で
宮
崎
の
比

叡
山
、
１０
月
に
５
名
で
北
岳

バ
ッ
ト
レ
ス
を
登
り
ま
し
た
。

早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
海
外
登
山

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。

　

今
後
の
会
の
活
動
で
す
が
、
地
元
の

広
島
西
部
地
域
に
根
ざ
し
た
ハ
イ
キ

ン
グ
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
活
動
を
基
礎

と
し
て
県
外
さ
ら
に
海
外
の
山
域
に

足
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
登
山
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
ロ
ー
カ
ル
で
グ
ロ
ー

バ
ル
な
総
合
山
岳
会
を
目
指
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
安
達
忠
雄
／
佐
伯
山
の
会
会
長
）

　
会
の
歴
史
は
４０
年
以
上

　
現
在
、
約
５０
名
で
活
動

　

佐
伯
山
の
会
は
２
年
前
の
１０
月
に

創
立
４０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念

行
事
と
し
て
祝
賀
会
の
開
催
、
第
１

回
目
の
例
会
山
行
を
し
た
湯
来
冠
山

の
記
念
登
山
、
そ
し
て
記
念
誌
を
発

行
（
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
に
入
れ
て
配
付
）

す
る
な
ど
、
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

創
立
以
来
、
総
合
山
岳
会
と
し
て

地
元
の
山
々
を
中
心
に
ハ
イ
キ
ン
グ

か
ら
海
外
登
山
ま
で
幅
広
い
登
山
活

動
を
行
っ
て
来
て
い
ま
す
。
会
員
数

は
５０
余
名
、
会
の
ブ
ロ
グ
な
ど
を
通

じ
て
徐
々
に
会
員
が
増
え
て
い
ま
す
。

最
近
、
１１
歳
の
小
学
生
の
入
会
に
つ

い
て
祖
父
か
ら
の
想
定
外
の
問
い
合

せ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
は
月
１
回
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
、
山
行
は
ハ
イ
キ
ン
グ
部
門

と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
門
と
に
分
れ

て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
垣
根
は
な

く
相
互
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
の
新
入
会
員

歓
迎
会
、
夏
の
納
涼
会
、
冬
の
忘
年

会
と
年
３
回
は
会
全
体
の
交
流
を

図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
残
念
な
が
ら
昨
年
・
今
年
と
中

止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
現

在
、
幸
い
に
も
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

が
落
ち
つ
い
て
い
る
の
で
、
今
年
の

忘
年
会
は
、
久
し
ぶ
り
の
交
流
が
図

れ
る
よ
う
な
ん
と
か
実
施
で
き
な
い

も
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
廿
日
市
20
名
山
選
定
に
携
わ
り
、

　
山
域
研
究
や
海
外
登
山
も
行
う

　

ハ
イ
キ
ン
グ
部
門
で
は
、
月
２
回

創立 40 周年記念登山（湯来冠山　2019 年 10 月）

北岳バットレスマッチ箱と城塞を見
上げる（2021 年 10 月）

剱岳小窓尾根

佐
伯
山
の
会

佐
伯
山
の
会 

広
島
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

広
島
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

労山をつなぐネットワーク
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ホームグラウンドの総合山岳会
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今
冬
は
八
ヶ
岳
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
メ
ン
バ
ー

は
中
高
年
が
主
体
で
体
力
・
技
術
面

で
限
界
が
あ
り
、
若
返
り
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
体
力
・
技

術
面
で
限
界
を
感
じ
て
い
る
「
ジ
ジ

バ
バ
」
に
合
っ
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
略

し
て
Ｊ
Ｂ
Ｃ
）
を
す
る
動
き
も
出
て

き
て
い
ま
す
。

　

海
外
登
山
で
は
、
２
０
１
８
年
に

ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
、

ア
イ
ガ
ー
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
ピ
ッ

ツ
・
ベ
ル
ニ
ナ
の
４
座
に
３
名
が
登

頂
、
２
０
１
９
年
に
は
韓
国
の
イ
ン

ス
ボ
ン
に
２
名
が
遠
征
し
ま
し
た
。

の
例
会
山
行
と
月
数
回
の
平
日
ハ
イ

キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
キ

ン
グ
部
門
で
は
、
現
在
、
百
名
山
巡

り
が
密
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。
最
近
２
年
続
け
て
百
名
山
達
成

者
が
出
て
、
さ
ら
に
火
が
広
が
っ
た

よ
う
で
、
新
た
に
数
名
が
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
廿
日

市
観
光
協
会
の
廿
日
市
２０
名
山
選
定

に
地
元
の
山
岳
会
と
し
て
参
加
し
、

そ
の
う
ち
の
一
座
「
十
方
山
」
の
登

山
ツ
ア
ー
に
は
ガ
イ
ド
と
し
て
協
力

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
現
在
は
、
廿

日
市
２０
名
山
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
門
で
は
、
平

日
を
含
め
三
倉
岳
・
窓
が
山
・
天
応

烏
帽
子
岩
山
の
３
つ
の
岩
場
で
月
４

回
の
岩
ト
レ
、
四
季
を
通
じ
て
の
県

外
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
年
３
回
の
沢
登

り
、
さ
ら
に
年
９
回
の
山
域
研
究
を

行
い
地
元
の
山
々
を
踏
査
・
研
究
し

て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
を
受
け
ま
し
た

が
、
県
外
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は

５
月
に
７
名
で
宮
崎
の
比

叡
山
、
１０
月
に
５
名
で
北
岳

バ
ッ
ト
レ
ス
を
登
り
ま
し
た
。

早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
海
外
登
山

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。

　

今
後
の
会
の
活
動
で
す
が
、
地
元
の

広
島
西
部
地
域
に
根
ざ
し
た
ハ
イ
キ

ン
グ
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
活
動
を
基
礎

と
し
て
県
外
さ
ら
に
海
外
の
山
域
に

足
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
登
山
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
ロ
ー
カ
ル
で
グ
ロ
ー

バ
ル
な
総
合
山
岳
会
を
目
指
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
安
達
忠
雄
／
佐
伯
山
の
会
会
長
）

　
会
の
歴
史
は
４０
年
以
上

　
現
在
、
約
５０
名
で
活
動

　

佐
伯
山
の
会
は
２
年
前
の
１０
月
に

創
立
４０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念

行
事
と
し
て
祝
賀
会
の
開
催
、
第
１

回
目
の
例
会
山
行
を
し
た
湯
来
冠
山

の
記
念
登
山
、
そ
し
て
記
念
誌
を
発

行
（
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
に
入
れ
て
配
付
）

す
る
な
ど
、
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

創
立
以
来
、
総
合
山
岳
会
と
し
て

地
元
の
山
々
を
中
心
に
ハ
イ
キ
ン
グ

か
ら
海
外
登
山
ま
で
幅
広
い
登
山
活

動
を
行
っ
て
来
て
い
ま
す
。
会
員
数

は
５０
余
名
、
会
の
ブ
ロ
グ
な
ど
を
通

じ
て
徐
々
に
会
員
が
増
え
て
い
ま
す
。

最
近
、
１１
歳
の
小
学
生
の
入
会
に
つ

い
て
祖
父
か
ら
の
想
定
外
の
問
い
合

せ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
は
月
１
回
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
、
山
行
は
ハ
イ
キ
ン
グ
部
門

と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
門
と
に
分
れ

て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
垣
根
は
な

く
相
互
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
の
新
入
会
員

歓
迎
会
、
夏
の
納
涼
会
、
冬
の
忘
年

会
と
年
３
回
は
会
全
体
の
交
流
を

図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
残
念
な
が
ら
昨
年
・
今
年
と
中

止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
現

在
、
幸
い
に
も
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

が
落
ち
つ
い
て
い
る
の
で
、
今
年
の

忘
年
会
は
、
久
し
ぶ
り
の
交
流
が
図

れ
る
よ
う
な
ん
と
か
実
施
で
き
な
い

も
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
廿
日
市
20
名
山
選
定
に
携
わ
り
、

　
山
域
研
究
や
海
外
登
山
も
行
う

　

ハ
イ
キ
ン
グ
部
門
で
は
、
月
２
回

創立 40 周年記念登山（湯来冠山　2019 年 10 月）

北岳バットレスマッチ箱と城塞を見
上げる（2021 年 10 月）

剱岳小窓尾根

佐
伯
山
の
会

佐
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広
島
県
勤
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者
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元旦の山
石井光造

　
正
月
に
登
っ
た
山
は
意
外
に
少
な
い
。

と
く
に
三
が
日
を
過
ご
し
た
山
、
二
泊
三

日
か
け
た
の
は
一
つ
か
二
つ
で
あ
る
。
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
五
十
歳
に
な
る

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
に
行
っ
た
皇

海
山
で
あ
っ
た
。

　
庚
申
山
経
由
し
か
な
か
っ
た
登
山
路

に
、
栗
原
川
林
道
の
途
中
か
ら
不
動
沢
を

登
り
直
接
コ
ル
か
ら
山
頂
に
行
く
コ
ー
ス

が
開
か
れ
た
（
今
は
利
用
が
多
い
）。

　
冬
は
追
貝
側
は
ゲ
ー
ト
が
閉
め
ら
れ
て

い
た
の
で
、
反
対
側
の
根
利
か
ら
林
道
を

歩
く
こ
と
に
な
る
。
タ
ク
シ
ー
は
雪
で
ス

ト
ッ
プ
、
凍
っ
た
道
を
皇
海
橋
（
右
奥
の

赤
い
橋
）目
指
し
て
進
ん
だ
。 

（
右
写
真
）。

　
二
日
目
は
テ
ン
ト
か
ら
不
動
沢
を
登
っ

た
が
、
時
間
切
れ
で
コ
ル
往
復
に
な
っ
た
。

三
日
は
朝
六
時
か
ら
氷
の
林
道
を
歩
い
て

追
貝
ま
で
、
最
低
で
も
六
時
間
は
み
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
や
っ
と
明
け
て
き
た

林
道
か
ら
皇
海
山
を
振
り
返
る
と
、
黒
々

し
た
姿
だ
っ
た
（
中
写
真
）。

　
正
午
近
く
、
皇
海
山
が
見
え
な
く
な
り

そ
う
な
林
道
か
ら
、別
れ
の
ス
ナ
ッ
プ
（
右

写
真
）。
そ
の
後
、
四
月
に
登
頂
し
た
の

で
あ
っ
た
。

vol.108

雪の描き方

少し黄

緑と赤 黄と紫谷川

紫と青
天狗岩と針の耳神社（岩の下に小さく見える赤い祠）

　

双
石
山
！　

最
初
こ
の
文
字
を
見

た
時
に
何
て
読
む
の
か
？　

と
考
え

た
が
、
聞
く
と
「
ぼ
ろ
い
し
や
ま
」

と
の
こ
と
。
諸
説
あ
る
ら
し
い
が
、

岩
肌
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
崩
れ
る
様
子
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
ら
し
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
山
に
は
様
々
な
ル
ー

ト
が
あ
る
の
だ
が
、
今
回
紹
介
す
る

の
は
小
谷
登
山
口
か
ら
登
る
ル
ー
ト

で
あ
る
。

　

先
ず
、
登
山
口
か
ら
磐
窟
神
社
、

天
狗
岩
と
針
の
耳
神
社
へ
と
向
か
う
。

磐
窟
神
社
ま
で
は
明
る
く
開
け
た
登

山
道
と
な
っ
て
い
る
。
天
狗
岩
と
針

の
耳
神
社
の
佇
ま
い
は
迫
力
が
あ
り
、

ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
崩
れ
て
い
る
岩
肌
は
見

る
者
を
圧
倒
す
る
。
天
狗
岩
の
次
は

空
池
へ
と
向
か
う
が
、
こ
こ
は
周
り

を
大
き
な
岩
壁
に
囲
ま
れ
た
見
ご
た

え
抜
群
の
、
空
っ
ぽ
の
池
で
あ
る
。

空
池
の
出
口
に
は
大
き
な
チ
ョ
ッ
ク

ス
ト
ー
ン
が
あ
り
、
そ
れ
を
潜
る
と

第
2
展
望
所
へ
と
向
か
う
登
り
が
い

の
あ
る
尾
根
コ
ー
ス
と
な
る
。
途
中
、

大
岩
展
望
台
に
立
ち
寄
り
、
宮
崎
市

内
を
一
望
で
き
る
第
2
展
望
所
へ
と

登
る
。
天
狗
岩
か
ら
第
2
展
望
所
ま

で
は
ロ
ー
プ
箇
所
（
鎖
場
）
も
多
く
、

全
身
を
使
っ
て
登
る
と
い
う
醍
醐
味

に
溢
れ
て
い
る
。

　

展
望
所
で
休
憩
し
、
双
石
山
山
頂

へ
と
尾
根
伝
い
に
歩
い
て
行
く
と
、

小
屋
の
中
ま
で
管
理
さ
れ
た
立
派
な

山
小
屋
!?　

が
現
れ
る
。
山
小
屋
を

過
ぎ
て
か
ら
の
尾
根
伝
い
は
、
高
低

差
が
大
き
く
な
る
が
、頑
張
っ
て
登
っ

て
い
る
と
ほ
ど
な
く
山
頂
へ
と
辿
り

着
く
。
残
念
な
こ
と
に
山
頂
か
ら
の

展
望
は
そ
れ
ほ
ど
良
く
な
い
が
、
遠

く
に
尾
鈴
山
、
鰐
塚
山
を
眺
め
る
こ

と
が
出
来
る
。

　

下
り
は
、第
2
展
望
所
か
ら
谷
ル
ー

ト
を
下
っ
て
象
の
墓
場
へ
と
立
ち
寄

る
。
こ
の
場
所
も
ま
た
迫
力
の
あ
る

岸
壁
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

是
非
ど
こ
に
象
が
い
る
の

か
探
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

双
石
山
は
、
低
山
だ
か

ら
と
軽
く
み
て
登
る
と
良

い
意
味
で
安
心
感
を
裏
切

ら
れ
る
冒
険
的
、
魅
力
的

な
山
。
初
心
者
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
ま
で
い
ろ
ん
な
登
り

が
楽
し
め
る
山
で
あ
る
。

双
ぼ ろ い し や ま

石山 宮崎県

初心者からベテランまで！
いろんな登りが楽しめる
509 ｍの山

長友一彦
西都山岳会／宮崎

　参考タイム　   交通　   問い合わせ　   温泉　   地図時 交 問 温 地

時

交

問

温

地

小谷登山口～山頂までの往復歩行時間は 3 ～ 4 時間
小谷登山口まで東九州自動車道清武南 IC から 15 分
程度。登山口前に道路が広くなっている場所あり。
10 台くらい駐車可能。
宮崎森林管理署　業務課　0985-29-2311
ホテル青島サンクマール（太平洋が一望できるお薦
めの温泉。日帰り入浴可能。宮崎市折生迫 7408）
※周辺には道の駅フェニックス（宮崎市内海 381-1）がある
1:25000　日向青島・築地原

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成

雪は白なので、基本白い紙の場

合はその紙の色を使います。そ

こで白を生かすために紫と青を

足したものを私は使っています。

光があたっているので、少し見

えないくらいの黄色を塗ってお

くと、より雪が際立ちます。
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元旦の山
石井光造

　
正
月
に
登
っ
た
山
は
意
外
に
少
な
い
。

と
く
に
三
が
日
を
過
ご
し
た
山
、
二
泊
三

日
か
け
た
の
は
一
つ
か
二
つ
で
あ
る
。
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
五
十
歳
に
な
る

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
に
行
っ
た
皇

海
山
で
あ
っ
た
。

　
庚
申
山
経
由
し
か
な
か
っ
た
登
山
路

に
、
栗
原
川
林
道
の
途
中
か
ら
不
動
沢
を

登
り
直
接
コ
ル
か
ら
山
頂
に
行
く
コ
ー
ス

が
開
か
れ
た
（
今
は
利
用
が
多
い
）。

　
冬
は
追
貝
側
は
ゲ
ー
ト
が
閉
め
ら
れ
て

い
た
の
で
、
反
対
側
の
根
利
か
ら
林
道
を

歩
く
こ
と
に
な
る
。
タ
ク
シ
ー
は
雪
で
ス

ト
ッ
プ
、
凍
っ
た
道
を
皇
海
橋
（
右
奥
の

赤
い
橋
）目
指
し
て
進
ん
だ
。 

（
右
写
真
）。

　
二
日
目
は
テ
ン
ト
か
ら
不
動
沢
を
登
っ

た
が
、
時
間
切
れ
で
コ
ル
往
復
に
な
っ
た
。

三
日
は
朝
六
時
か
ら
氷
の
林
道
を
歩
い
て

追
貝
ま
で
、
最
低
で
も
六
時
間
は
み
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
や
っ
と
明
け
て
き
た

林
道
か
ら
皇
海
山
を
振
り
返
る
と
、
黒
々

し
た
姿
だ
っ
た
（
中
写
真
）。

　
正
午
近
く
、
皇
海
山
が
見
え
な
く
な
り

そ
う
な
林
道
か
ら
、別
れ
の
ス
ナ
ッ
プ
（
右

写
真
）。
そ
の
後
、
四
月
に
登
頂
し
た
の

で
あ
っ
た
。

vol.108

雪の描き方

少し黄

緑と赤 黄と紫谷川

紫と青
天狗岩と針の耳神社（岩の下に小さく見える赤い祠）

　

双
石
山
！　

最
初
こ
の
文
字
を
見

た
時
に
何
て
読
む
の
か
？　

と
考
え

た
が
、
聞
く
と
「
ぼ
ろ
い
し
や
ま
」

と
の
こ
と
。
諸
説
あ
る
ら
し
い
が
、

岩
肌
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
崩
れ
る
様
子
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
ら
し
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
山
に
は
様
々
な
ル
ー

ト
が
あ
る
の
だ
が
、
今
回
紹
介
す
る

の
は
小
谷
登
山
口
か
ら
登
る
ル
ー
ト

で
あ
る
。

　

先
ず
、
登
山
口
か
ら
磐
窟
神
社
、

天
狗
岩
と
針
の
耳
神
社
へ
と
向
か
う
。

磐
窟
神
社
ま
で
は
明
る
く
開
け
た
登

山
道
と
な
っ
て
い
る
。
天
狗
岩
と
針

の
耳
神
社
の
佇
ま
い
は
迫
力
が
あ
り
、

ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
崩
れ
て
い
る
岩
肌
は
見

る
者
を
圧
倒
す
る
。
天
狗
岩
の
次
は

空
池
へ
と
向
か
う
が
、
こ
こ
は
周
り

を
大
き
な
岩
壁
に
囲
ま
れ
た
見
ご
た

え
抜
群
の
、
空
っ
ぽ
の
池
で
あ
る
。

空
池
の
出
口
に
は
大
き
な
チ
ョ
ッ
ク

ス
ト
ー
ン
が
あ
り
、
そ
れ
を
潜
る
と

第
2
展
望
所
へ
と
向
か
う
登
り
が
い

の
あ
る
尾
根
コ
ー
ス
と
な
る
。
途
中
、

大
岩
展
望
台
に
立
ち
寄
り
、
宮
崎
市

内
を
一
望
で
き
る
第
2
展
望
所
へ
と

登
る
。
天
狗
岩
か
ら
第
2
展
望
所
ま

で
は
ロ
ー
プ
箇
所
（
鎖
場
）
も
多
く
、

全
身
を
使
っ
て
登
る
と
い
う
醍
醐
味

に
溢
れ
て
い
る
。

　

展
望
所
で
休
憩
し
、
双
石
山
山
頂

へ
と
尾
根
伝
い
に
歩
い
て
行
く
と
、

小
屋
の
中
ま
で
管
理
さ
れ
た
立
派
な

山
小
屋
!?　

が
現
れ
る
。
山
小
屋
を

過
ぎ
て
か
ら
の
尾
根
伝
い
は
、
高
低

差
が
大
き
く
な
る
が
、頑
張
っ
て
登
っ

て
い
る
と
ほ
ど
な
く
山
頂
へ
と
辿
り

着
く
。
残
念
な
こ
と
に
山
頂
か
ら
の

展
望
は
そ
れ
ほ
ど
良
く
な
い
が
、
遠

く
に
尾
鈴
山
、
鰐
塚
山
を
眺
め
る
こ

と
が
出
来
る
。

　

下
り
は
、第
2
展
望
所
か
ら
谷
ル
ー

ト
を
下
っ
て
象
の
墓
場
へ
と
立
ち
寄

る
。
こ
の
場
所
も
ま
た
迫
力
の
あ
る

岸
壁
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

是
非
ど
こ
に
象
が
い
る
の

か
探
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

双
石
山
は
、
低
山
だ
か

ら
と
軽
く
み
て
登
る
と
良

い
意
味
で
安
心
感
を
裏
切

ら
れ
る
冒
険
的
、
魅
力
的

な
山
。
初
心
者
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
ま
で
い
ろ
ん
な
登
り

が
楽
し
め
る
山
で
あ
る
。

双
ぼ ろ い し や ま

石山 宮崎県

初心者からベテランまで！
いろんな登りが楽しめる
509 ｍの山

長友一彦
西都山岳会／宮崎

　参考タイム　   交通　   問い合わせ　   温泉　   地図時 交 問 温 地

時

交

問

温

地

小谷登山口～山頂までの往復歩行時間は 3 ～ 4 時間
小谷登山口まで東九州自動車道清武南 IC から 15 分
程度。登山口前に道路が広くなっている場所あり。
10 台くらい駐車可能。
宮崎森林管理署　業務課　0985-29-2311
ホテル青島サンクマール（太平洋が一望できるお薦
めの温泉。日帰り入浴可能。宮崎市折生迫 7408）
※周辺には道の駅フェニックス（宮崎市内海 381-1）がある
1:25000　日向青島・築地原

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成

雪は白なので、基本白い紙の場

合はその紙の色を使います。そ

こで白を生かすために紫と青を

足したものを私は使っています。

光があたっているので、少し見

えないくらいの黄色を塗ってお

くと、より雪が際立ちます。
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篠塚優　カモシカスポーツ山の店・横浜店

　

初
め
ま
し
て
。
カ
モ
シ
カ
ス
ポ
ー

ツ
山
の
店
・
横
浜
店
の
篠
塚
で
す
。

　

笹
原
さ
ん
か
ら
ご
指
名
い
た
だ
き
、

今
月
号
か
ら
こ
の
ペ
ー
ジ
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ひ
と
欄
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
も
少
し
自
己
紹

介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

初
め
て
山
登
り
を
し
た
、
と
記
憶

に
あ
る
の
は
母
に
連
れ
て
い
か
れ
た

富
士
登
山
で
私
は
中
学
２
年
生
で
し

た
。
雨
で
と
て
も
寒
か
っ
た
し
、
楽

し
か
っ
た
記
憶
は
な
い
の
で
す
が
、

ど
う
や
ら
嫌
い
に
な
ら
ず
、
そ
の
後
、

入
学
し
た
高
校
で
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
部
に
入
り
ま
し
た
。（
実
は
こ
れ

も
母
の
勧
め
で

す
が
、
私
が
こ

こ
ま
で
ど
っ
ぷ

り
山
に
は
ま
る

と
は
思
っ
て
も

み
な
か
っ
た
よ

う
で
す
（
笑
））

　

私
は
部
の
中

で
体
力
が
な
い

方
で
つ
い
て
い

く
の
が
や
っ
と
。

当
時
の
様
子
を
今
も
交
流
の
あ
る
顧

問
の
先
生
か
ら
聞
く
と
恥
ず
か
し
く

な
り
ま
す
。
辛
か
っ
た
り
苦
し
か
っ
た

り
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ず
っ
と
山
が

好
き
で
、
山
に
関
わ
り
続
け
、
広
が
っ

て
い
っ
た
世
界
の
中
に
カ
モ
シ
カ
ス

ポ
ー
ツ
創
業
者
で
あ
る
ダ
ン
プ
さ
ん

と
の
ご
縁
が
あ
り
、
カ
モ
シ
カ
ス
ポ
ー

ツ
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も

う
丸
９
年
が
た
ち
ま
す
。

　

カ
モ
シ
カ
で
の
私
の
担
当
は
ウ
ェ

ア
で
す
。
な
の
で
、
服
に
ま
つ
わ
る

お
話
は
多
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
題
名
を
『
自
由
帳
』
と
し

た
の
は
、
服
を
は
じ
め
と
す
る
道
具

の
お
話
以
外
に
も
山
に
関
わ
る
色
ん

な
こ
と
を
こ
こ
で
共
有
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

な
ど
な
ど
、
話
も
尽
き
な
い
の
で
す

が
、
こ
の
号
は
１２
月
中
旬
に
発
刊
さ

れ
る
…
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
冬
に

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
と
な
っ
た
雪
山
用

グ
ロ
ー
ブ
の
代
表
格
で
あ
る
ブ
ラ
ッ

ク
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
の
ソ
ロ
イ
ス
ト
・

グ
リ
セ
ー
ド
を
ご
紹
介
。

　

か
く
い
う
私
は
、８
年
前
（
か
な
？
）

の
ウ
ィ
メ
ン
ズ
グ
リ
セ
ー
ド
愛
用
者
。

　

廃
番
に
な
っ
て
か
ら
は
そ
の
復
刻

を
切
望
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
年
も

叶
わ
ず
…
と
、
思
っ
て
い
た
ら
、
入

荷
し
た
グ
リ
セ
ー
ド
の
Ｘ
Ｓ
に
手
を

入
れ
て
み
る
と
サ
イ
ズ
が
許
容
範
囲
。

　

当
初
白
か
っ
た
は
ず
の
薄
汚
く

な
っ
た
私
の
グ
リ
セ
ー
ド
を
よ
う
や

く
引
退
さ
せ
ら
れ
そ
う
で
す
。

新
連
載

母と私。今は少なくなった
チェックシャツ着てます。

着てるものも酷いし、楽しそうにも見えないし、
こんなじゃそりゃ寒い記憶しか残らない！

新しいソロイストフィンガー（左）と
ソロイスト（右）
カッティングが変わり操作性が向上し、中綿も断
熱性の高いプリマロフト　ゴールド・クロスコア
を採用し、厚みを増すことなく保温性も向上。こ
の冬の心強い味方になってくれること間違いな
し！　ソロイストフィンガー・ソロイストともに
税込 16060 円。

私はものすごく寒い時用兼予備手袋とし
てウールの手袋とオーバーグローブを、
そしてそのワンランク下の保温手袋とし
てグリセードを、というように 2つ持っ
ていきます。今年のカラー、いい感じ！
グリセード税込 9900 円

中学校時代
の富士登山 雪山用グローブ

私
の
古
く
な
っ
た

グ
リ
セ
ー
ド

新
し
い

グ
リ
セ
ー
ド

※筆者を本号 33 ページ「ひと」欄に掲載しています。
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篠塚優　カモシカスポーツ山の店・横浜店

　

初
め
ま
し
て
。
カ
モ
シ
カ
ス
ポ
ー

ツ
山
の
店
・
横
浜
店
の
篠
塚
で
す
。

　

笹
原
さ
ん
か
ら
ご
指
名
い
た
だ
き
、

今
月
号
か
ら
こ
の
ペ
ー
ジ
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ひ
と
欄
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
も
少
し
自
己
紹

介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

初
め
て
山
登
り
を
し
た
、
と
記
憶

に
あ
る
の
は
母
に
連
れ
て
い
か
れ
た

富
士
登
山
で
私
は
中
学
２
年
生
で
し

た
。
雨
で
と
て
も
寒
か
っ
た
し
、
楽

し
か
っ
た
記
憶
は
な
い
の
で
す
が
、

ど
う
や
ら
嫌
い
に
な
ら
ず
、
そ
の
後
、

入
学
し
た
高
校
で
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
部
に
入
り
ま
し
た
。（
実
は
こ
れ

も
母
の
勧
め
で

す
が
、
私
が
こ

こ
ま
で
ど
っ
ぷ

り
山
に
は
ま
る

と
は
思
っ
て
も

み
な
か
っ
た
よ

う
で
す
（
笑
））

　

私
は
部
の
中

で
体
力
が
な
い

方
で
つ
い
て
い

く
の
が
や
っ
と
。

当
時
の
様
子
を
今
も
交
流
の
あ
る
顧

問
の
先
生
か
ら
聞
く
と
恥
ず
か
し
く

な
り
ま
す
。
辛
か
っ
た
り
苦
し
か
っ
た

り
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ず
っ
と
山
が

好
き
で
、
山
に
関
わ
り
続
け
、
広
が
っ

て
い
っ
た
世
界
の
中
に
カ
モ
シ
カ
ス

ポ
ー
ツ
創
業
者
で
あ
る
ダ
ン
プ
さ
ん

と
の
ご
縁
が
あ
り
、
カ
モ
シ
カ
ス
ポ
ー

ツ
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も

う
丸
９
年
が
た
ち
ま
す
。

　

カ
モ
シ
カ
で
の
私
の
担
当
は
ウ
ェ

ア
で
す
。
な
の
で
、
服
に
ま
つ
わ
る

お
話
は
多
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
題
名
を
『
自
由
帳
』
と
し

た
の
は
、
服
を
は
じ
め
と
す
る
道
具

の
お
話
以
外
に
も
山
に
関
わ
る
色
ん

な
こ
と
を
こ
こ
で
共
有
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

な
ど
な
ど
、
話
も
尽
き
な
い
の
で
す

が
、
こ
の
号
は
１２
月
中
旬
に
発
刊
さ

れ
る
…
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
冬
に

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
と
な
っ
た
雪
山
用

グ
ロ
ー
ブ
の
代
表
格
で
あ
る
ブ
ラ
ッ

ク
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
の
ソ
ロ
イ
ス
ト
・

グ
リ
セ
ー
ド
を
ご
紹
介
。

　

か
く
い
う
私
は
、８
年
前
（
か
な
？
）

の
ウ
ィ
メ
ン
ズ
グ
リ
セ
ー
ド
愛
用
者
。

　

廃
番
に
な
っ
て
か
ら
は
そ
の
復
刻

を
切
望
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
年
も

叶
わ
ず
…
と
、
思
っ
て
い
た
ら
、
入

荷
し
た
グ
リ
セ
ー
ド
の
Ｘ
Ｓ
に
手
を

入
れ
て
み
る
と
サ
イ
ズ
が
許
容
範
囲
。

　

当
初
白
か
っ
た
は
ず
の
薄
汚
く

な
っ
た
私
の
グ
リ
セ
ー
ド
を
よ
う
や

く
引
退
さ
せ
ら
れ
そ
う
で
す
。

新
連
載

母と私。今は少なくなった
チェックシャツ着てます。

着てるものも酷いし、楽しそうにも見えないし、
こんなじゃそりゃ寒い記憶しか残らない！

新しいソロイストフィンガー（左）と
ソロイスト（右）
カッティングが変わり操作性が向上し、中綿も断
熱性の高いプリマロフト　ゴールド・クロスコア
を採用し、厚みを増すことなく保温性も向上。こ
の冬の心強い味方になってくれること間違いな
し！　ソロイストフィンガー・ソロイストともに
税込 16060 円。

私はものすごく寒い時用兼予備手袋とし
てウールの手袋とオーバーグローブを、
そしてそのワンランク下の保温手袋とし
てグリセードを、というように 2つ持っ
ていきます。今年のカラー、いい感じ！
グリセード税込 9900 円

中学校時代
の富士登山 雪山用グローブ

私
の
古
く
な
っ
た

グ
リ
セ
ー
ド

新
し
い

グ
リ
セ
ー
ド

※筆者を本号 33 ページ「ひと」欄に掲載しています。
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問い合わせ

労山事務所での受取＝1部 1,000 円

価格

送付先（氏名・郵便番号・住所・電
話番号）を明記して送金してくださ
い。入金確認後に発送します。（お急
ぎの場合は送金後にご連絡ください）
郵便振替口座00180-0-212568
名義：日本勤労者山岳連盟事務局

会員の方は、所属会を通じて地方連
盟へお申込みください。価格等も地
方連盟へおたずねください。

日本勤労者山岳連盟 事務局
☎03-3260-6331     jwaf@jwaf.jp
ホームページ www.jwaf.jp

壁掛けタイプ
364mm × 515mm
B4 中綴じ・28 ページ
月曜始まりカレンダー

申込み
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